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は
じ
め
に

　

本
論
で
は
、
一
九
二
八
年
に
日
本
で
開
催
さ
れ
た
「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧

会
」
に
つ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
外
務
省
記
録
」
を
中
心
に
用
い
て
そ
の
経
緯
を

明
ら
か
に
し
、
内
容
を
分
析
し
、
意
義
を
考
察
す
る
。

　

一
九
二
八
年
十
一
月
二
十
四
日
よ
り
十
二
月
十
六
日
（
一
部
は
二
十
日
）
ま

で
、
東
京
府
美
術
館
お
よ
び
東
京
帝
室
博
物
館
に
お
い
て
、「
唐
宋
元
明
名
画

展
覧
会
」
の
主
催
に
よ
り
「
支
那
古
名
画
展
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
展

覧
会
に
は
日
本
人
と
中
国
人
の
双
方
か
ら
各
三
百
点
前
後
が
出
品
さ
れ
た
。

「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
」
の
会
長
は
近
衛
文
麿
、
副
会
長
は
清
浦
奎
吾
で
あ

り
、
そ
の
下
に
十
五
名
の
日
本
人
か
ら
な
る
委
員
、
ま
た
百
名
の
日
本
人
と

八
十
七
名
の
中
国
人
か
ら
な
る
賛
助
員
が
い
た
。
事
務
局
は
東
京
美
術
学
校
文

庫
に
置
か
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
表
向
き
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
事
実

上
の
主
催
者
は
日
中
の
現
役
画
家
か
ら
な
る
東
方
絵
画
協
会
で
あ
り
、
そ
の
経

費
は
外
務
省
所
管
の
「
対
支
文
化
事
業
特
別
会
計
」
よ
り
支
出
さ
れ
た
。
当
時

か
ら
展
覧
会
の
正
式
名
称
よ
り
も
主
催
者
の
名
称
が
通
用
し
、
ま
た
翌
年
刊
行

さ
れ
た
図
録
も
『
唐
宋
元
明
名
画
大
観
』
と
題
さ
れ
た
た
め
、
本
論
で
も
こ
の

中
国
古
画
展
を
「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
」（
略
称
「
唐
宋
元
明
」
展
）
と
呼
ぶ
。

　

本
論
で
は
こ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
、
第
一
に
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画

（
古
画
）
受
容
の
一
事
例
と
し
て
、
第
二
に
近
代
の
日
中
関
係
史
に
お
け
る
文

化
外
交
の
一
事
例
と
し
て
評
価
す
る
こ
と
を
試
み
る
。

　

第
一
の
論
点
よ
り
見
れ
ば
、「
唐
宋
元
明
」
展
は
近
代
以
前
よ
り
日
本
に
現

存
し
た
（
古
渡
の
）
中
国
絵
画
と
主
に
辛
亥
革
命
後
日
本
に
流
入
し
た
（
新
来

の
）
中
国
絵
画
に
加
え
て
、
同
時
代
の
中
国
人
収
蔵
家
の
所
蔵
品
か
ら
構
成
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
近
代
日
本
に
お
け
る
最
大
規
模
の
中
国
古
画
展
で
あ
っ
た
。

外
務
省
記
録
に
み
る
「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
」（
一
九
二
八
年
）

久
世
夏
奈
子
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も
特
に
政
治
的
局
面
か
ら
独
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
と
位
置
付
け
る（

5
）。

後
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
ま
さ
に
「
唐
宋
元
明
」
展
（
お
よ
び
先
行
す
る
日
華

聯
合
絵
画
展
）
に
対
す
る
外
務
省
の
立
場
と
一
致
す
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
本
論
で
は
「
唐
宋
元
明
」
展
に
つ
い
て
、
第
一
に
近
代
日

本
に
お
い
て
（
同
時
代
の
中
国
人
画
家
の
協
力
に
よ
り
）
日
本
人
画
家
に
よ
っ
て

行
わ
れ
た
中
国
古
画
展
と
し
て
、
そ
の
経
緯
と
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
当
時
の

日
本
人
の
中
国
絵
画
観
へ
与
え
た
影
響
を
検
討
す
る
。
第
二
に
、
外
務
省
対
支

文
化
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
近
代
中
国
史
に
と
っ
て
重
要
な
局
面
で
あ
る
と
同

時
に
日
中
関
係
の
微
妙
な
時
期
に
開
催
に
至
っ
た
こ
と
を
重
視
し
、
各
関
係
者

の
思
惑
の
解
明
を
試
み
る
。

　

外
務
省
記
録（

6
）に

よ
れ
ば
、
同
展
開
催
に
至
る
背
景
と
直
接
の
経
緯
だ
け
で
な

く
、
特
に
中
国
人
の
実
際
の
出
品
点
数
が
『
唐
宋
元
明
名
画
大
観
』
掲
載
点
数

の
ほ
ぼ
二
倍
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
同
記
録
に
は
図
版
も
完
全

な
目
録
も
な
い
の
で
、
今
回
本
論
で
は
『
唐
宋
元
明
名
画
大
観
』
と
外
務
省
記

録
と
を
勘
案
す
る
こ
と
に
よ
り
、
少
な
く
と
も
作
品
名
が
特
定
さ
れ
る
出
品
数

を
暫
定
的
に
六
一
五
点
と
し
た
（
第
三
章
で
詳
述
）。
他
方
、
外
務
省
は
特
に
中

国
に
お
け
る
出
品
交
渉
と
来
日
中
国
人
の
受
け
入
れ
に
関
与
し
た
の
で
、
本
論

で
は
中
国
人
出
品
の
経
緯
を
中
心
と
し
て
、
日
本
人
出
品
に
関
し
て
は
先
行
研

究
を
踏
ま
え
た
内
容
の
分
析
に
と
ど
め
た
。

　

以
下
、
第
一
章
で
は
「
日
華
聯
合
絵
画
展
」
と
外
務
省
対
支
文
化
事
業
と
の

関
わ
り
、
第
二
章
で
は
「
唐
宋
元
明
」
展
自
体
の
開
催
の
経
緯
と
中
国
に
お
け

先
行
研
究
で
は
、
近
代
日
本
に
お
い
て
そ
れ
ら
古
渡
の
中
国
絵
画
が
公
開
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
一
方
、
特
に
辛
亥
革
命
以
降
、
当
時
の
中
国
人
収
蔵
家
の
所
蔵

品
が
日
本
で
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
同
時
に
、
自
ら
中
国
で
購
入
す
る
日

本
人
も
現
れ
、
新
た
に
中
国
絵
画
の
収
蔵
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
た（

1
）。

ま
た
、
東
方
絵
画
協
会
の
前
身
と
そ
の
団
体
展
で
あ
る
一
連
の
日
華

聯
合
絵
画
展
覧
会
に
つ
い
て
も
、
主
に
近
代
日
中
絵
画
史
の
観
点
か
ら
論
じ
ら

れ
て
き
た（

2
）。

そ
こ
で
は
外
務
省
記
録
が
用
い
ら
れ
つ
つ
も
同
展
の
経
緯
と
内
容

の
解
明
が
主
で
あ
り
、
同
省
関
与
の
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
。

　

第
二
の
論
点
よ
り
見
れ
ば
、「
唐
宋
元
明
」
展
は
外
務
省
「
対
支
文
化
事
業
」

の
一
つ
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、そ
の
発
案
か
ら
開
催
に
至
る
期
間
（
一
九
二
八

年
二
月
～
十
二
月
）
は
中
国
に
お
け
る
国
民
革
命
軍
に
よ
る
北
伐
の
再
開
か
ら
、

北
京
政
府
の
消
滅
を
経
て
（
南
京
）
国
民
政
府
に
お
け
る
新
体
制
の
確
立
に
至

る
ま
で
と
ほ
ぼ
同
時
期
で
あ
っ
た
。
特
に
そ
の
途
上
日
中
間
で
発
生
し
た
済
南

事
件
は
中
国
各
地
の
対
日
不
買
運
動
を
引
き
起
こ
し
、
事
件
の
解
決
交
渉
は
十

カ
月
に
及
ん
だ
。
先
行
研
究
で
は
、
ま
ず
外
務
省
記
録
を
用
い
て
対
支
文
化
事

業
を
主
に
ア
メ
リ
カ
の
対
中
国
文
化
政
策
と
比
較
し
つ
つ
そ
の
成
立
・
展
開
を

詳
細
に
跡
付
け
た
労
作
が
あ
る（

3
）。

そ
こ
で
は
日
中
関
係
者
間
の
駆
け
引
き
と
や

が
て
挫
折
へ
と
至
る
過
程
の
解
明
が
主
で
あ
り
、「
唐
宋
元
明
」
展
の
よ
う
な

比
較
的
小
規
模
な
成
功
事
例
に
は
言
及
さ
れ
な
い（

4
）。

他
方
、
別
の
手
法
に
よ
り

同
記
録
を
用
い
た
近
年
の
労
作
は
、
対
支
文
化
事
業
を
第
一
次
世
界
大
戦
後
の

世
界
情
勢
に
対
応
し
た
日
本
の
外
交
方
針
の
変
化
を
受
け
て
、
外
務
省
の
中
で
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わ
ゆ
る
「
西
原
借
款
」
の
よ
う
に
経
済
提
携
が
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
最
終
的

に
は
文
化
提
携
へ
と
転
換
さ
れ
た（

8
）。

財
源
が
確
保
さ
れ
た
後
、
翌
一
九
二
三
年

三
月
十
五
日
に
法
案
が
第
四
十
六
帝
国
議
会
に
提
出
さ
れ
、
三
十
日
に
「
対
支

文
化
事
業
特
別
会
計
法
」（
法
律
第
三
六
号
）
が
公
布
さ
れ
た
。
毎
年
度
歳
出
額

の
上
限
は
二
五
〇
万
円
で
あ
っ
た
（
の
ち
三
百
万
円
に
改
正
）。

　

そ
の
事
務
機
関
と
し
て
は
同
年
五
月
五
日
、
外
務
省
に
「
対
支
文
化
事
業

局
」
が
設
置
さ
れ
、
当
初
は
同
省
の
亜
細
亜
局
長
が
そ
の
局
長
を
兼
ね
た
。
翌

一
九
二
四
年
十
二
月
二
十
日
に
官
制
改
正
さ
れ
、
そ
の
亜
細
亜
局
の
内
部
に

「
文
化
事
業
部
」
が
設
置
さ
れ
た（

9
）。

そ
の
初
代
部
長
は
旧
事
業
局
の
事
務
官
で

あ
っ
た
岡
部
長
景
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
唐
宋
元
明
」
展
の
一
年
前
、
一
九
二
七

年
六
月
二
十
二
日
に
再
び
官
制
改
正
さ
れ
、
文
化
事
業
部
は
亜
細
亜
局
か
ら
独

立
し
て
外
務
省
内
の
一
部
局
と
な
っ
た
。

　

当
初
、
対
支
文
化
事
業
の
内
容
と
し
て
は
日
本
の
中
国
に
対
す
る
、
ま
た
は

中
国
に
お
け
る
い
わ
ば
「
単
独
」
事
業
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
中
国
人

か
ら
の
批
判
を
踏
ま
え
、
特
に
日
中
双
方
の
人
員
か
ら
な
る
委
員
会
や
、
図
書

館
お
よ
び
博
物
館
な
ど
日
中
「
共
同
」
の
事
業
が
模
索
さ
れ
る
。
そ
し
て

一
九
二
四
年
二
月
六
日
、
汪
栄
宝
駐
日
中
華
民
国
公
使
と
出
淵
勝
次
対
支
文
化

事
業
局
長
と
の
間
で
具
体
的
方
針
に
関
す
る
協
定
（
汪
―
出
淵
協
定
）
が
締
結

さ
れ
た（

10
）。

　

一
九
二
七
年
二
月
の
時
点
で
、
そ
の
具
体
的
事
業
と
し
て
①
研
究
所
お
よ
び

図
書
館
の
設
立
、
②
日
本
人
が
経
営
す
る
文
化
施
設
に
対
す
る
補
助
、
③
中
国

る
賛
助
お
よ
び
出
品
交
渉
、
第
三
章
で
は
日
中
双
方
の
出
品
内
容
、
第
四
章
で

は
展
覧
会
評
を
含
む
同
展
の
開
催
前
後
に
つ
い
て
論
じ
る
。
結
論
と
し
て
、

「
唐
宋
元
明
」
展
は
第
一
に
戦
前
日
本
に
お
け
る
新
来
の
中
国
絵
画
紹
介
の
集

大
成
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
日
本
の
対
支
文
化
事
業
と
し
て
明
白
な
成
功
事

例
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

　

な
お
、
本
論
で
は
表
・
図
の
表
記
も
含
め
、
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
る
。

第
一
章
　
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
と
外
務
省
対
支
文
化
事
業

第
一
節
　
外
務
省
対
支
文
化
事
業
と
関
与
の
は
じ
ま
り

　

日
華
聯
合
絵
画
展
は
日
中
の
現
役
画
家
に
よ
る
自
主
的
な
団
体
展
と
し
て
始

ま
り
、
一
九
二
一
年
に
そ
の
第
一
回
展
が
開
催
さ
れ
た
が
、
同
展
が
外
務
省
対

支
文
化
事
業
の
援
助
を
受
け
る
の
は
一
九
二
四
年
の
第
三
回
展
以
降
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
対
支
文
化
事
業
特
別
会
計
法
」
の
公
布
が
一
九
二
三
年
三
月
末
で

あ
っ
た
。
以
下
、
本
論
で
は
各
回
の
日
華
聯
合
絵
画
展
の
内
容
に
つ
い
て
は
先

行
研
究
に
譲
り
、
主
に
外
務
省
と
の
関
わ
り
に
限
定
し
て
述
べ
る
。

　

対
支
文
化
事
業
は
、
一
九
〇
一
年
九
月
に
当
時
の
清
朝
と
日
本
を
含
む
各
国

と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
最
終
議
定
書
、
お
よ
び
一
九
二
二
年
二
月
と
十
二
月
に

日
中
間
で
締
結
さ
れ
た
山
東
問
題
に
関
す
る
条
約
と
協
定
に
よ
る
、
中
国
か
ら

日
本
へ
の
支
払
い
を
財
源
と
し
た（

7
）。

そ
の
資
金
の
使
途
に
つ
い
て
、
当
初
は
い
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に
外
務
省
を
代
表
し
て
小
村
を
加
え
る
こ
と
、
②
こ
の
計
画
に
対
し
て
外
務
省

よ
り
「
裏
面
的
」
に
相
当
援
助
す
る
が
、
機
密
費（

16
）よ

り
支
出
し
て
将
来
文
化
事

業
中
に
入
れ
る
か
ど
う
か
は
保
留
に
す
る
こ
と
、
③
今
回
の
補
助
は
こ
れ
で
打

ち
切
り
、
追
加
支
出
は
し
な
い
こ
と
、
④
在
外
公
館
で
は
無
税
通
関
な
ど
必
要

な
援
助
を
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
打
ち
合
わ
せ
や
荷
物
発
送
の
斡
旋
等
に
は
関

与
し
な
い
こ
と
、
で
あ
る（

17
）。

そ
の
後
、
発
起
人
よ
り
開
催
地
へ
の
渡
航
費
用
の

一
部
補
助
を
申
請
す
る
御
願
書
が
提
出
さ
れ
た（

18
）。

　

初
年
度
の
対
支
文
化
事
業
で
は
調
査
研
究
に
重
点
が
置
か
れ
、
こ
の
時
期
の

外
務
省
は
来
日
中
国
人
の
意
見
を
聞
く
と
同
時
に
、
官
員
を
中
国
に
派
遣
し
よ

う
と
し
て
い
た（

19
）。

し
た
が
っ
て
こ
の
日
華
聯
合
絵
画
展
へ
の
対
応
に
も
や
や
混

乱
が
見
ら
れ
る
と
同
時
に
、
暫
定
的
な
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
時
点
で
す
で
に
事
業
に
対
し
て
〝
非
政
治

的
〟
立
場
を
と
ろ
う
と
苦
心
し
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。
文
化
事
業
部
が

事
業
の
実
施
を
各
団
体
・
学
校
な
ど
の
第
三
者
に
任
せ
、
自
ら
は
そ
の
申
請
に

応
じ
て
事
業
を
補
助
・
助
成
す
る
黒
子
に
徹
し
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
さ
れ
て

い
る（

20
）。

そ
の
立
場
は
法
律
や
協
定
の
条
文
と
し
て
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、

法
律
の
公
布
直
後
か
ら
「
汪
―
出
淵
協
定
」
の
締
結
に
至
る
ま
で
、
そ
し
て
そ

の
後
も
絶
え
ず
中
国
人
か
ら
の
批
判
に
さ
ら
さ
れ
る
中
で
日
本
人
関
係
者
が
体

得
し
、
や
が
て
対
支
文
化
事
業
の
基
本
方
針
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（

21
）。

人
留
学
生
に
対
す
る
学
費
支
給
、
④
中
国
人
留
学
生
の
予
備
教
育
機
関
の
改
善
、

⑤
交
換
講
演
お
よ
び
視
察
旅
行
、
⑥
対
支
文
化
事
業
の
助
成
、
の
六
つ
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る（

11
）。

①
は
日
中
双
方
の
委
員
か
ら
な
る
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会（

12
）が

管
理
し
た
共
同
事
業
、
②
～
⑤
は
日
本
が
当
初
か
ら
想
定
し
た
事
業
で
あ
る
。

そ
し
て
最
後
の
⑥
は
「
随
時
各
種
ノ
文
化
的
施
設
」
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、

日
華
聯
合
絵
画
展
は
そ
こ
に
含
ま
れ
た
。

　

さ
て
、
外
務
省
記
録
に
は
一
九
二
三
年
四
月
二
十
六
日
付
で
内
田
康
哉
よ
り

竹
内
栖
鳳
、
山マ

本マ

春
挙
、
横
山
大
観
、
下
村
観
山
の
各
人
に
宛
て
、
第
三
回
日

華
聯
合
絵
画
展
へ
の
個
人
的
賛
同
を
表
明
す
る
と
同
時
に
各
人
の
協
力
を
希
望

し
た
私
信
が
残
る
。
内
田
は
当
時
外
務
大
臣
で
あ
っ
た
が
、
対
支
文
化
事
業
を

示
唆
す
る
文
言
は
な
い
。
動
機
は
不
明
だ
が
、「
小
室
翠
雲
、
渡
辺
晨
畝
氏
来

省
依
頼
ニ
ヨ
リ
発
信
」
と
い
う
岡
部
に
よ
る
書
き
込
み
が
あ
り（

13
）、

少
な
く
と
も

こ
の
日
付
ま
で
に
日
華
聯
合
絵
画
展
関
係
者
と
外
務
省
と
の
最
初
の
接
触
が

あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
翌
五
月
末
、
外
務
省
は
在
中
国
公
使
に
対
し

て
、
関
係
者
よ
り
第
三
回
日
華
聯
合
絵
画
展
に
関
す
る
援
助
の
願
出
が
あ
り
、

そ
の
性
質
上
「
何
等
政
治
的
色
彩
ヲ
帯
ヒ
サ
ル
」
た
め
適
当
な
援
助
を
与
え
て

有
意
義
に
発
展
さ
せ
た
い
と
通
知
し
た（

14
）。

　

六
月
九
日
、
再
び
発
起
人
の
渡
辺
と
荒
木
十
畝
の
訪
問
が
あ
り
、
局
内
で
は

次
の
よ
う
に
取
り
決
め
た
。
す
な
わ
ち
、
①
小
村
［
欣
一（

15
）］

参
事
官
を
会
長
と

す
る
こ
と
に
内
諾
を
与
え
た
が
、
同
展
が
「
政
府
ノ
意
図
ニ
ヨ
ル
モ
ノ
ナ
リ
ト

ノ
誤
解
」
を
与
え
な
い
た
め
、
従
来
通
り
画
家
を
発
起
人
と
し
て
賛
助
員
の
中
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岡
部
に
依
頼
し
た（

（2
（

。

　

と
は
い
え
、
在
外
公
館
も
た
だ
指
示
に
従
う
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
な
り
の
見

識
が
あ
っ
た
。
特
に
北
京
で
一
行
を
迎
え
た
当
時
の
在
中
華
民
国
特
命
全
権
公

使
・
芳
沢
謙
吉
は
、
展
覧
会
の
終
了
後
そ
の
成
功
を
報
告
し
て
継
続
を
希
望
し

た
上
で
、
訪
中
画
家
の
人
選
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
進
言
し
た
。
す
な
わ
ち
、

今
回
小
室
以
外
は
ほ
と
ん
ど
四
条
派
で
日
本
の
画
家
の
各
派
を
網
羅
し
て
い
た

と
は
い
え
ず
、
中
国
側
に
日
本
画
界
が
単
調
で
あ
る
と
誤
信
さ
せ
か
ね
な
い
。

次
回
か
ら
は
、
本
省
の
方
で
京
都
の
竹
内
栖
鳳
、
山
元
春
挙
、
東
京
の
川
合
玉

堂
、
横
山
大
観
の
よ
う
な
画
家
を
代
表
と
し
て
招
致
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
荒

木
は
人
望
薄
く
幹
事
役
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
い
う
。
そ
し
て
、
本
省
の

出
淵
対
支
文
化
事
業
局
長
宛
の
紹
介
状
を
渡
辺
に
手
渡
し
た（

26
）。

　

六
月
六
日
、
帰
国
し
た
渡
辺
は
出
淵
と
面
会
し
、
今
後
は
画
家
だ
け
で
は
手

に
負
え
な
い
の
で
外
務
省
の
援
助
を
得
た
く
、
具
体
的
に
は
一
年
お
き
に
一
万

円
の
経
費
補
助
を
願
い
出
た
。
ま
た
、
先
の
芳
沢
公
使
の
助
言
に
触
れ
て
日
本

人
画
家
の
結
束
が
十
分
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
、
近
日
中
に
京
都
に
赴
い
て
竹

内
・
山
元
両
人
を
説
得
し
た
い
の
で
、
局
長
か
ら
二
人
宛
の
書
面
を
賜
り
た
い

と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
出
淵
は
、
こ
の
展
覧
会
に
「
主
義
上
」
将
来
相
当
の

経
費
を
補
助
す
る
こ
と
に
異
存
は
な
い
が
、
金
額
に
つ
い
て
は
約
束
で
き
な
い
。

ま
た
、
未
知
の
画
伯
に
突
然
書
面
を
送
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
の
で
、
他
の

機
会
に
で
き
る
だ
け
尽
力
し
よ
う
と
回
答
し
た（

27
）。

　

そ
の
後
、
渡
辺
は
東
京
で
川
合
・
横
山
・
小
堀
鞆
音
、
そ
し
て
京
都
で
竹

第
二
節
　
第
三
回
展
と
芳
沢
公
使
の
進
言

　

第
三
回
日
華
聯
合
絵
画
展
は
当
初
一
九
二
三
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、

関
東
大
震
災
に
よ
り
延
期
さ
れ
た
。
翌
一
九
二
四
年
四
～
五
月
に
北
京
と
上
海

で
開
催
さ
れ
、
日
本
人
一
行
（
荒
木
・
小
室
・
渡
辺
と
彼
ら
の
門
下
と
思
わ
れ
る

九
名
）
が
訪
中
し
た（

22
）。

　

外
務
省
は
第
三
回
展
に
つ
い
て
、
在
中
国
公
使
に
対
し
簡
易
通
関
だ
け
で
な

く
「
展
覧
会
ヲ
シ
テ
成
功
ヲ
収
メ
シ
ム
ル
様
」
諸
般
の
便
宜
を
与
え
る
こ
と
を

指
示
し
た
が（

（2
（

、
本
省
と
在
外
公
館
の
対
応
は
あ
く
ま
で
便
宜
供
与
の
範
囲
内
で

あ
っ
た
。
例
え
ば
、
本
省
で
は
満
鉄
に
依
頼
し
て
人
数
分
の
一
等
待
遇
乗
車
券

を
発
行
し
て
も
ら
っ
た
。
北
京
で
は
、
公
使
館
付
通
訳
官
を
画
家
一
行
の
専
属

と
し
て
派
遣
し
た
。
ま
た
公
使
と
書
記
官
は
中
国
人
の
主
催
し
た
複
数
の
歓
迎

会
に
同
席
し
、
さ
ら
に
公
使
自
身
も
日
中
双
方
の
関
係
者
を
官
邸
へ
招
待
し
た
。

上
海
で
も
、
総
領
事
が
関
係
者
を
官
邸
へ
招
待
し
て
い
る
。
こ
の
年
の
四
月
か

ら
十
月
は
対
支
文
化
事
業
に
対
す
る
中
国
人
の
反
対
運
動
が
盛
ん
に
繰
り
広
げ

ら
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
っ
た（

（2
（

。

　

し
た
が
っ
て
日
本
人
一
行
と
中
国
人
関
係
者
と
の
新
た
な
縁
は
中
国
側
発
起

人
の
尽
力
に
よ
る
も
の
で
（
金
紹
城
は
彼
ら
を
中
国
人
閣
僚
お
よ
び
次
官
級
の
官

僚
に
紹
介
し
た
）、
そ
れ
は
中
国
側
発
起
人
自
身
も
ま
た
北
京
政
府
官
吏
で
あ
っ

た
こ
と
が
大
き
い
と
い
え
る
。
渡
辺
は
書
簡
や
報
告
の
中
で
そ
の
こ
と
を
再
三

強
調
し
た
だ
け
で
な
く
、
帰
国
後
金
紹
城
と
周
肇
祥
へ
礼
状
を
送
付
す
る
よ
う
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当
初
、
在
中
国
芳
沢
公
使
は
文
化
事
業
に
は
反
対
者
も
い
る
の
で
そ
の
名
称

を
出
さ
な
い
方
が
よ
い
と
渡
辺
に
助
言
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
渡
辺
は

沈
瑞
麟
外
交
部
総
長
邸
で
の
宴
会
で
逆
に
激
励
さ
れ
、
沈
も
尽
力
を
約
束
し
た
。

そ
こ
で
渡
辺
は
改
め
て
芳
沢
に
そ
の
旨
を
報
告
し
た
と
こ
ろ
、
芳
沢
も
先
方
よ

り
話
が
あ
っ
た
の
な
ら
支
障
な
い
と
了
承
し
た
の
で
あ
る（

32
）。

そ
の
後
、
渡
辺
は

金
紹
城
、
周
肇
祥
、
お
よ
び
王
一
亭
ら
関
係
者
と
会
合
を
開
い
て
後
の
拡
張
計

画
案
に
至
る
具
体
的
内
容
を
協
議
し
た
だ
け
で
な
く（

33
）、

多
く
の
人
物
と
接
触
し

て
協
力
を
要
請
し
た
。

　

当
時
北
京
に
い
た
汪
駐
日
中
国
公
使
は
渡
辺
が
帰
国
直
前
に
起
草
し
た
計
画

の
草
稿
を
預
か
り
、
そ
の
後
日
本
で
渡
辺
・
荒
木
の
二
人
か
ら
完
成
稿
を
受
け

取
っ
た
。
同
年
十
一
月
、
汪
は
中
日
両
文
に
よ
る
そ
の
意
見
書（

34
）を

出
淵
勝
次
外

務
次
官
（
前
年
十
二
月
よ
り
当
職
）
に
直
接
手
渡
し
た
上
で
、
そ
れ
は
「
相
当

有
意
義
ノ
事
業
」
な
の
で
「
文
化
事
業
部
ノ
資
金
」
で
何
と
か
実
現
で
き
な
い

か
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
出
淵
は
、
展
覧
会
は
継
続
可
能
と
し
た
が
、

「
研
究
室
」
の
方
に
は
同
意
し
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
も
そ
れ
は
東
方
文
化
事

業
総
委
員
会
に
よ
り
別
途
計
画
中
で
あ
っ
た
北
京
人
文
科
学
研
究
所
の
内
容
と

重
複
し
て
お
り
、
そ
の
収
蔵
予
定
品
は
仮
に
そ
の
研
究
所
に
収
め
る
と
し
て
も

広
汎
す
ぎ
て
費
用
上
困
難
で
あ
る
と
い
う（

35
）。

こ
の
よ
う
に
、
人
文
科
学
研
究
所

の
計
画
が
進
展
し
た
の
と
引
き
換
え
に
、
日
華
聯
合
絵
画
展
は
あ
く
ま
で
展
覧

会
の
み
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
拡
張
計

画
の
う
ち
「
事
務
所
」
に
相
当
す
る
も
の
が
新
規
に
設
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

内
・
山
元
と
相
談
し
（
横
山
以
外
は
第
三
回
展
の
発
起
人
）、
そ
の
結
論
と
し
て

日
華
聯
合
絵
画
展
は
国
内
の
ど
の
展
覧
会
よ
り
も
意
義
と
権
威
の
あ
る
も
の
と

し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
「
東
洋
芸
術
の
精
華
」
を
世
界
に
紹
介
す
る
必
要

も
あ
る
。
そ
こ
で
外
務
省
の
尽
力
と
補
助
を
得
て
、「
帝
展
以
上
」
の
正
々

堂
々
た
る
展
覧
会
と
し
た
い
と
い
う（

28
）。

こ
の
よ
う
に
、
画
家
た
ち
（
少
な
く
と

も
渡
辺
）
の
熱
意
と
野
心
、
そ
し
て
在
外
公
館
の
同
情
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、

外
務
本
省
の
対
応
は
あ
く
ま
で
対
支
文
化
事
業
の
方
針
に
従
っ
て
冷
静
か
つ
慎

重
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
同
年
十
二
月
、
外
務
省
は
次
の
第
四
回
日
華
聯
合
絵
画
展
に

対
し
て
対
支
文
化
事
業
特
別
会
計（
助
成
費
）か
ら
約
一
万
円
を
交
付
す
る
こ
と

を
決
裁
し
た（

29
）。

こ
れ
は
日
華
聯
合
絵
画
展
へ
の
資
金
援
助
に
関
し
て
現
存
す
る

限
り
で
最
初
の
決
裁
で
あ
り
、
第
三
回
展
の
成
果
を
受
け
て
同
展
は
正
式
に
対

支
文
化
事
業
の
助
成
事
業
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
後
の
動

向
に
よ
れ
ば
、
こ
の
助
成
は
同
展
の
組
織
改
善
を
条
件
に
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

第
三
節
　
展
覧
会
拡
張
計
画
と
東
方
絵
画
協
会
の
設
立

　

一
九
二
五
年
五
月
、
渡
辺
は
「
展
覧
会
問
題
」
に
つ
い
て
中
国
側
当
事
者
と

交
渉
す
る
た
め
に
訪
中
し
た（

30
）。

前
年
末
文
化
事
業
部
長
に
就
任
し
た
岡
部
は
在

中
国
公
使
館
に
対
し
、
日
華
聯
合
絵
画
展
に
は
帝
国
美
術
院
と
日
本
美
術
院
の

有
力
者
が
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
て
、
従
来
の
成
績
を
鑑
み
て
「
相
当
ノ
援

助
」
を
す
る
予
定
の
た
め
、
諸
般
の
便
宜
を
与
え
る
よ
う
指
示
し
た（

31
）。
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に
一
旦
決
裁
し
て
い
た
が
、
最
終
的
に
助
成
費
と
し
て
一
万
三
五
〇
〇
円
を
支

給
し
た（

40
）。

ま
た
、
そ
れ
と
は
別
に
展
覧
会
打
ち
合
わ
せ
の
た
め
に
渡
辺
が
訪
中

し
た
費
用
を
「
講
演
及
視
察
費
」
と
し
て
支
給
し
た（

41
）。

一
九
二
六
年
五
月
、
渡

辺
は
ま
ず
天
津
に
到
着
し
、
予
定
通
り
徐
世
昌
に
会
長
の
就
任
を
依
頼
し
て
承

諾
さ
れ
た
。
そ
し
て
従
来
通
り
展
覧
会
へ
の
支
援
を
要
請
す
る
だ
け
で
な
く
、

こ
れ
ま
で
絵
画
を
出
品
し
て
い
な
か
っ
た
人
々
に
も
書
の
出
品
を
依
頼
し
た（

42
）。

　

第
四
回
展
は
同
年
六
月
か
ら
七
月
に
東
京
と
大
阪
で
開
催
さ
れ
、
外
務
省
は

両
方
の
開
催
地
に
お
い
て
来
日
中
国
人
の
受
け
入
れ
、
関
係
者
へ
の
協
力
要
請
、

荷
物
の
受
け
渡
し
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
事
務
作
業
を
担
当
し
た
。
第
四

回
展
の
会
長
は
、（
お
そ
ら
く
中
国
人
の
会
長
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
の
で
）
日
本

人
の
牧
野
伸
顕
で
あ
っ
た（

43
）。

開
催
直
前
の
六
月
五
日
に
そ
の
主
催
団
体
の
名
称

が
「
東
方
絵
画
協
会
」
と
決
定
さ
れ（

44
）、

会
期
の
前
後
に
日
中
の
発
起
人
に
よ
る

そ
の
会
則
へ
の
調
印
も
済
み（

45
）、

実
質
的
に
発
足
し
た
。
と
こ
ろ
が
第
四
回
展
の

た
め
に
来
日
し
た
中
国
側
発
起
人
の
一
人
で
あ
る
金
紹
城
が
、
帰
国
後
の
九
月

六
日
に
急
逝
し
た（

46
）。

そ
の
後
、
東
方
絵
画
協
会
を
め
ぐ
る
状
況
が
一
変
す
る
。

　

翌
一
九
二
七
年
二
月
、
東
方
絵
画
協
会
北
京
本
部
の
役
員
が
決
定
し
た
と
の

通
知
が
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
東
京
本
部
で
も
役
員
の
候
補
が
検
討
さ
れ

（
後
述
）、
ま
た
従
来
の
発
起
人
が
幹
事
に
就
任
し
た
。
こ
の
機
会
に
役
員
を
中

国
へ
派
遣
す
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
た
が
、
政
情
不
安
の
た
め
保
留
に
さ
れ
た（

47
）。

そ
の
間
に
中
国
で
は
、
故
金
紹
城
の
息
子
・
金
開
藩
が
絵
画
団
体
「
湖
社
」
を

設
立
し
、
も
う
一
人
の
発
起
人
・
周
肇
祥
と
対
立
し
始
め
た
。
九
月
、
芳
沢
公

　

翌
一
九
二
六
年
二
月
二
十
日
、
渡
辺
ら
の
要
請
を
受
け
て（

36
）、

岡
部
よ
り
「
今

後
更
ニ
両
国
美
術
家
ノ
提
携
聯
合
ヲ
深
フ
シ
両
国
文
化
ノ
向
上
ニ
貢
献
」
す
る

方
法
を
講
じ
る
協
議
会
の
案
内
が
「
拡
張
計
画
」
に
連
署
し
た
十
名
お
よ
び
従

来
の
発
起
人
の
一
人
山
元
春
挙
に
送
付
さ
れ
た（

37
）。

二
十
八
日
、
そ
の
会
合
が
華

族
会
館
で
行
わ
れ
、
以
下
の
こ
と
が
決
定
し
た
。
①
展
覧
会
の
主
催
者
と
し
て

単
一
の
団
体
を
組
織
す
る
こ
と
、
②
会
長
は
中
国
人
と
す
る
こ
と
（
候
補
と
し

て
徐
世
昌
が
挙
げ
ら
れ
た
）、
③
展
覧
会
は
毎
年
一
回
日
中
交
互
に
行
う
こ
と
、

④
日
中
い
ず
れ
の
政
府
に
よ
る
補
助
金
で
も
両
国
等
分
に
使
用
す
る
こ
と
（
文

化
事
業
費
か
ら
は
毎
年
総
額
二
、三
万
円
位
補
助
希
望
）、
⑤
日
本
で
開
催
す
る
場

合
は
中
国
人
の
作
品
を
、
中
国
で
開
催
す
る
場
合
は
日
本
人
の
作
品
を
展
示
す

る
こ
と（

38
）、

⑥
適
当
な
世
話
人
（
事
務
担
当
者
）
を
選
定
す
る
こ
と
、
⑦
日
本
人

賛
助
員
（
中
国
関
係
実
業
家
）
を
置
い
て
（
作
品
の
購
入
に
よ
り
）
経
費
の
一
部

を
寄
付
し
て
も
ら
う
こ
と
、
等
が
決
定
さ
れ
た（

39
）。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
、
日
華
聯
合
絵
画
展
の
主
催
者
と
し
て
の
団
体
（
名
称
未

定
）
が
設
立
し
た
。
そ
こ
で
は
日
中
の
双
方
か
ら
な
る
会
員
が
自
主
的
に
事
業

を
行
う
こ
と
が
重
視
さ
れ
、
そ
の
方
針
は
お
そ
ら
く
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会

に
準
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
外
務
省
は
あ
く
ま
で
事
務
方
に
徹
し
て

日
華
聯
合
絵
画
展
に
関
与
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

第
四
節
　
第
四
回
展
の
開
催
と
第
五
回
展
の
延
期

　

第
四
回
日
華
聯
合
絵
画
展
に
対
し
、
外
務
省
は
す
で
に
一
九
二
四
年
十
二
月
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こ
の
よ
う
に
、
第
四
回
日
華
聯
合
絵
画
展
の
後
第
五
回
展
ま
で
の
間
に
東
方

絵
画
協
会
だ
け
で
な
く
中
国
情
勢
も
ま
た
急
転
す
る
中
で
、「
唐
宋
元
明
名
画

展
覧
会
」
が
浮
上
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
二
章
　
開
催
の
経
緯
と
中
国
に
お
け
る
賛
助
・
出
品
交
渉

第
一
節
　
開
催
の
経
緯

　

外
務
省
作
成
の
資
料
に
「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
」
が
初
出
す
る
の
は
、

一
九
二
八
年
三
月
で
あ
る
。
た
だ
し
外
務
省
記
録
に
収
録
さ
れ
た
当
時
の
新
聞

記
事
に
よ
れ
ば
、
同
年
二
月
ま
で
に
「
唐
宋
元
明
」
展
の
概
要
が
ほ
ぼ
決
ま
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
ず
一
九
二
七
年
十
一
月
の
記
事
で
は
、
前
述
の
金
・
周
両
者
の
調
停
の
た

め
に
中
国
滞
在
中
で
あ
っ
た
渡
辺
が
、
そ
の
訪
中
の
用
務
と
し
て
書
道
作
振
会
、

中
日
絵
画
展
覧
会
、
名
画
展
覧
会
を
挙
げ
て
い
る
。
中
日
絵
画
展
覧
会
と
は
日

華
聯
合
絵
画
展
の
こ
と
で
、
来
春
に
北
京
・
上
海
で
開
催
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

名
画
展
覧
会
は
「
文
化
事
業
の
方
か
ら
話
が
あ
つ
て
東
方
絵
画
協
会
で
や
る
こ

と
に
な
つ
た
」
も
の
で
、「
唐
宋
元
明
四
朝
の
逸
品
」
を
集
め
て
東
京
の
美
術

館
で
展
覧
会
を
開
き
、
会
期
は
「
今
の
処
来
年
六
月
」
で
、「
文
華
殿
故
宮
博

物
院
」
の
名
品
に
つ
い
て
「
当
局
の
御
尽
力
を
煩
」
す
と
い
う（

56
）。

　

ま
た
一
九
二
八
年
二
月
の
記
事
で
は
、
東
方
絵
画
協
会
が
「
今
秋
」
御
大
典

使
は
そ
れ
を
報
告
し
て
次
回
展
覧
会
へ
の
影
響
を
懸
念
し
た（

48
）。

そ
れ
に
対
し
て

外
務
省
は
正
木
直
彦
に
そ
の
旨
を
通
知
し
た
後（

49
）、

渡
辺
を
現
状
視
察
の
た
め
中

国
へ
派
遣
す
る
こ
と
を
決
裁
し
た（

50
）。

仲
間
の
一
人
が
死
に
、
他
の
仲
間
と
遺
族

と
が
対
立
す
る
の
は
あ
り
ふ
れ
た
話
で
あ
る
が
、
対
支
文
化
事
業
の
助
成
金
が

絡
ん
で
い
た
た
め
に
問
題
が
複
雑
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る（

51
）。

両
者
の
対
立
は
東

方
絵
画
協
会
北
京
本
部
の
組
織
改
編
に
ま
で
及
び
、
日
本
か
ら
赴
い
た
正
木
・

渡
辺
ら
、
中
国
人
関
係
者
、
お
よ
び
日
本
公
使
館
・
総
領
事
館
に
よ
る
再
三
の

調
停
に
も
か
か
わ
ら
ず
解
決
し
な
か
っ
た（

52
）。

　

翌
一
九
二
八
年
三
月
、
後
述
の
よ
う
に
東
方
絵
画
協
会
東
京
本
部
は
従
来
の

日
華
聯
合
絵
画
展
を
延
期
す
る
と
決
定
し
た
。
四
月
、
北
京
本
部
に
対
し
て
貴

地
会
員
間
に
紛
糾
の
あ
る
間
は
事
業
が
遂
行
で
き
な
い
の
で
助
成
金
を
得
ら
れ

ず
、
ま
た
展
覧
会
も
開
催
で
き
な
い
旨
を
通
知
し
た（

53
）。

　

他
方
、
中
国
で
は
一
九
二
六
年
七
月
以
降
、
国
民
党
が
蔣
介
石
を
国
民
革
命

軍
総
司
令
と
し
て
北
伐
を
開
始
し
て
い
た
（
同
年
十
二
月
、
北
京
で
は
張
作
霖
が

安
国
軍
の
総
司
令
に
就
任
し
た（

54
））。

翌
一
九
二
七
年
一
月
に
は
武
漢
国
民
政
府
が

成
立
、
三
月
に
は
国
民
革
命
軍
の
一
部
に
よ
る
南
京
事
件
、
四
月
に
は
蔣
介
石

に
よ
る
反
共
ク
ー
デ
タ
ー
を
経
て
、
南
京
国
民
政
府
が
成
立
し
た
（
六
月
、
北

京
で
は
張
作
霖
が
安
国
軍
の
大
元
帥
に
就
任
し
た
）。
八
月
、
蔣
介
石
が
国
民
革
命

軍
総
司
令
を
辞
任
し
て
北
伐
は
一
時
中
断
さ
れ
た
。
彼
は
十
～
十
一
月
に
日
本

に
滞
在
し
て
北
伐
完
成
へ
の
決
意
を
表
明
し
、
日
本
の
支
援
を
要
請
し
た（

55
）。

そ

し
て
翌
一
九
二
八
年
一
月
七
日
、
国
民
革
命
軍
総
司
令
に
復
職
し
た
。
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外務省記録にみる「唐宋元明名画展覧会」（一九二八年） 

博
物
館
所
蔵
品
、
国
宝
（
当
時
の
「
国
宝
」
は
古
社
寺
の
所
蔵
品
の
み
）
を
陳
列

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
た
め
の
中
国
出
張
を
坂
西
と
渡
辺

に
依
頼
し
た
い
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
画
家
一
同
は
、
古
画
は
新
画
に
比

べ
て
「
美
術
界
ヲ
益
ス
ル
コ
ト
多
大
」
と
賛
同
し
た
。
ま
た
、
溝
口
は
博
物
館

で
は
前
年
も
中
国
絵
画
展
を
行
っ
た
の
で
、
今
回
は
広
く
民
間
か
ら
も
収
集
し

た
い
と
述
べ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
も
、
横
山
が
名
家
の
所
蔵
す
る
未
公
開
の
名

品
を
借
用
し
て
陳
列
で
き
れ
ば
「
此
上
ナ
シ
」
と
請
け
合
っ
た
。

　

日
本
の
帝
室
、
博
物
館
、
古
寺
、
そ
し
て
民
間
の
所
蔵
品
と
、
中
国
人
の
所

蔵
品
と
の
双
方
か
ら
な
る
一
大
中
国
古
画
展
の
計
画
に
関
し
て
、
少
な
く
と
も

文
化
事
業
部
、
汪
公
使
、
正
木
、
渡
辺
の
ほ
か
、
坂
西
と
溝
口
は
事
前
に
承
知

し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
こ
の
会
合
で
東
方
絵
画
協
会
の
他
の
幹
事
の
承

認
を
得
て
正
式
に
成
立
し
た
。
こ
の
時
坂
西
は
、
借
入
作
品
鑑
査
の
た
め
に
専

門
家
の
同
行
を
希
望
し
た
。
ま
た
、
正
木
は
「
日
本
現
在
支
那
画
目
録
」
の
作

成
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が（

62
）、

こ
れ
は
後
述
す
る
「
支
那
古
書
画
現
在
目

録
作
成
事
業
」
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

　

同
月
二
十
八
日
、
正
木
・
坂
西
・
渡
辺
と
外
務
省
官
員
に
よ
る
会
合
が
あ
り
、

主
に
以
下
が
決
定
さ
れ
た
。
①
同
展
覧
会
は
、
表
面
上
は
東
方
絵
画
協
会
の
事

業
と
し
な
い
が
同
協
会
の
関
係
者
が
運
営
す
る
こ
と
、
②
委
員
会
は
日
本
に
置

く
が
日
中
の
関
係
者
を
賛
助
員
と
す
る
こ
と
、
③
会
期
は
十
一
月

0

0

0

二
十
日
頃
よ

り
約
三
週
間
と
す
る
こ
と
、
④
こ
の
機
会
に
中
国
に
あ
る
「
支
那
美
術
品
名
作

物
」
の
調
査
を
行
う
こ
と
、
で
あ
る（

63
）。

を
記
念
す
る
た
め
日
中
の
絵
画
の
粋
を
集
め
た
一
大
展
覧
会
を
東
京
府
美
術
館

で
開
催
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
汪
駐
日
公
使
の
賛
同
を
得
た
と
い
う
。
そ
れ
は

「
現
代
支
那
の
絵
画
は
も
と
よ
り
遠
く
文
化
さ
ん
然
た
る
唐
、
宋
、
元
、
明
時

代
の
絵
画
の
粋
中
の
粋
」
が
全
中
国
か
ら
、
日
本
で
は
通
常
の
絵
画
展
で
は
絶

対
に
見
ら
れ
な
い
国
宝
・
御
物
だ
け
で
な
く
民
間
の
隠
れ
た
名
作
が
集
め
ら
れ

る
。
そ
し
て
岡
部
の
談
話
と
し
て
、「
日
支
の
文
化
を
融
合
促
進
す
る
の
に
こ

れ
以
上
の
催
し
は
な
い
と
自
信
」
す
る
と
い
う（

57
）。

記
事
掲
載
の
翌
日
（
二
月
二

日
）、
岡
部
と
渡
辺
は
正
木
直
彦
を
訪
問
し
て
そ
の
展
覧
会
に
つ
い
て
協
議
し
、

美
術
館
を
「
帝
展
直
後
」
に
借
り
る
こ
と
を
決
定
し
た（

58
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
当
初
は
一
九
二
八
年
春
の
日
華
聯
合
絵
画
展
の
後
、
六
月
0

0

に

開
催
予
定
で
あ
っ
た
の
が
同
年
秋
に
ず
れ
込
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
「
唐
宋
元
明
」
展
の
内
容
と
日
程
の
正
式
な
決
定
は
、
一
九
二
八
年
三
月
、

東
方
絵
画
協
会
の
会
合
で
な
さ
れ
た
。
同
月
二
日
に
華
族
会
館
で
行
わ
れ
た
会

合
に
は
外
務
省
文
化
事
業
部
、
東
方
絵
画
協
会
の
幹
事
の
う
ち
正
木
・
横
山
・

川
合
・
下
村
・
結
城
・
渡
辺
の
ほ
か
、
東
京
帝
室
博
物
館
の
溝
口
禎
次
郎
、
東

京
美
術
学
校
文
庫
の
北
浦
大
介
、
当
時
貴
族
院
議
員
の
坂ば
ん

西ざ
い

利
八
郎（

（5
（

が
出
席
し

た（
（6
（

。

　

ま
ず
、
正
木
が
東
方
絵
画
協
会
北
京
本
部
の
内
紛
と
そ
の
調
停
が
失
敗
に
終

わ
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
上
で
、
本
年
は
日
華
聯
合
絵
画
展
を
中
止
し
、
別
に

「
唐
宋
元
明
等
ノ
古
名
画
」
を
収
集
し
て
「
十
月
0

0

中
旬（

61
）」

に
東
京
府
美
術
館
で

展
覧
会
を
行
い
た
い
。
ま
た
、
同
時
期
に
東
京
帝
室
博
物
館
で
も
帝
室
御
物
、
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そ
の
間
、
四
月
十
九
日
に
日
本
政
府
は
北
伐
に
対
す
る
居
留
民
保
護
を
理
由

に
山
東
出
兵
を
閣
議
決
定
し
て
い
た
。
五
月
三
日
、
省
都
の
済
南
で
日
本
の
出

兵
軍
と
国
民
革
命
軍
が
衝
突
し
た
（
済
南
事
件
）。
七
日
、
日
本
軍
は
国
民
革

命
軍
に
対
し
て
先
の
衝
突
に
関
す
る
時
限
付
き
の
要
求
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に

対
す
る
回
答
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
日
本
軍
は
八
日
に
済
南
城
総
攻
撃
を

開
始
し
、
十
一
日
に
占
領
し
た
。
国
民
政
府
は
部
隊
の
北
上
継
続
を
決
定
し
た
。

　

当
然
な
が
ら
坂
西
と
渡
辺
の
渡
航
は
延
期
さ
れ
た
が
、
早
く
も
五
月
十
四
日

に
は
外
務
省
で
正
木
・
坂
西
・
結
城
・
渡
辺
を
含
め
た
会
合
が
あ
り
、
二
十
六

日
に
坂
西
・
渡
辺
・
結
城
が
渡
航
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た（

66
）。

十
九
日
、
外
務

省
は
結
城
に
対
す
る
中
国
視
察
手
当
支
給
を
決
裁
し
た（

67
）。

ま
た
、
二
十
四
日
に

は
在
外
公
館
に
対
し
、
中
国
の
政
局
は
い
つ
鎮
静
す
る
か
見
込
み
が
つ
か
な
い

が
展
覧
会
の
準
備
に
は
す
ぐ
に
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
三
人
の

出
航
を
通
知
し
た（

68
）。

二
十
六
日
、
正
木
は
「
兵
馬
倥
偬
の
際
に
文
事
の
為
に
」

出
張
す
る
坂
西
・
結
城
・
渡
辺
の
三
人
を
見
送
っ
た（

69
）。

一
行
は
三
十
日
に
大
連（

70
）、

六
月
三
日
に
天
津
に
到
着
し
た（

71
）。

　

そ
の
間
、
張
作
霖
の
軍
隊
は
退
却
し
始
め
、
六
月
三
日
に
張
作
霖
自
身
が
北

京
を
退
去
し
た
。
四
日
、
周
知
の
よ
う
に
奉
天
へ
の
途
上
で
列
車
を
爆
破
さ
れ
、

後
日
張
作
霖
は
死
去
し
た
（
公
表
は
同
月
二
十
一
日
）。
八
日
、
国
民
革
命
軍
が

北
京
に
入
城
し
、
九
日
、
蔣
介
石
は
北
伐
が
完
成
し
て
任
務
を
終
え
た
と
し
て
、

国
民
革
命
軍
総
司
令
と
国
民
政
府
軍
事
委
員
会
主
席
を
辞
任
し
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
済
南
事
件
の
解
決
は
現
地
協
定
か
ら
外
交
交
渉
へ
と
移
行
す
る
こ
と
に
な

　

こ
の
よ
う
に
、「
唐
宋
元
明
」
展
は
第
一
に
、
当
初
日
華
聯
合
絵
画
展
と
ほ

ぼ
同
時
期
に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
後
者
が
延
期
さ
れ
た
た
め
に
単
独
で
行

わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
東
方
絵
画
協
会
を
名
義
上
の
主
催
者
と
し
な
か
っ
た

の
は
、
北
京
本
部
に
対
す
る
配
慮
の
結
果
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
そ
の
発
案
に

は
外
務
省
が
関
与
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
対
支
文
化
事
業
の
方
針
に
よ

り
東
方
絵
画
協
会
が
実
施
し
た
。
た
だ
し
、
後
述
の
「
支
那
古
書
画
現
在
目
録

作
成
事
業
」
と
同
時
並
行
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
正
木
を
中
心
と
し
た

東
方
絵
画
協
会
幹
事
と
外
務
省
と
の
間
で
発
案
さ
れ
た
と
見
る
方
が
妥
当
で
あ

る
。
第
三
に
、
中
国
の
「
新
画
」
展
以
上
に
「
古
画
」
展
の
方
が
有
益
と
考
え

た
日
本
人
画
家
に
支
持
さ
れ
て
実
現
に
至
っ
た
。
そ
れ
は
従
来
の
日
華
聯
合
絵

画
展
に
お
け
る
中
国
人
出
品
作
の
質
に
対
す
る
不
満
を
裏
付
け
る
と
同
時
に
、

現
代
絵
画
発
展
の
た
め
に
古
画
を
収
集
す
る
と
し
た
拡
張
計
画
を
踏
ま
え
た
も

の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
節
　
政
情
不
安
の
中
で
―
―
天
津
・
北
京
・
大
連
・
上
海

　

東
方
絵
画
協
会
で
「
唐
宋
元
明
」
展
に
関
す
る
具
体
的
な
方
針
が
決
定
さ
れ

た
直
後
の
四
月
七
日
、
中
国
で
は
国
民
革
命
軍
が
北
伐
を
再
開
し
た
。
二
十
二

日
、
外
務
省
は
在
外
公
館
に
対
し
て
従
来
の
新
画
展
を
延
期
し
て
古
画
展
を
開

催
す
る
旨
を
通
知
し
た（

64
）。

五
月
五
日
に
は
坂
西
と
渡
辺
に
対
し
て
中
国
視
察
手

当
支
給
を
決
裁
し
て
お
り（

65
）、

こ
の
時
点
で
は
二
人
が
渡
航
可
能
と
考
え
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
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験
者
か
、
宣
統
帝
（
溥
儀
）
と
そ
の
側
近
で
あ
る
（
表
1
）。
北
京
に
近
い
天
津

は
、
引
退
し
た
政
治
家
・
軍
人
・
官
僚
・
財
界
人
ら
の
溜
ま
り
場
で
あ
っ
た
と

い
わ
れ
る（

77
）。

　

滞
在
中
の
一
行
に
最
も
協
力
し
た
の
は
来
日
予
定
で
あ
っ
た
方
若
で
、
し
ば

し
ば
打
ち
合
わ
せ
に
参
加
し
た
。
ま
た
、
最
も
関
係
が
長
く
深
い
の
は
第
一
回

日
華
聯
合
絵
画
展
以
来
の
徐
世
昌
・
陳
宝
琛
・
宣
統
帝
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、

袁
克
定
は
袁
世
凱
の
長
子
で
、
曹
汝
霖
と
陸
宗
輿
は
か
つ
て
対
日
本
借
款
を
め

ぐ
る
五
・
四
運
動
で
失
脚
し
た
。
靳
雲
鵬
・
徐
世
昌
・
顔
恵
慶
・
段
祺
瑞
は
前

回
以
前
に
は
現
役
の
閣
僚
で
、
潘
復
・
沈
瑞
麟
・
姚
震
は
直
前
の
軍
政
府
の
閣

僚
で
あ
っ
た
。
梁
鴻
志
は
当
時
（
辞
表
を
提
出
し
た
）
東
方
文
化
事
業
総
委
員

会
委
員
で
あ
り
、
そ
の
出
品
内
容
に
つ
い
て
は
大
連
の
項
で
述
べ
る
。

　

渡
辺
に
よ
れ
ば
混
乱
の
巷
に
あ
る
の
で
か
え
っ
て
美
術
問
題
を
論
じ
て
も
一

人
の
反
対
者
も
な
く
、
む
し
ろ
「
清
涼
剤
」
と
し
て
皆
賛
成
し
交
渉
は
進
捗
し

た（
78
）。

ま
た
、
坂
西
は
奉
天
系
直
魯
軍
の
総
司
令
で
あ
っ
た
張
宗
昌
や
国
務
院
総

理
で
あ
っ
た
潘
復
の
相
談
に
応
じ
て
彼
ら
の
天
津
退
去
に
協
力
す
る
一
方
、
今

回
の
用
務
は
「
唐
宋
元
明
」
展
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た（

79
）。

　

他
方
、
宣
統
帝
は
第
三
回
日
華
聯
合
絵
画
展
直
後
の
一
九
二
四
年
十
一
月
に

政
変
に
よ
っ
て
北
京
を
追
放
さ
れ
た
後
、
天
津
の
日
本
租
界
に
住
ん
で
い
た
。

い
わ
ゆ
る
故
宮
文
物
は
ま
ず
北
京
政
府
の
「
清
室
善
後
委
員
会
」
の
管
理
下
に

置
か
れ
、
そ
の
後
一
九
二
五
年
十
月
以
降
「
故
宮
博
物
院
」
に
、
さ
ら
に
北
京

入
城
後
の
国
民
政
府
に
接
収
さ
れ
た（

80
）。

つ
ま
り
、
一
九
二
八
年
六
月
の
時
点
で

る
。
そ
し
て
五
月
中
旬
以
降
、
特
に
中
国
南
部
を
中
心
に
対
日
不
買
運
動
が
発

生
し
た（

72
）。

　

こ
の
よ
う
に
、「
唐
宋
元
明
」
展
へ
の
賛
助
・
出
品
交
渉
は
中
国
の
政
局
が

北
京
か
ら
南
京
へ
と
移
行
す
る
ま
さ
に
転
換
点
で
、
か
つ
済
南
事
件
に
よ
り
日

中
関
係
が
緊
迫
す
る
中
で
開
始
さ
れ
た（

73
）。

対
支
文
化
事
業
で
は
特
に
東
方
文
化

事
業
総
委
員
会
に
支
障
が
生
じ
た
が（

74
）、「

唐
宋
元
明
」
展
は
あ
く
ま
で
助
成
事

業
の
一
つ
で
あ
っ
て
同
委
員
会
の
直
接
の
管
理
下
に
は
な
か
っ
た
た
め
に
、
ひ

と
ま
ず
継
続
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
中
国
に
お
け
る
交
渉
は
五
月
末
か

ら
七
月
、
お
よ
び
九
月
下
旬
か
ら
十
一
月
上
旬
の
二
回
行
わ
れ
た
（
後
半
は
坂

西
と
渡
辺
の
二
人
だ
け
が
担
当
し
た
）。
一
行
は
特
に
天
津
・
北
京
・
大
連
・
上

海
を
中
心
に
、
都
市
ご
と
に
賛
助
・
出
品
者
を
固
め
て
い
っ
た
。

天
津

　

前
述
の
よ
う
に
一
行
は
六
月
三
日
に
天
津
に
到
着
し
た
が
、
す
で
に
北
京
間

の
鉄
道
は
不
通
で
あ
り
、
そ
こ
に
二
週
間
滞
在
し
た（

75
）。

天
津
は
第
一
回
日
華
聯

合
絵
画
展
の
開
催
地
の
一
つ
で
、
第
四
回
展
の
交
渉
の
際
に
も
渡
辺
が
訪
問
し

て
い
る
。
当
時
の
天
津
は
外
国
軍
の
警
備
と
奉
天
系
残
留
軍
の
駐
在
に
よ
り
平

静
で
あ
っ
た
と
い
う（

76
）。

　

天
津
在
住
の
「
唐
宋
元
明
」
展
中
国
人
関
係
者
は
、
最
大
五
十
六
人
確
認
さ

れ
る
。
そ
の
う
ち
賛
助
員
は
三
十
九
人
、
出
品
者
は
二
十
六
人
（
宣
統
帝
含
む
）

で
あ
っ
た
。
各
人
の
経
歴
に
よ
れ
ば
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
北
京
政
府
の
閣
僚
経
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名前 生年 経歴 出品（数） 賛助
来日

（予定
含む）

その他
日華聯合絵画展への関与

1 2 3 拡 4

袁克定 1878 袁世凱の長子 ●
王賢賓 不詳 ●
王克敏 1873 前財政部総長 ● ●
王揖唐 1877 前内務部総長（軍人） ● 訪問・宴会
蒯寿枢 前日本学生監督 ●（5） ● ●
郭宗熙 1878 京師図書館長等 ●（1） ●
郭則澐 1884 前僑務局総裁 ●（3） ● 宴会 ●
夏継泉 1883 山東塩運使 ●
顔恵慶 1877 前国務院総理 ● 訪問 ● ● ●
曲同豊 前航空署署長（軍人） ● 宴会
靳雲鵬 1877 前国務院総理（軍人） ●（10） ● 来訪・宴会 ●
厳修 1860 教育家 ●（2） 訪問

高凌霨 1870 前国務院総理 ●（3） ●
呉光新 1883 前陸軍部総長（軍人） ● 宴会
朱啓鈐 1872 中国造学社社長 ●（4） ● 訪問・宴会
徐世昌 1855 前大総統 ●（3） ● 訪問 ● ● ● ●
徐世章 1886 前幣制局総裁 ●（2） ● 訪問・宴会
沈瑞麟 1874 内務部総長 ●（7） ● 訪問・宴会 ● ● ●

宣統帝（溥儀） 1906 前清朝皇帝 ●（1） 訪問 ● ● ●
曽毓隽 前交通部総長 ● 宴会
曹汝霖 1877 前交通部総長 ●（4） ● 訪問・宴会
孫潤宇 1881 前法制局局長 ●（2） ●
段祺瑞 1865 前臨時執政（軍人） ● 訪問 ● ●
張孤 1875 前財政部総長 ●（3） ● ● 訪問・宴会

張国溶 1877 前評政院評事 ●（3）
張志潭 1875 前交通部総長 ●（6） ● ●
張文孚 不詳 ● 訪問
陳昌棨 不詳 ●（1）
陳宝琛 1848 宣統帝太傅 ●（8） ● 訪問・来訪・宴会 ● ● ●
鄭孝胥 1859 宣統帝の側近 ● 訪問・宴会 ●
丁士源 1879 天津中華匯業銀行経理 ●（1） ● 訪問・宴会
陶湘 1870 天津中国銀行経理等 ● 訪問・宴会

潘復 1870 国務院総理兼交通部総
長 ●（2） ● 訪問・宴会・贈答

方経 不詳 ●（2）
方若 1869 天津日々新聞社社長 ●（9） ● ● 訪問・来訪・宴会 ●
姚震 1885 大理院院長 ● 宴会 ●

余紹宋 1883 前司法部次長 ●
羅振玉 1866 宣統帝顧問 ●（6） ● 訪問・宴会
陸宗輿 1876 前幣制局総裁 ● 訪問・宴会 ●
李思浩 1882 前財政部総長 ● 宴会
李孺 不詳 ●

李盛鐸 1858 前農商部総長 ●
梁啓超 1873 前財政部総長 ● ●
梁鴻志 1882 前臨時執政府秘書長 ●（1） ● ● 宴会
劉驤業 1890 陳宝琛の娘婿 ●（2） ● ● 来訪・宴会・協議 ● ●

表 1　中国人関係者（天津）

凡例
1：�以下、表 4 までは「唐宋元明」展の中国人関係者のうち、出品・賛助・来日いずれかの実績のある者のみをその都

市ごとに記載した（南京は省略）。交渉記録のある都市を優先したので、出品や来日は別都市の場合がある。
2：�「その他」とは、出品・賛助・来日以外の関与を示す。訪問＝日本人交渉者の側から。来訪＝中国人関係者の側から。

宴会＝日本人交渉者の関係する宴会に出席。
3：�「日華聯合絵画展への関与」では、各回の該当者を記載した（出品・賛助・来日、その他のいずれか。ただし上記

1 に該当しない者は未掲載）。拡＝ 1925 年の拡張計画交渉。
4：�外務省記録以外の参考文献は以下の通り。趙爾巽等撰『清史稿』巻 219（列伝 6 諸王 5）、巻 221（列伝 8 諸王 7）、

中華書局、1977 年。橋川時雄編『中国文化界人物總鑑』（中華法令編印館 1940 年刊の複製）名著普及会、1982 年。
郭卿友主編『中華民国時期軍政職官誌』甘粛人民出版社、1990 年。陳玉堂編著『中国近現代人物名号大辞典』（全
編増訂本）浙江古籍出版社、2005 年。
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行
し
た
り
し
て
い
る
（
劉
は
天
津
か
ら
来
日
）。
東
方
絵
画
協
会
北
京
本
部
の
内

紛
の
要
因
と
な
っ
た
周
肇
祥
は
、
北
京
在
住
中
国
人
の
中
で
（
故
金
紹
城
を
除

け
ば
）
日
華
聯
合
絵
画
展
と
最
も
関
係
が
長
く
か
つ
深
か
っ
た
。
今
回
も
一
行

の
訪
問
を
受
け
、
一
行
の
た
め
に
宴
会
を
開
き
、
賛
助
員
に
も
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
一
行
の
北
京
滞
在
中
の
六
月
二
十
三
日
に
古
画
展
反
対
の
印
刷

物
が
配
布
さ
れ
、
別
途
新
聞
へ
の
投
書
も
あ
っ
た（

87
）。

そ
し
て
こ
の
反
対
運
動
の

首
謀
者
を
、
渡
辺
は
周
肇
祥
と
そ
の
周
辺
と
認
識
し
て
い
た（

88
）。

他
方
、
前
述
の

東
方
文
化
事
業
総
委
員
会
委
員
の
う
ち
、
委
員
長
の
柯
劭
忞
の
ほ
か
、
王
式
通

と
江
庸
は
賛
助
員
と
な
っ
た
。

　

そ
の
他
、
全
中
国
人
出
品
者
の
中
で
最
も
点
数
の
多
い
関
冕
鈞
も
日
華
聯
合

絵
画
展
の
関
係
者
で
あ
り
、
特
に
第
三
回
展
で
訪
中
し
た
際
に
日
本
人
画
家
一

行
は
す
で
に
そ
の
所
蔵
品
を
観
賞
し
て
い
た（

89
）。

閣
僚
経
験
者
の
う
ち
貢
桑
諾
爾

布
（
グ
ン
サ
ン
ノ
ル
ブ
）
は
、
内
モ
ン
ゴ
ル
の
有
力
者
で
あ
っ
た
（
天
津
か
ら

出
品（

90
））。

軍
人
の
う
ち
閻
錫
山
は
北
京
入
り
し
た
国
民
革
命
軍
の
最
有
力
者
の

一
人
で
、
彼
と
は
坂
西
が
面
会
し
て
い
る（

91
）。

画
家
は
、
故
金
紹
城
の
親
族
か
そ

の
門
下
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
一
行
は
国
民
政
府
関
係
者
と
も
接
触
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
は

国
民
政
府
が
中
国
の
正
統
政
府
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
故
宮
文
物
を
接
収
し

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
政
府
が
安
定
し
て
か
ら
公
使
館
を
通
じ
て

そ
の
出
品
交
渉
が
行
わ
れ
る
見
込
み
で
あ
っ
た（

92
）。

宣
統
帝
の
所
蔵
品
と
は
、
そ
の
私
有
財
産
の
み
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一

行
は
六
月
十
七
日
に
彼
を
訪
問
し
て
出
品
と
賛
助
を
依
頼
し
た（

81
）。

側
近
の
陳
宝

琛
は
後
述
す
る
北
京
で
の
反
対
運
動
を
批
判
し
、
外
面
を
憚
る
た
め
宣
統
帝
と

自
分
の
名
義
は
伏
せ
る
が
出
品
す
る
と
約
束
し
た（

82
）。

　

そ
の
後
、
渡
辺
は
十
月
に
再
度
天
津
に
滞
在
し
た
際
に
、
汪
駐
日
公
使
の
助

言
に
従
い
、
宣
統
帝
に
孔
雀
の
画
を
贈
呈
し
て
再
度
出
品
を
依
頼
し
た
よ
う
で

あ
る（

83
）。

陳
宝
琛
の
言
葉
通
り
、
こ
の
「
唐
宋
元
明
」
展
で
は
外
部
資
料
に
出
品

者
と
し
て
宣
統
帝
の
名
前
が
明
記
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
十
一
月

初
め
に
は
そ
の
出
品
が
決
定
し（

84
）、

後
述
の
よ
う
に
確
か
に
出
品
さ
れ
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。

北
京

　

六
月
十
七
日
以
降
天
津
・
北
京
間
の
鉄
道
が
運
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

十
八
日
に
一
行
は
北
京
に
到
着
し
た（

85
）。

北
京
で
は
同
月
八
日
に
国
民
革
命
軍
の

う
ち
山
西
軍
が
入
城
し
た
後
、
十
二
日
に
戒
厳
状
態
が
解
除
さ
れ
て
い
た（

86
）。

　

北
京
在
住
中
国
人
の
「
唐
宋
元
明
」
展
関
係
者
は
、
最
大
八
十
四
人
確
認
さ

れ
る
。
そ
の
う
ち
賛
助
員
は
三
十
二
人
、
出
品
者
は
二
十
五
人
で
あ
っ
た
（
表

2
）。
各
人
の
経
歴
に
よ
れ
ば
、
そ
の
多
く
は
北
京
政
府
の
閣
僚
経
験
者
ま
た

は
官
吏
（
軍
人
含
む
）、
学
者
、
画
家
で
あ
る
。

　

滞
在
中
の
一
行
に
最
も
協
力
し
た
の
は
来
日
者
で
も
あ
っ
た
金
開
藩
・
劉
驤

業
・
闞
鐸
で
、
打
ち
合
わ
せ
に
参
加
し
た
り
、
一
行
の
賛
助
・
出
品
交
渉
に
同
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名前 生年 経歴 出品（数） 賛助
来日（予
定含む）

その他
日華聯合絵画展への関与

1 2 3 拡 4
易培基 1880 前教育部総長 ●
閻錫山 1883 山西都督・国民革命軍（軍人） ● 訪問
袁励準 1875 輔仁大学教授 ●（9） ● 訪問・宴会 ●
汪栄宝 1878 駐日中華民国公使 ●（1） ● ● ●
王衡永 不詳 ●（6）
王衡桂 画家 ●（1） 訪問・来訪・宴会 ● ●

王式通 1864
故宮博物院管理委員会委員長・東
方文化事業総委員会委員

●

王士珍 1861 前陸軍部総長（軍人） ● 訪問
王樹楠 1852 萃升書院主講 ●
汪大燮 1859 前国務院総理兼財政部総長 ● 訪問・来訪 ● ●
汪伯唐 不詳 ●（1）
郭葆昌 1879 故宮博物院委員 ●（8） ● 訪問・来訪・宴会
柯鴻年 1867 不詳 ●（1）

柯劭忞 1850
北京大学国学門教授・東方文化事
業総委員会委員長

● ●

闞鐸 前司法部総務庁長 ● ● 来訪・宴会・協議
関冕鈞 1870 山西塩運使 ●（33） ● ● 訪問・宴会 ● ● ●
熙鈺 蒙古人 ●（4） ● ● 訪問・宴会 ●
耆齢 満州人・前清室善後委員会委員 ●（1）

金開華 故金紹城の子 ●（1）
金開藩 1895 故金紹城の子 ●（6） ● ● 来訪・宴会・協議 ●
金紹基 1886 故金紹城の弟 ●（1） 訪問・来訪
金紹堂 故金紹城の弟 ●（1）

貢桑諾爾布 1865 蒙古人・蒙蔵院総裁 ●（4） ● 訪問・宴会 ● ● ●
恵均 1902 画家 ●（1） 来訪・宴会・協議 ● ●

顧維鈞 1888 前国務院総理兼外交部総長 ● 訪問 ●
胡惟徳 1863 前内務部総長 ● 訪問 ● ● ●
江瀚 1853 京師大学校長 ●（1） ●

黄峙青 不詳 ●（8）
江庸 1878 東方文化事業総委員会委員 ● 訪問・宴会 ● ●
三多 1875 蒙古人・前将軍府際威将軍（軍人） ● 訪問・来訪・宴会 ●

周肇祥 1880 画家・北京古物陳列所所長 ● 訪問・宴会 ● ● ● ● ●
朱益藩 1861 宣統帝の漢文の師 ●（6） ● 訪問・宴会 ● ● ●
朱廷昱 不詳 ●
朱文鈞 1882 蔵書家 ● 訪問・宴会
蔣作賓 1884 前参謀本部次長（軍人） ●
邵福瀛 不詳 ●（2） ● 訪問
蕭方駿 1870 財政部参事等 ●（2）
徐慧 画家 ●（1） ● ●

沈兼士 1885 北京大学教授 ● 宴会
荘蘊寛 1866 前審計院院長 ● 訪問 ● ●
卓定謀 1886 前中国実業銀行経理 ● 訪問 ●
陳垣 1880 北京大学国学門教授 ●

丁澄如 不詳 ●（2）
馬衡 1881 古物保管会北平分会主任 ● 来訪・宴会

馮公度 不詳 ●（3）
宝熙 1871 満州人・参政院参政等 ● 訪問・来訪・宴会 ●

熊希齢 1870
前国務院総理・前東方文化事業総
委員会委員

● 訪問・来訪・宴会 ● ●

楊恒 不詳 ●（1）
楊寿枢 参政院参政 ●（3） 訪問・宴会

表 2　中国人関係者（北京）
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大
連
・
青
島

　

七
月
十
日
、
一
行
は
大
連
に
到
着
し
た
（
十

月
に
も
再
度
訪
問（

93
））。

そ
の
二
日
前
、
国
民
政
府

は
諸
外
国
に
対
し
、
不
平
等
条
約
廃
棄
と
新
条

約
締
結
宣
言
を
行
っ
た（

94
）。

　

大
連
は
こ
れ
ま
で
日
華
聯
合
絵
画
展
の
開
催

地
に
な
っ
た
こ
と
は
な
く
、
前
歴
の
あ
る
関
係

者
は
い
な
い（
表
3
）。
た
だ
し
天
津
の
蒯
寿

枢
・
潘
復
・
梁
鴻
志
は
実
際
に
は
大
連
か
ら
発

送
し
た
。
特
に
、
梁
鴻
志
は
大
連
で
閻
立
本
筆

歴
代
帝
王
図
巻（
図
1
）の
出
品
を
約
束
し（

95
）、

こ

れ
は
後
述
の
よ
う
に
「
唐
宋
元
明
」
展
で
最
も

注
目
さ
れ
る
作
品
の
一
つ
と
な
る
。
そ
の
他
の

出
品
者
は
、
清
朝
宗
室（

96
）と

閣
僚
経
験
者
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
出
品
や
賛
助
は
し
て
い
な
い
も
の

の
訪
問
や
宴
会
で
関
わ
っ
た
人
物
に
は
軍
人
が

多
く
見
ら
れ
、
坂
西
の
知
己
と
推
測
さ
れ
る
。

　

七
月
十
五
日
、
一
行
は
青
島
に
到
着
し
た
が
、

全
体
と
し
て
は
出
品
す
る
ほ
ど
の
名
品
は
な

か
っ
た
。
た
だ
し
例
外
は
殷
同
所
蔵
の
沈
銓
筆

花
鳥
図
（
図
2
）
で
、
そ
れ
は
渡
辺
自
身
の
嗜

↑図 1　唐閻立本筆歴代帝王図巻（梁鴻志蔵）／『唐宋元明名画大観』掲載

名前 生年 経歴 出品（数） 賛助 来日 その他

大連

恭親王 清宣宗（道光帝）第六子恭忠親王奕訢の末裔 ●（2） 訪問

肅親王 清太宗第一子肅武親王豪格の末裔善耆の後継 ●（1） 訪問・来訪

張英華 1886 前財政部総長 ●（2） 出品

李文権 前東京高等商業学校教師 ● 訪問・来訪・宴会

青島 殷同 1890 不詳 ●（1） 訪問・宴会

表 3　中国人関係者（大連・青島）

←
図 2　清沈銓筆花鳥図（殷同蔵）／『唐宋元明名画大観』掲載
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好
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
唯
一
の
例
で
も
あ
る
。
今
回
の
出
品
作
の
ほ
と
ん
ど

に
つ
い
て
、
渡
辺
は
「
名
品
」
な
ど
の
決
ま
り
文
句
で
評
し
て
い
る
。
し
か
し

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
「
頗
る
努
力
の
密
画
に
て
大
に
感
歎
」
し
、
出
発
の
当

日
に
も
「
観
賞
去
る
不あ
た
は
ず能

」、
よ
う
や
く
上
海
行
き
の
船
に
乗
り
込
ん
だ
ほ
ど

で
あ
っ
た（

97
）。

後
述
の
よ
う
に
「
唐
宋
元
明
」
展
で
は
清
代
の
画
は
参
考
品
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
文
人
画
か
郎
世
寧
の
画
で
あ
っ
た
。
こ
の
出
品
は
や
や
異
例

で
あ
り
、
自
身
も
密
画
の
花
鳥
画
家
で
あ
っ
た
渡
辺
の
意
向
が
働
い
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

上
海

　

七
月
十
九
日
、
坂
西
と
渡
辺
は
上
海
に
到
着
し
た
が
、
当
時
の
上
海
は
対
日

不
買
運
動
が
最
も
盛
ん
で
あ
っ
た（

98
）。

そ
れ
に
先
立
つ
同
月
十
日
に
日
本
政
府
は

済
南
事
件
の
解
決
条
件
案
を
閣
議
決
定
し
、
十
八
日
に
在
上
海
矢
田
七
太
郎
総

領
事
は
国
民
政
府
の
王
正
廷
外
交
部
長
と
の
交
渉
を
開
始
し
て
い
た
。

　

上
海
在
住
中
国
人
の
「
唐
宋
元
明
」
展
関
係
者
は
、
最
大
四
十
七
人
確
認
さ

れ
る
。
そ
の
う
ち
出
品
者
は
二
十
人
、
賛
助
員
は
十
四
人
で
あ
っ
た
（
表
4
）。

各
人
の
経
歴
に
よ
れ
ば
そ
の
多
く
は
画
家
ま
た
は
実
業
家
で
、
特
に
画
家
は
日

華
聯
合
絵
画
展
に
出
品
歴
が
あ
っ
た
。

　

滞
在
中
の
一
行
に
最
も
協
力
し
た
の
は
王
一
亭
と
葉
恭
綽
で
あ
る
。
王
は
言

う
ま
で
も
な
く
第
一
回
日
華
聯
合
絵
画
展
以
来
の
常
連
で
あ
っ
た
。
葉
に
つ
い

て
前
回
展
以
前
の
関
係
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
上
海
在
住
の
関
係
者
の
中
で
は

名前 生年 経歴 出品（数） 賛助 来日 その他 日華聯合絵画展への関与

1 2 3 拡 4
王一亭 1867 実業家・画家 ●（16） ● ● 訪問・宴会 ● ● ● ● ●
王傅燾 王一亭の子 ●（2） ● 協議・宴会 ●
哈少甫 不詳 ●（4） ●
黄植 不詳 ●（7）

呉仲熊 1899 画家 ●（2） ● 訪問・宴会 ● ●
呉東邁 不詳 ●（2） ●
顧麟士 1865 画家 ●（9） ● ● ● ● ●
蔡実寛 不詳 ●（6） ●
周湘雲 1878 実業家 ●（4） ● 訪問・宴会 ●
葉恭綽 1881 前交通部総長 ●（1） ● 協議・訪問・宴会
曽熙 1861 画家 ●（7） ●

孫多禔 不詳 ●（1）
趙時棡 1874 ●（7） 訪問・協議 ● ●
趙叔孺 不詳 ● 宴会 ●
狄景明 不詳 ●（2）
狄葆賢 1873 前時報社社長 ●（17） ● ● 宴会
龐元済 1864 実業家 ●（10） ● ● ● ● ●
濮一乗

（伯欣） 「仏学叢報」主筆 ●（1）

姚虞琴 1867 湖南銀行漢口分行襄理 ●（4） ● 宴会 ●
李宣龔 1876 商務印書館経理 ●（4） ● 来訪・宴会
李祖慶 不詳 ●（8） ●

表 4　中国人関係者（上海）
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第
三
節
　
国
民
政
府
の
承
認
―
―
南
京

　

九
月
十
八
日
、
外
務
省
は
在
南
京
領
事
館
に
対
し
「
唐
宋
元
明
」
展
に
関
連

し
て
坂
西
と
渡
辺
が
訪
中
す
る
こ
と
、
国
民
政
府
の
承
認
と
賛
同
を
得
て
で
き

れ
ば
「
北
京
宮
殿
所
蔵
品
」
か
ら
出
品
し
て
も
ら
い
た
い
こ
と
を
通
知
し
た（

100
）。

そ
の
数
日
前
、
日
本
政
府
は
国
民
政
府
に
お
け
る
五
院
制
の
確
立
と
蔣
介
石
の

行
政
院
院
長
就
任
内
定
の
情
報
を
得
て
い
た（

101
）。

　

坂
西
は
上
海
を
経
て
同
月
二
十
三
日
に
南
京
に
到
着
し
、
二
十
六
日
ま
で
滞

在
し
た
。
そ
の
間
在
南
京
岡
本
領
事
の
斡
旋
に
よ
り
、
蔣
介
石
の
ほ
か
、
譚
廷

闓
（
国
民
政
府
委
員
会
議
主
席
）、
王
正
廷
（
外
交
部
長
）、
薛
篤
弼
（
内
務
部
長
）、

李
烈
鈞
（
国
民
政
府
常
務
委
員
）、
李
石
曽
（
中
央
教
育
行
政
委
員
会
委
員
）
ら
と

会
見
し
た
が
、
彼
ら
は
い
ず
れ
も
東
洋
文
化
の
た
め
美
挙
と
し
て
賛
意
を
表
明

し
た
と
い
う（

102
）。

　

他
方
、
渡
辺
は
九
月
二
十
五
日
に
上
海
に
到
着
し
た
。
直
ち
に
王
一
亭
ら
を

訪
問
し
た
が
い
ず
れ
も
国
民
政
府
に
遠
慮
し
て
い
た
と
い
う
。
坂
西
が
政
府
要

人
を
訪
問
し
て
賛
助
を
得
た
後
、
渡
辺
は
王
一
亭
を
通
じ
て
自
筆
の
孔
雀
の
大

幅
（
図
3 （

103
））

を
蔣
介
石
・
宋
美
齢
夫
妻
に
贈
呈
し
た
。
蔣
は
そ
の
孔
雀
は
九
徳

を
具
備
す
る
鳥
の
王
、
石
は
寿
、
牡
丹
は
富
貴
を
意
味
す
る
の
で
、
国
民
政
府

主
席
で
あ
る
今
の
自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
と
大
い
に
喜
び
、
ま
た
宋
も
女
性
に
関

す
る
古
事
（
雀
屏
中
選
）
に
見
合
う
と
い
っ
て
喜
ん
だ
。
そ
の
後
、
出
品
者
も

積
極
的
に
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う（

104
）。

唯
一
の
閣
僚
経
験
者
で
あ
る
。
二
人
は
、
特
に
当
時
不
在
で
あ
っ
た
顧
麟
士
と

龐
元
済
の
出
品
に
つ
い
て
口
添
え
を
行
っ
た
（
そ
し
て
出
品
さ
れ
た（

99
））。

ま
た
、

一
行
は
出
品
者
の
う
ち
王
一
亭
・
呉
仲
熊
・
周
湘
雲
・
狄
葆
賢
・
李
宣
龔
の
所

蔵
品
を
実
見
し
て
お
り
、
出
品
内
容
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
上
海
で
は
「
唐
宋
元
明
」
展
の
出
品
・
賛
助
交
渉
に
関
し

て
は
一
見
順
調
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
実
業
家
を
含
む
関
係
者
が
、
地
元
の
対

日
不
買
運
動
（
と
そ
れ
に
よ
る
日
本
人
業
者
の
困
窮
）
に
関
し
て
無
知
で
あ
っ
た

と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
も
矢
田
と
王
と
の
済
南
事
件
解
決
交
渉
は
、
交
渉

の
開
催
地
を
め
ぐ
っ
て
対
立
し
て
一
向
に
進
展
し
な
か
っ
た
。
こ
の
時
点
で

は
坂
西
と
渡
辺
は
国
民
政
府
へ
の
働
き
か
け
を
行
わ
ず
、
七
月
末
に
一
旦
帰

国
し
た
。

図 3　‌�［渡辺晨畝筆双孔雀牡丹木蓮石図］（蔣介石
国民政府主席収蔵）／『永好留真』掲載
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こ
の
よ
う
に
、
坂
西
・
渡
辺
と
国
民
政
府
と
の
直
接
交
渉
の
結
果
、
最
終
的

に
「
唐
宋
元
明
」
展
は
開
催
に
至
っ
た
。
同
展
の
主
催
者
と
し
て
は
、
従
来
の

日
華
聯
合
絵
画
展
同
様
に
当
時
の
政
府
首
脳
に
対
す
る
挨
拶
だ
け
で
な
く
、
接

収
さ
れ
た
故
宮
文
物
の
出
品
を
依
頼
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま
た
日
本
政
府
と

し
て
は
、
新
体
制
下
の
国
民
政
府
を
支
持
す
る
と
い
う
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

込
め
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

110
）。

し
た
が
っ
て
国
民
政
府
も
ま
た
、

済
南
事
件
を
一
時
棚
上
げ
し
て
そ
れ
に
応
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
事
件
の
解

決
交
渉
が
矢
田
と
再
び
外
交
部
長
と
な
っ
た
王
と
の
間
で
本
格
化
す
る
の
は
、

こ
の
後
十
月
半
ば
以
降
で
あ
る
。

　

上
海
を
離
れ
る
前
に
渡
辺
は
、
一
時
は
国
交
問
題
と
周
一
派
の
妨
害
に
よ
っ

て
非
常
に
心
痛
、
悲
観
し
た
が
、
難
関
を
切
り
抜
け
た
の
で
必
ず
成
功
す
る
と

確
信
し
た
。
そ
れ
で
も
こ
の
古
画
展
は
「
容
易
な
ら
ぬ
骨
の
折
れ
る
仕
事
」
で

再
度
の
開
催
は
望
み
少
な
く
、「
東
方
文
化
の
一
大
事
業
」
と
し
て
十
二
分
の

尽
力
を
得
て
有
終
の
美
果
を
収
め
さ
せ
て
ほ
し
い
と
述
べ
た（

111
）。

な
お
、
故
宮
文

物
は
結
果
と
し
て
出
品
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

渡
辺
は
過
去
の
日
華
聯
合
絵
画
展
の
際
も
、
北
京
政
府
の
閣
僚
経
験
者
や
宣

統
帝
と
贈
答
し
て
い
た（

105
）。

今
回
も
九
月
半
ば
の
時
点
で
日
本
政
府
が
入
手
し
た

人
事
情
報
に
基
づ
き
、
当
初
は
次
期
行
政
院
（
国
民
政
府
の
最
高
行
政
機
関
）
院

長
と
し
て
の
蔣
に
対
し
て
画
を
用
意
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
宋
美
齢
と
の
結
婚

に
つ
い
て
は
前
年
蔣
介
石
が
日
本
に
滞
在
し
た
際
盛
ん
に
報
道
さ
れ
て
い
た
の

で（
106
）、

渡
辺
は
夫
妻
へ
の
贈
り
物
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

坂
西
と
渡
辺
が
上
海
お
よ
び
南
京
に
滞
在
し
「
唐
宋
元
明
」
展
へ
の
賛
助
を

依
頼
し
た
こ
の
九
月
末
か
ら
十
月
初
旬
は
、
国
民
政
府
に
と
っ
て
非
常
に
重
要

な
時
期
で
あ
っ
た
。
八
月
に
国
民
党
は
孫
文
の
遺
志
に
基
づ
く
五
院
制
を
行
う

こ
と
を
議
決
し
、
九
月
二
十
五
日
に
「
中
華
民
国
国
民
政
府
五
院
組
織
法
」
を

起
草
、
二
十
六
日
に
そ
の
審
議
委
員
会
を
結
成
、
十
月
三
日
に
中
央
政
治
会
議

で
可
決
さ
れ
た
。
法
律
の
公
布
と
蔣
介
石
の
国
民
政
府
主
席
就
任
は
同
月
八
日

で
あ
っ
た（

107
）。

し
た
が
っ
て
王
一
亭
に
よ
る
贈
呈
は
ま
さ
に
法
律
の
起
草
か
審
議

の
最
中
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
り
、
蔣
介
石
の
国
民
政
府
主
席
就
任
が
そ
の
時

ま
で
に
内
定
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
国
民
政
府
承
諾
の
報
道
が
あ
っ
た（

108
）

九
月
二
十
七
日
付
で

唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
会
長
（
近
衛
文
麿
）
よ
り
申
請
書
が
提
出
さ
れ
、
外

務
省
は
在
上
海
総
領
事
か
ら
の
電
報
を
受
け
た
二
十
八
日
付
で
同
展
に
対
す

る
補
給
（
助
成
費
一
万
二
千
円
）
を
起
案
し
、
十
月
一
日
に
決
裁
し
た（

109
）。

そ

し
て
蔣
介
石
・
王
正
廷
・
李
石
曽
の
三
名
が
南
京
の
賛
助
員
と
し
て
記
載
さ

れ
た
。
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中
国
人
と
も
に
Ａ
の
掲
載
点
数
の
方
が
Ｂ
よ
り
も
多
い
が
、
Ｂ
の
み
に
掲
載
さ

れ
る
作
品
も
あ
る
。
Ｃ
も
「
外
務
省
記
録
」
に
含
ま
れ
る
も
の
で
図
版
は
な
く
、

中
国
人
出
品
に
関
し
て
の
み
都
市
ご
と
に
作
成
さ
れ
て
い
る（

113
）。

さ
ら
に
、
当
時

の
在
外
公
館
か
ら
の
電
報
に
は
そ
れ
ぞ
れ
が
担
当
し
た
実
際
の
発
送
点
数
と
来

日
者
の
携
帯
点
数
に
関
す
る
情
報
が
含
ま
れ
、
総
合
す
る
と
中
国
人
の
出
品
点

数
が
約
三
五
〇
点
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
中
国
人
出
品
に
関

す
る
限
り
、
Ｃ
が
最
も
実
態
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。
日
本
人
出
品
に
関
し
て

は
Ｃ
に
相
当
す
る
資
料
が
確
認
さ
れ
な
い
た
め
、
今
回
は
Ａ
Ｂ
の
み
を
使
用
し

た
。
な
お
、
出
品
者
に
は
中
国
在
住
日
本
人
や
日
本
在
住
外
国
人
と
判
明
す
る

者
も
若
干
含
ま
れ
る
が
、
比
較
の
趣
旨
を
明
確
に
す
る
た
め
に
今
回
は
中
国
在

住
中
国
人
と
日
本
在
住
日
本
人
の
み
を
分
析
の
対
象
と
し
た（
た
だ
し
、
汪
栄
宝

駐
日
中
国
公
使
は
中
国
人
の
方
に
含
め
た
）。
そ
の
結
果
か
ら
、
推
定
さ
れ
る
出

品
数
を
中
国
人
三
二
五
点
、
日
本
人
二
九
〇
点
、
全
六
一
五
点
と
し
た
（
表
5
）。

　

以
上
に
基
づ
き
、
伝
称
を
含
む
作
品
の
制
作
年
代
に
つ
い
て
見
る
と
（
表
6
）、

明
代
が
最
も
多
く
四
十
四
％
を
占
め
る
。
次
い
で
宋
代
二
十
三
％
、
元
代

二
十
二
％
と
続
き
、
以
上
の
三
代
を
合
わ
せ
て
全
体
の
九
割
近
く
に
上
る
。
さ

ら
に
清
代
四
％
、
五
代
三
％
、
唐
代
三
％
で
あ
る
。

　

以
下
、
各
時
代
の
日
中
出
品
の
傾
向
を
見
る
。
唐
代
と
五
代
で
は
中
国
人
と

日
本
人
の
出
品
は
ほ
ぼ
同
数
で
あ
り
、
特
に
日
本
人
出
品
で
は
古
寺
や
旧
大
名

家
に
よ
る
古
渡
の
出
品
と
、
個
人
に
よ
る
新
来
の
出
品
が
混
在
す
る
。

　

宋
代
で
は
、
北
宋
時
代
に
関
し
て
は
中
国
と
日
本
の
出
品
は
ほ
ぼ
同
数
で
、

第
三
章
　
出
品
内
容

第
一
節
　
概
要

　

今
回
、「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
」
の
出
品
内
容
を
再
構
成
す
る
た
め
に
主

に
使
用
し
た
資
料
は
次
の
三
種
類
で
あ
る
。

　

Ａ　
『
唐
宋
元
明
名
画
大
観
』

Ｂ　

�「
自
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
四
日
至
昭
和
三
年
十
二
月
十
六
日　

於

東
京
府
美
術
館　

支
那
古
名
画
展
覧
仮
目
録　

唐
宋
元
明
名
画
展
覧

会
」（
略
称
「
仮
目
録
」）

Ｃ　
「
出
品
明
細
表
」

　　

Ａ
は
展
覧
会
終
了
後
の
一
九
二
九
年
一
月
、
二
月
、
六
月
に
刊
行
さ
れ
た
も

の
で
図
版
が
あ
る
。
本
論
で
使
用
し
た
の
は
一
月
版
で
あ
る
（
詳
細
は
後
述
）。

Ｂ
は
「
外
務
省
記
録
」
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
図
版
は
な
い
。
末
尾
に
「
右
は

開
会
前
日
迄
に
到
達
し
た
る
も
の
」
で
「
出
品
を
予
約
せ
ら
れ
た
る
も
の
に
し

て
未
着
の
名
品
少
な
か
ら
ず
」
と
あ
る（

112
）。

ま
た
、
東
京
帝
室
博
物
館
展
示
分

（
御
物
お
よ
び
古
寺
の
出
品
）は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。推
定
さ
れ
る
全
出
品
数
と

比
較
す
る
と
、
Ａ
Ｂ
と
も
に
日
本
人
出
品
の
掲
載
率
が
高
い
。
ま
た
日
本
人
・



162

表 5　出品数の算出

出典 A.『唐宋元明名画大観』B.「仮目録」 C.「出品明細表」 推定出品数
（重複分を相殺）

中国人出品 161 170 301 325

日本人出品 237 251 ― 290

合計 398 421 301 615

表 6　出品内容内訳

時代 伝称作者分類 中国 日本 総計

元

文人 46 21 67
画人 6 17 23
画人（院体） 6 7 13
不明 7 2 9
宗室 8 8
道士 6 6
画人（文人） 3 1 4
僧 3 3
宗室・文人 1 1

元　集計 83 51 134

明

文人 68 55 123
画人（文人） 18 14 32
画人（院体） 13 13 26
不明 19 5 24
画人（画院） 10 14 24
画人（浙派） 3 16 19
画人 6 4 10
不詳 5 5
僧 3 3
文人（院体） 3 3
道士（文人） 1 1
皇帝 1 1

明　集計 141 130 271

清

僧 4 5 9
画人（文人） 7 1 8
画人（院体） 5 1 6
文人 2 2
道士（文人） 1 1

清　集計 18 8 26
不明 不明 4 4
不明　集計 4 4

総計 325 290 615

時代 伝称作者分類 中国 日本 総計

北魏 不明 1 1
北魏　集計 1 1
北斉 不明 1 1
北斉　集計 1 1

唐
画人 8 3 11
不明 2 4 6

唐　集計 10 7 17

五代

画人 6 3 9
僧 1 2 3
不明 2 2
画人（画院） 2 2
画人（文人） 1 1

五代　集計 7 10 17

宋

画人（画院） 19 34 53
不明 14 10 24
画人（北宋） 11 9 20
僧 1 12 13
文人（北宋） 5 2 7
宗室 2 3 5
皇帝（北宋） 1 4 5
画人 2 1 3
不詳 1 2 3
宗室（北宋） 1 2 3
文人 2 2
画人（文人） 1 1
画人（院体） 1 1
皇帝 1 1
刻工 1 1

宋　集計 60 82 142
遼 不明 1 1
遼　集計 1 1
金 文人 1 1
金　集計 1 1

凡例
1：�以下は、表 5 の推定出品数に相当する全 615 点の内訳を時代と伝称作者の分類順に示したものである。作者の分類は、

主に兪剣華編『中国美術家人名辞典』（修訂本、上海人民美術出版社、2006 年）を参照して筆者が行った。
2：�作者分類の用語法は次の通り。不明＝作品の作者名が不明。不詳＝作者の経歴が不詳。（北宋）＝北宋時代。画人（画

院）＝画院または宮廷に属した画人。画人（文人）＝文人画を描いた画人。画人（院体）＝画院に属さず、院体画
を描いた画人。画人（浙派）＝「浙派」（明代山水画の流派の一つ）と称される画人。文人（院体）＝院体画を描い
た文人。
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濤
）
に
つ
い
て
は
日
本
人
出
品
が
若
干
多
く
、
文
人
画
を
描
い
た
龔
賢
に
つ
い

て
は
ほ
と
ん
ど
中
国
人
の
出
品
、
そ
し
て
院
体
画
を
描
い
た
郎
世
寧
に
つ
い
て

は
す
べ
て
中
国
人
の
出
品
で
あ
っ
た
。

第
二
節
　
中
国
人
の
出
品

　

中
国
人
の
出
品
は
、都
市
別
に
見
る
と
上
海
三
十
五
％
、北
京
三
十
二
％
、
天

津
二
十
九
％
で
あ
り
、こ
の
三
都
市
が
ほ
ぼ
同
数
ず
つ
で
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。

　

特
に
宋
代
～
明
代
の
作
品
に
つ
い
て
見
る
と
（
表
6
）、
宋
代
で
は
南
宋
時

代
四
十
六
％
に
対
し
て
北
宋
時
代
三
十
％
で
あ
り
、
日
本
人
出
品
と
比
較
す
る

と
北
宋
時
代
の
割
合
が
高
い
。
北
宋
時
代
に
は
郭
煕
・
李
公
麟
・
武
宗
元
・
王

詵
・
崔
白
・
許
道
寧
な
ど
の
画
人
、
文
人
の
蘇
軾
・
文
同
・
呉
元
瑜
、
宗
室
の

趙
令
穣
、
そ
し
て
徽
宗
が
含
ま
れ
る
。
南
宋
時
代
の
画
院
画
家
で
も
劉
松
年
・

蕭
照
・
李
唐
・
馬
遠
な
ど
比
較
的
初
期
の
者
が
多
い
。

　

元
代
で
は
文
人
画
系
七
十
七
％
に
対
し
て
非
文
人
画
系
十
四
％
、
明
代
で
は

文
人
画
系
六
十
四
％
に
対
し
て
非
文
人
画
二
十
三
％
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
日
本

人
出
品
と
比
較
す
る
と
圧
倒
的
に
文
人
画
系
の
割
合
が
高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。

元
代
の
文
人
画
系
に
は
呉
鎮
・
王
蒙
・
倪
瓚
・
黄
公
望（
以
上
元
末
四
大
家
）、郭

畀
・
銭
選
な
ど
の
文
人
、
宗
室
の
趙
孟
頫
、
道
士
の
方
従
義
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

ま
た
非
文
人
画
系
で
は
院
体
画
を
描
い
た
王
淵
・
朱
玉
・
盛
懋
が
含
ま
れ
る
。

　

明
代
の
文
人
画
系
に
は
唐
寅
・
文
徴
明
・
沈
周
・
董
其
昌
（
以
上
四
大
家
）、

徐
渭
・
文
嘉
な
ど
の
文
人
、
張
宏
・
陸
治
な
ど
文
人
画
を
描
い
た
画
人
な
ど
が

南
宋
時
代
に
関
し
て
は
日
本
人
出
品
の
方
が
多
い
。
特
に
北
宋
の
徽
宗
と
李
公

麟
の
伝
称
作
品
に
は
日
本
の
古
渡
も
含
ま
れ
る
が
、
郭
煕
、
蘇
軾
な
ど
は
中
国

人
出
品
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
南
宋
時
代
の
画
院
画
家
と
僧
（
そ
の
ほ

と
ん
ど
は
牧
渓
）
に
よ
る
作
品
で
は
日
本
人
の
出
品
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

元
代
と
明
代
で
は
、
文
人
画
に
関
し
て
は
い
ず
れ
も
中
国
人
出
品
が
圧
倒
的

に
多
い
が
、
非
文
人
画
に
関
し
て
は
日
本
人
出
品
が
多
く
見
ら
れ
た
。
ま
ず
、

元
代
の
文
人
画
で
は
出
品
点
数
の
上
位
に
い
わ
ゆ
る
元
末
四
大
家
が
並
ぶ
。
特

に
倪
瓚
、
王
蒙
、
黄
公
望
の
作
品
に
関
し
て
は
ほ
と
ん
ど
が
中
国
人
出
品
で
あ

る
中
に
日
本
の
新
興
収
蔵
家
（
特
に
山
本
悌
二
郎
）
の
出
品
が
辛
う
じ
て
食
い

込
ん
で
い
る
。
他
方
、
非
文
人
画
で
は
日
本
の
古
渡
の
出
品
が
圧
倒
的
に
多
く
、

特
に
日
本
の『
君
台
観
左
右
帳
記
』に
し
か
記
載
の
な
い
作
者
（
因
陀
羅
、
高
然

暉
、
檀
芝
瑞
、
用
田
な
ど
）
に
つ
い
て
は
当
然
な
が
ら
日
本
人
出
品
の
み
で
あ
る
。

　

ま
た
、
明
代
の
文
人
画
で
は
四
大
家
の
沈
周
・
文
徴
明
・
董
其
昌
・
唐
寅
が

最
も
多
く
各
十
五
点
以
上
に
達
し
、
こ
の
四
人
の
作
品
だ
け
で
全
出
品
数
の
一

割
以
上
を
占
め
る
。
そ
の
う
ち
沈
周
と
董
其
昌
に
つ
い
て
は
日
本
人
出
品
が
多

く
、
文
徴
明
は
日
中
同
数
、
唐
寅
は
中
国
人
出
品
が
多
い
（
当
時
の
日
本
人
に

と
っ
て
唐
寅
の
作
品
が
比
較
的
珍
し
か
っ
た
こ
と
は
、
後
述
す
る
展
覧
会
評
で
も
裏

付
け
ら
れ
る
）。
他
方
、
非
文
人
画
で
は
特
に
い
わ
ゆ
る
浙
派
（
特
に
謝
時
臣
・

李
士
達
・
藍
瑛
）
の
作
品
に
つ
い
て
日
本
の
古
渡
の
出
品
が
圧
倒
的
に
多
い
。

　

最
後
に
、「
唐
宋
元
明
」
展
で
は
清
代
の
作
品
は
参
考
品
だ
っ
た
の
で
、
そ

の
内
容
に
は
明
ら
か
に
偏
り
が
あ
る
。
比
較
的
点
数
の
多
い
僧
の
釈
道
済
（
石
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含
ま
れ
る
。
特
に
、唐
寅
の
作
品
は
中
国
人
出
品
の
中
で
最
も
多
く
十
二
点
に

上
る（
例
え
ば
図
4
、5
）。
ま
た
非
文
人
画
系
で
は
院
体
画
を
描
い
た
仇
英
・
尤

求
な
ど
、
画
院
画
家
に
相
当
す
る
陳
洪
綬
・
辺
文
進
・
丁
雲
鵬
な
ど
が
含
ま
れ
る
。

　

都
市
ご
と
に
出
品
数
が
多
く
か
つ
特
徴
的
な
収
蔵
家
と
し
て
、
北
京
で
は
関

冕
鈞
、
上
海
で
は
狄
葆
賢
、
天
津
で
は
方
若
が
挙
げ
ら
れ
る
（
表
7
）。
ま
ず
、

関
冕
鈞
の
出
品
数
は
全
中
国
人
の
中
で
最
多
の
三
十
三
点
に
上
っ
た
だ
け
で
な

く
、
そ
の
内
容
は
全
体
の
傾
向
を
反
映
す
る
。
す
な
わ
ち
明
代
の
文
人
画
が
最

も
多
く
、
元
代
の
文
人
画
が
続
く
。
北
宋
時
代
の
李
公
麟
・
王
詵
、
明
代
の
宮

廷
画
家
の
陳
洪
綬
や
院
体
画
を
描
い
た
仇
英
の
ほ
か
、
唐
代
・
五
代
・
清
代
の

作
品
も
含
ま
れ
る
。
次
に
、
狄
葆
賢
の
出
品
数
は
関
冕
鈞
に
次
ぐ
十
七
点
で
あ

る
。
そ
の
内
容
は
元
代
の
文
人
画
が
最
も
多
く
、
特
に
王
蒙
筆
青
卞
隠
居
図

（
図
6
、
図
版
原
題
に
「
春
」
と
あ
る
の
は
誤
り
）
は
後
述
の
よ
う
に
展
覧
会
で
最

も
注
目
さ
れ
た
作
品
の
一
つ
と
な
り
、
現
在
で
も
名
品
と
し
て
知
ら
れ
る
（
上

海
博
物
館
蔵
）。
そ
れ
に
南
宋
の
画
院
画
家
、
明
代
の
文
人
画
が
続
き
、
さ
ら

に
北
宋
時
代
の
文
同
も
含
ま
れ
る
。
最
後
に
、
方
若
の
出
品
で
は
明
代
の
文
人
、

南
宋
時
代
の
画
院
画
家
が
多
く
、
さ
ら
に
元
代
の
文
人
画
も
含
ま
れ
た
。

　
第
三
節
　
日
本
人
の
出
品

　

日
本
人
の
出
品
は
、
先
行
研
究
に
し
た
が
っ
て
そ
の
収
蔵
家
区
分
ご
と
に
見

れ
ば
、
個
人
が
六
十
九
％
を
占
め
、
旧
大
名
家
・
公
家
十
二
％
、
古
寺
八
％
、

勲
功
華
族
七
％
を
大
き
く
引
き
離
し
て
い
る
。
そ
の
個
人
で
は
実
業
家
が

右：‌�図 4　明唐寅筆孟蜀宮妓図（郭葆昌蔵）／『唐宋元明名画大観』掲載
中：図 5　‌�明唐寅筆古槎鸜鵒図（龐元済蔵）／『唐宋元明名画大観』掲載
左：‌�図 6　元王蒙筆青卞隠居図（狄葆賢蔵）／『唐宋元明名画大観』掲載
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四
十
九
％
を
占
め
、
や
は
り
美
術
家

十
三
％
、
学
者
七
％
、
官
僚
お
よ
び
軍
人

若
干
を
大
き
く
引
き
離
す
。

　

中
国
人
と
同
じ
く
宋
代
～
明
代
の
作
品

に
つ
い
て
見
る
と
（
表
6
）、
宋
代
で
は

南
宋
時
代
六
十
七
％
に
対
し
て
北
宋
時
代

二
十
一
％
で
あ
り
、
中
国
人
出
品
と
比
較

す
る
と
北
宋
時
代
の
割
合
は
低
い
。
た
だ

し
北
宋
時
代
の
画
に
対
す
る
日
本
人
の
理

解
が
本
格
化
す
る
の
は
一
九
三
〇
年
代
以

降
で
あ
る
の
で（

114
）、

こ
の
時
期
す
で
に
そ
の

兆
候
が
現
れ
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

北
宋
時
代
で
は
古
渡
に
も
見
ら
れ
た
徽

宗
・
李
公
麟
・
趙
令
穣
の
ほ
か
、
許
道

寧
・
李
成
・
米
芾
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
ま

た
南
宋
時
代
の
画
院
画
家
に
は
梁
楷
・
馬

遠
・
夏
珪
・
馬
和
之
・
劉
松
年
・
馬
麟
な

ど
が
あ
り
、
特
に
劉
松
年
・
馬
和
之
に
は

新
来
も
含
ま
れ
る
。

　

元
代
で
は
文
人
画
系
四
十
六
％
に
対
し

て
非
文
人
画
系
五
十
％
、
明
代
で
は
文
人

表 7　中国人の出品例

時代 作者名 作品名 『唐宋元明名画大観』 「仮目録」 「出品明細表」

唐 閻立本 秋嶺帰雲図巻 ● ● ●

五代
周文矩 兜率宮内慈氏図 ● ●
黄筌 蜀江秋浄図巻 ● ● ●

宋
王詵 万壑秋雲図巻 ● ● ●

李公麟 羅漢巻 ● ●
馬遠 山水巻 ●

元

呉鎮
山水 ● ●
墨竹図 ● ● ●

王蒙 素菴図 ● ● ●
倪瓚 清閟閣図軸 ● ●

方従義 為兪紫芝翁写山水軸 ● ●
郭畀 山水図 ● ● ●
趙元 仿菫源夏山読書図 ● ● ●
王淵 鳩居籜落図軸 ● ●
銭選 柴桑翁図巻 ● ● ●

明

文徴明
山水図 ● ● ●
大山水軸 ●

唐寅 秋林書屋図巻 ●
宣徳皇帝 双驩図 ● ● ●

傅山 乾坤草堂図 ● ● ●
仇英 募驢図巻 ● ● ●

陳洪綬 五洩山図 ● ● ●
呉振 渓山無尽図巻 ● ●

黄道周 平沙落雁図 ● ● ●
董其昌 山水軸 ●
高喜 浅色小景山水巻 ●
王鐸 仿董源山水図 ● ● ●

周之冕 百花長巻 ● ●

清

郎世寧
松鶴図 ● ● ●
竹陰西 図 ● ● ●

釈道済 山水大横幅 ● ●
龔賢 千巌平遠図 ● ● ●

惲寿平 虞美人軸 ● ●

1.　関冕鈞（北京）
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画
系
五
十
六
％
に
対
し
て
非
文
人
画
系
三
十
八
％
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
中
国
人
出
品
と
比
較
す
る
と
非
文

人
画
系
の
割
合
の
高
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
元
代
の

文
人
画
系
に
は
任
仁
発
・
銭
選
・
倪
瓚
・
黄
公
望
な

ど
が
あ
り
、
特
に
任
仁
発
・
銭
選
に
は
古
渡
も
含
ま

れ
る
。
ま
た
非
文
人
画
系
に
は
因
陀
羅
・
顔
輝
・
檀

芝
瑞
・
高
然
暉
・
盛
懋
・
孟
玉
澗
・
王
淵
・
孫
君
沢

な
ど
が
含
ま
れ
、
い
ず
れ
も
古
渡
の
典
型
で
あ
る
。

特
に
高
然
暉
と
檀
芝
瑞
の
作
品
は
日
本
に
し
か
現
存

せ
ず
、
い
ず
れ
も
文
人
画
に
準
じ
る
も
の
と
見
な
さ

れ
た（

115
）。

　

明
代
の
文
人
画
系
に
は
い
わ
ゆ
る
四
大
家
（
沈
・

文
・
董
・
唐
）
の
ほ
か
、
倪
元
璐
・
関
思
・
王
建
章
・

周
之
冕
な
ど
も
含
ま
れ
る
。
四
大
家
の
ほ
と
ん
ど
は

新
来
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
以
外
の
画

家
で
は
古
渡
が
多
く
見
ら
れ
る
。
ま
た
非
文
人
画
系

で
は
謝
時
臣
・
藍
瑛
・
李
士
達
な
ど
の
浙
派
、
呂

紀
・
劉
俊
・
戴
文
進
・
丁
雲
鵬
な
ど
の
宮
廷
画
家
相

当
、
仇
英
・
周
臣
な
ど
院
体
画
を
描
い
た
画
人
が
含

ま
れ
る
。
そ
の
多
く
は
古
渡
で
、
そ
れ
ら
に
よ
り
日

本
に
お
け
る
非
文
人
画
系
の
割
合
が
高
ま
っ
た
こ
と

時代 作者名 作品名 『唐宋元明名画大観』 「仮目録」 「出品明細表」

宋
高宗 瑞応図 ●
蕭照 山居図巻 ● ● ●
馬麟 紅梅巻 ● ● ●

遼 無名氏 相馬鏡心 ●
元 黄公望 山水図 ● ● ●

明

邵高 山水図 ● ● ●
尤求 雪個山人像 ● ● ●
唐寅 約齋図巻 ● ●

方亨咸 甲申紀遊冊 ● ●

3.　方若（天津）

凡例　表 5 の参考文献に記載がある場合は●で示した。□ = 判読不能

時代 作者名 作品名 『唐宋元明名画大観』 「仮目録」 「出品明細表」

五代
顧閎中 闘鶏図 ● ●
貫休 羅漢 ●

宋

無名 残梅□鳥巻 ●
夏森 楚山図巻 ●
李唐 漁父軸 ●

朱懐瑾 秋山浮艇図 ● ●
文同 墨筆□□軸 ●

元

王蒙
青卞隠居図 ● ● ●
春壑鳴泉図 ● ●

呉鎮
水竹幽居図 ● ●
墨竹軸 ●

趙孟頫 紅樹石山軸 ●
唐棣 摩詰詩意軸 ●

明

王寵 墨筆牡丹 ● ●
方孝孺 松石図 ●
劉俊 雪□□酒図 ●

董香□ 寒林巻 ●

2.　狄葆賢（上海）
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が
わ
か
る
。

　

先
行
研
究
に
し
た
が
い
収
蔵

家
ご
と
の
特
徴
を
補
足
す
る
と
、

ま
ず
古
寺
の
出
品
（
表
8
）
は

す
べ
て
当
時
の
国
宝
で
あ
っ
た

が
、
従
来
伝
称
に
よ
っ
て
言
及

さ
れ
て
き
た
作
者
の
一
部
が
こ

こ
で
は
「
無
款
」
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
留
意
し
た
い（

116
）。

い
ず

れ
に
せ
よ
、
そ
の
内
容
は
古
寺

が
確
か
に
唐
代
か
ら
明
代
の
非

文
人
画
系
の
主
要
な
所
蔵
者
で

あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
。

　

旧
大
名
家
・
公
家
の
出
品

（
表
9
）
で
は
宋
代
の
画
院
画

家
、
元
代
の
画
人
、
牧
渓
、
お

よ
び
明
代
の
宮
廷
画
家
の
作
品

が
多
く
見
ら
れ
る
。
今
日
な
お

名
品
と
し
て
知
ら
れ
る
作
品
も

含
ま
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し

て
量
的
に
乏
し
い
と
い
う
印
象

名称 宗派 出品数

永保寺 臨済宗南禅寺派 1

教王護国寺 真言宗 2

久遠寺 日蓮宗総本山 1

向嶽寺 臨済宗向嶽寺派総本山 1

高山寺 古義真言宗別格本山 1

高桐院 大徳寺塔頭 2

金地院 南禅寺塔頭 3

相国寺 臨済宗相国寺派総本山 2

正法寺 時宗雲山寺派本山 1

知恩院 浄土宗総本山 3

知恩寺 浄土宗大本山 1

智積院 真言宗智山派総本山 1

東福寺 臨済宗東福寺派大本山 1

南禅寺 臨済宗南禅寺派大本山 1

西本願寺 浄土真宗本願寺派総本山 1

本法寺 日蓮宗本山 1

曼殊院 天台宗門跡寺院 1

表 8　日本人出品者（古寺）

凡例
1：�以下、表 11 までは「唐宋元明」展の日本人関係者のうち出品の

実績のある者を記載し、賛助員または役員の情報を追加した（賛
助員のみの者は表13参照）。古寺以外は、その家柄により旧大名家・
公家、勲功華族、（それ以外の）個人に分類した。

2：�外務省記録以外の主な参考文献は以下の通り。秦郁彦編『日本近
現代人物履歴事典』第 2 版、東京大学出版会、2013 年。同編『日
本陸海軍総合事典』第 2 版、東京大学出版会、2005 年。『三百藩
藩主人名事典』新人物往来社、1987 〜 1989 年。『大正人名辞典Ⅱ』
日本図書センター、1989 年。『昭和人名辞典Ⅰ』第 1 巻東京篇、
日本図書センター、1987 年。

表 9　日本人出品者（旧大名家・公家）

名前 生年 当時 出品数 賛助／役員

秋元春朝 1881 子爵・上野館林藩秋元家の後裔・貴族院議員 2

大村純英 1872 伯爵・肥前大村藩大村家の後裔・陸軍少将 3

黒田長成 1867 侯爵・筑前福岡藩黒田家の後裔・貴族院議員・枢密顧問官 11 ●

近衛文麿 1891 公爵・従一位近衛家の後裔・貴族院議員・東亜同文書院院長 1 会長

酒井忠克 1883 伯爵・若狭小浜藩酒井家の後裔・貴族院議員 1

酒井忠正 1893 伯爵・播磨姫路藩酒井家の後裔・貴族院議員・亜細亜文化研究所所長ほか 1 ●

三条公輝 1882 公爵・清華家三条家の後裔・貴族院議員・皇太后宮事務官 1 ●

徳川家達 1863 公爵・徳川本家の後裔・貴族院議長 2 ●

徳川達道 1872 伯爵・一橋家の後裔 3 ●

徳川義親 1886 侯爵・名古屋尾張藩徳川家の後裔・貴族院議員 1 ●

徳川頼貞 1892 侯爵・紀伊和歌山藩徳川家の後裔 2

蜂須賀正韶 1871 侯爵・阿波徳島藩蜂須賀家の後裔 2 ●

前田利為 1885 侯爵・加賀金沢藩前田家の後裔・海軍大佐 2 ●

松平直亮 1864 伯爵・出雲松江藩松平家の後裔 3
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詳細 名前 生年 当時 出品数 賛助／役員

実業家

阿部房次郎 1868 東洋紡績株式会社社長 5 ●
岡田壮四郎 1877 日清紡績取締役 1
小倉常吉 1865 小倉石油 5
末延道成 1855 東京海上保険会長・貴族院議員 2

高島菊次郎 1875 王子製紙常務取締役 1
武居綾蔵 1871 内外綿頭取等 2
西原亀三 1873 元満州綿布輸出組合長 2

西脇済三郎 1880 西脇銀行頭取 1
根津嘉一郎 1860 東武鉄道代表取締役・貴族院議員 13 ●
橋本辰二郎 国洋汽船社長？ 4 ●

原邦造 1883 東京貯蓄銀行頭取等 2 ●
幡生弾治郎 1869 上海紡績株取締役 4
前山久吉 1872 浜松銀行頭取等 3 ●
牧田環 1871 三井鉱山 1

馬越恭平 1844 大日本麦酒社長・貴族院議員 2 ●
本山彦一 1853 大阪毎日新聞社社長 4 ●

山本悌二郎 1870 元台湾製糖社長・衆議院議員・農林大臣 46 ●

美術家

川合玉堂 1873 帝国美術院会員・日本画家 1 委員
小林万吾 1870 洋画家・東京美術学校教授 1
小室翠雲 1874 帝国美術院会員・日本画家 2 委員
塩崎逸陵 1884 日本画家 1
中村不折 1866 洋画家・書家 7 ●
早崎稉吉 美術家 7 ●

八木岡春山 1879 日本美術協会会員・日本画家 5
渡辺晨畝 1867 日本美術協会会員・日本画家 1 委員

学者
井上辰九郎 1868 法学博士 5 ●
小川睦之輔 1885 京都帝大教授 3 ●
加藤正治 1871 東京帝大教授 6 ●

官僚
岩村成允 1876 外務省文化事業部嘱託 2 ●
速水一孔 外務省官員 2 ●
森安三郎 1880 外務省在イタリア大使館参事官 1

軍人 長岡外史 1858 陸軍中将 1 ●

その他

岡崎正也 1864 弁護士 2
斎藤悦蔵 収蔵家 3

田辺為三郎（碧堂） 1865 漢詩人 3 ●
橋本独山 1869 相国寺住職 2
原田悟朗 博文堂経営 2
藤井善助 1873 藤井斉成会有鄰館 14 ●

不明
カッコ内
は出品数

菊地栄（1）、笹川豊之助（10）、篠崎都香佐（8）、須田慎一郎（1）、
竹内栄喜（1）、武川盛次（1）、西田善一（1）、林平造（4）、兵藤三郎（2）、
古田福三郎（1）、横山八十七郎（1）

表 11　日本人出品者（個人）

表 10　日本人出品者（勲功華族）

名前 生年 当時 出品数 賛助

井上勝之助 1861 侯爵・井上馨の養子・貴族院議員・枢密顧問官 2 ●

岩崎小弥太 1874 男爵・岩崎弥之助の子・三菱鉱業会長 15 ●

近藤滋弥 1882 男爵・近藤廉平の子・三光紡績創業・貴族院議員 1

藤村義朗 1871 男爵・貴族院議員・元三井物産取締役 1 ●

（ ）



169

外務省記録にみる「唐宋元明名画展覧会」（一九二八年） 

代
の
二
流
の
文
人
、
浙
派
、
文
人
画
を
描
い
た
画
人
に
加
え
て
、
宋
代
の
画
院

画
家
と
牧
渓
が
含
ま
れ
る
。
た
だ
し
勲
功
華
族
の
一
部
（
井
上
・
松
方
・
川
崎
）

も
ま
た
こ
の
時
期
す
で
に
所
蔵
品
を
入
札
済
み
で
あ
り
、
彼
ら
も
ま
た
有
力
な

出
品
者
と
は
な
り
え
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

華
族
で
は
な
い
個
人
の
出
品
（
表
11
）
で
は
明
代
の
文
人
、
南
宋
の
画
院
画

は
否
め
な
い
。
有
力
な
旧
大
名
家
・
公
家
の
一
部
（
伊
達
・
秋
元
・
津
軽
・
旧

津
山
藩
松
平
・
島
津
な
ど
）
は
こ
の
時
期
す
で
に
所
蔵
品
を
入
札
済
み
で
あ
り
、

彼
ら
も
ま
た
中
国
絵
画
の
主
要
な
収
蔵
家
が
後
述
す
る
個
人
へ
と
移
行
す
る
過

渡
期
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

勲
功
華
族
の
出
品
（
表
10
）
は
ほ
と
ん
ど
岩
崎
家
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
明

表 12　日本人の出品例

時代 作者名 作品名 『唐宋元明名画大観』 「仮目録」

唐 呉道子 送子天王図巻 ● ●

五代
敦煌石室発見 観世音功徳 ● ●
董源 雲壑松風図 ● ●

宋

劉松年
蜀道図 ●
着色山水軸 ●

李成 喬松平遠図 ● ●
陳居中 倦繍図 ● ●
趙伯駒 仙山楼閣図 ● ●
李公麟 九歌図巻 ●
米友仁 雲山図巻 ● ●
李唐 水荘琴棋図 ● ●
許道寧 雲山楼閣図軸 ●
徽宗皇帝 五色鸚鵡図 ● ●

元

陳汝言 渓山清爽図 ● ●
倪瓚 西林禅室図 ● ●
曹知白 石岸古松図 ● ●
王蒙 泉声松韻図 ● ●
高克恭 青山白雲巻 ●
黄公望 秋山図 ● ●
王淵 芍薬粉鶏図 ● ●
盛懋 秋林漁隠図 ● ●

明

沈周

高枕聴蝉図 ● ●
仿雲林山水図 ● ●
楓落呉江図 ● ●
蜀葵図 ● ●
万寿呉江図巻 ●

董其昌
盤谷序図巻 ● ●
仿米山水図 ● ●
仿揚昇没骨山水図 ● ●

文徴明
雲山図 ● ●
横塘聴雨図 ● ●
烟雨聴秋図 ● ●

唐寅
仿李唐山水図 ● ●
応真図 ● ●

孫克弘 寒山拾得図 ● ●
周天球 呉楚一望図 ● ●
盛茂燁 松石藤蘿図 ● ●
王紱 秋林隠居図 ● ●
戴文進 松巌蕭寺図 ● ●
銭穀 赤壁舟遊図 ● ●
項元汴 水墨荷花図 ● ●
藍瑛 仿北苑山水図 ● ●
文伯仁 四万図 ● ●
楊文驄 山水巻 ● ●

清 釈道済
渓山釣艇図 ● ●
授易図軸 ●

1.　山本悌二郎
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型
と
し
て
山
本
悌
二
郎
、
古
渡
の
収
蔵
家
の
典
型
と
し
て
根
津
嘉
一
郎
の
出
品

内
容
を
そ
れ
ぞ
れ
挙
げ
る
（
表
12
）。

　

最
後
に
、
前
記
の
い
ず
れ
で
も
な
い
収
蔵
家
と
し
て
東
京
帝
室
博
物
館
、
帝

室
（
御
物
）、
東
京
美
術
学
校
、
伏
見
宮
家
が
あ
っ
た
。

第
四
章
　
開
催
の
前
後

　

十
月
半
ば
以
降
、
日
本
政
府
は
再
び
国
民
政
府
と
済
南
事
件
の
解
決
交
渉

を
開
始
し
た
。
二
十
三
日
に
は
一
旦
合
意
す
る
が
日
本
側
の
意
向
で
撤
回
さ

れ
、
翌
十
一
月
二
十
二
日
、「
唐
宋
元
明
」
展
の
開
催
直
前
に
も
会
談
が
行
わ

れ
た
が
、
内
容
に
入
ら
ず
に
終
わ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
両
国
間
の
外
交
が
停

滞
す
る
傍
ら
で
、「
唐
宋
元
明
」
展
開
催
に
向
け
た
具
体
的
準
備
は
進
め
ら
れ

て
い
た
。

第
一
節
　
来
日
中
国
人
と
出
品
物
の
発
送

　

日
本
で
の
展
覧
会
会
期
中
に
来
日
し
た
中
国
人
収
蔵
家
と
関
係
者
は
、
北

京
・
天
津
・
大
連
・
上
海
の
各
都
市
に
わ
た
る
。
外
務
省
で
は
十
一
月
六
日
に

来
日
中
国
人
に
対
す
る
視
察
手
当
の
支
給
が
決
裁
さ
れ（

117
）、

そ
の
頃
ま
で
に
人
選

が
ほ
ぼ
定
ま
っ
た
。

　

北
京
で
は
、
出
品
者
の
関
冕
鈞
・
熙
鈺
・
金
開
藩
の
ほ
か
、
出
品
は
な
い
が

旧
北
京
政
府
官
吏
で
日
本
語
に
精
通
し
た
闞
鐸
、
お
よ
び
世
話
役
と
し
て
彼
地

家
、
元
代
の
文
人
、
北
宋
時
代
の
画
の
順
に
多
い
。
そ
の
う
ち
明
代
お
よ
び
元

代
の
文
人
画
は
ほ
と
ん
ど
新
来
で
あ
り
、
南
宋
の
画
院
画
家
に
は
新
来
と
古
渡

の
双
方
が
あ
り
、
北
宋
時
代
の
画
は
ほ
と
ん
ど
新
来
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
来

の
収
蔵
家
は
元
代
お
よ
び
明
代
の
文
人
画
と
い
う
古
渡
の
欠
落
部
分
を
埋
め
た

上
で
、
古
渡
の
典
型
で
あ
っ
た
南
宋
時
代
の
画
院
画
家
と
（
徽
宗
・
李
公
麟
を

除
く
）
北
宋
時
代
の
画
に
ま
で
及
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
。
新
来
の
収
蔵
家
の
典

時代 作者名 作品名 『唐宋元明名画大観』 「仮目録」

宋

牧渓
漁村夕照図 ● ●
龍図 ● ●

徽宗皇帝
花鳥図 ● ●
柘榴小禽図 ● ●

李安忠 鶉図 ● ●
子温 蒲萄図 ● ●
蘇漢臣 七夕繁栄祭図 ● ●
無款 達磨像 ●

元
因陀羅

布袋図 ●
祖師問答図 ●

孫君沢 楼閣山水図 ● ●
顔輝 達摩図 ●

明 関思 渓山雨霽図 ● ●

2.　根津嘉一郎

凡例　表 5 の参考文献に記載がある場合は●で示した。
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の
他
は
各
在
外
公
館
か
ら
発
送
さ
れ
た
。
そ
の
際
、
北
京
お
よ
び
天
津
分
に
つ

い
て
は
発
送
が
若
干
遅
れ
た
。
と
い
う
の
も
、
そ
れ
ら
は
同
時
に
天
津
か
ら
発

送
さ
れ
た
が
、
在
南
京
領
事
館
は
誤
っ
て
北
京
分
し
か
国
民
政
府
に
（
商
品
で

は
な
い
の
で
無
税
・
無
検
査
と
い
う
）
簡
易
手
続
許
可
の
申
請
を
し
な
か
っ
た
の

で
あ
る（

126
）。

そ
れ
だ
け
で
な
く
、
十
一
月
七
日
に
は
古
物
保
管
会
北
平
分
会
が
国

民
党
の
北
平
臨
時
政
治
分
会
に
対
し
、
日
本
の
展
覧
会
に
出
品
す
る
と
称
し
て

名
画
が
輸
出
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
各
海
関
に
出
品
物
を
抑
留
す
る
よ

う
建
議
し
た
と
い
う
報
道
が
あ
っ
た（

127
）。

海
関
で
は
天
津
分
に
つ
い
て
も
北
京
分

と
同
等
と
見
な
し
て
簡
易
手
続
が
行
わ
れ
た
の
で
、
展
覧
会
へ
の
支
障
は
な

か
っ
た（

128
）。

し
か
し
な
が
ら
、
展
覧
会
終
了
後
の
翌
年
一
月
に
、
海
関
監
督
は
国

民
政
府
よ
り
天
津
分
の
簡
易
手
続
に
つ
い
て
懲
戒
的
電
報
を
受
け
た
と
い
う（

129
）。

海
関
に
対
す
る
処
分
は
そ
の
独
断
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

古
物
保
管
会
は
国
民
政
府
の
管
轄
下
に
あ
り（

130
）、

そ
の
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
調

査
の
余
地
が
あ
る
。

第
二
節
　
日
本
人
役
員
・
賛
助
員
と
関
連
行
事

　

一
九
二
八
年
十
月
付
で
、「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
趣
旨
書
」
が
発
行
さ
れ

た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
中
両
国
に
伝
承
さ
れ
た
唐
宋
元
明
の
名
画
は
「
東
方

美
術
ノ
精
華
ニ
シ
テ
世
界
文
化
ノ
至
宝
」
で
あ
る
が
、
従
来
両
国
の
間
に
遺
存

し
た
古
名
画
を
併
せ
見
る
機
会
は
な
く
、
長
く
互
い
に
関
わ
り
を
持
た
な
か
っ

た
の
は
頗
る
遺
憾
で
あ
る
。
と
も
に
陳
列
し
て
観
賞
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

在
住
日
本
人
の
中
根
斉
、
橋
川
時
雄
が
い
た
。

　

天
津
で
は
、
出
品
者
の
張
孤
・
方
若
・
劉
驤
業
の
ほ
か
学
生
の
潘
経
孫
が
自

費
で
同
行
予
定
で
あ
り
、
劉
は
日
本
語
に
精
通
し
た
と
い
う（

118
）。

当
時
の
新
聞
記

事
に
よ
れ
ば
、
張
と
劉
に
別
の
三
名
の
同
行
が
確
認
さ
れ
る（

119
）。

　

大
連
で
は
、
出
品
者
の
蒯
寿
枢
・
梁
鴻
志
の
ほ
か
、
前
東
京
高
等
商
業
学
校

教
師
の
李
文
権
の
三
名
が
来
日
予
定
で
あ
っ
た
が（

120
）、

前
二
者
が
来
日
し
た
形
跡

は
な
い
。
李
は
日
本
語
に
精
通
し
、
彼
地
の
出
品
物
を
持
参
し
て
別
の
一
名
と

来
日
し
た（

121
）。

　

上
海
で
は
、
出
品
者
の
王
一
亭
・
傅
燾
父
子
、
龐
元
済
、
狄
葆
賢
の
ほ
か
、

収
蔵
家
の
潘
曽
蔭
・
李
盛
鈞
、
通
訳
の
王
苣
蓀
、
お
よ
び
案
内
役
と
し
て
彼
地

在
住
日
本
人
の
飯
島
政
男
が
い
た
。
特
記
す
べ
き
は
、
龐
と
狄
が
ア
ヘ
ン
中
毒

者
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
二
人
は
い
ず
れ
も
名
品
を
多
数
出
品
予
定
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
ら
を
持
参
す
る
の
で
な
け
れ
ば
出
品
し
な
い
、
し
か
も
来
日
に
は
必

要
量
の
ア
ヘ
ン
を
持
参
し
て
特
定
の
場
所
で
吸
引
し
た
い
、
そ
れ
が
で
き
な
け

れ
ば
来
日
を
見
合
わ
せ
る
と
さ
え
言
っ
た（

122
）。

そ
れ
に
対
し
て
外
務
省
で
は
、
警

視
庁
よ
り
口
頭
で
了
承
を
得
て
応
じ
た（

123
）。

　

ま
ず
北
京
一
行
が
十
一
月
十
七
日
、
次
に
上
海
一
行
が
十
九
日
、
大
連
一
行

が
二
十
日
に
そ
れ
ぞ
れ
神
戸
に
到
着
し
た（

124
）。

最
後
に
、
天
津
一
行
が
二
十
四
日

に
（
お
そ
ら
く
朝
鮮
半
島
経
由
で
）
東
京
に
到
着
し（

125
）、

当
日
の
開
会
式
に
間
に

合
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　

上
海
と
大
連
の
来
日
者
は
出
品
物
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
携
行
し
た
が
、
そ
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留
意
し
た
い
（
表
13
）。
彼
ら
は
賛
助
員
一
般
の
中
に
紛
れ
た
の
で
あ
る
。

　

展
覧
会
前
日
の
十
一
月
二
十
三
日
、
出
品
物
の
陳
列
が
午
後
か
ら
夜
を
徹
し

て
行
わ
れ
た（

135
）。

　

二
十
四
日
午
前
十
一
時
、
東
京
府
美
術
館
で
開
会
式
が
行
わ
れ
た
。
開
会
の

辞
は
展
覧
会
委
員
の
正
木
、
挨
拶
は
外
務
省
の
岡
部
、
汪
駐
日
公
使
、
賛
助
員

代
表
と
し
て
山
本
悌
二
郎
、
来
日
中
国
人
代
表
と
し
て
北
方
の
張
弧
、
南
方
の

王
一
亭
が
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た（

136
）。

　

二
十
六
日
午
後
六
時
、
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
主
催
、
朝
日
新
聞
社
後
援
の

「
支
那
古
名
画
講
演
会
」
が
同
社
講
堂
で
行
わ
れ
た
。
開
会
の
辞
は
正
木
、
講

演
者
は
坂
西
・
小
室
・
汪
・
張
弧
、
お
よ
び
山
本
で
あ
っ
た（

137
）。

朝
日
新
聞
社
は
、

十
二
月
に
『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
臨
時
増
刊
と
し
て
「
唐
宋
元
明
名
画
展
特
集

号
」
も
発
行
し
た
。

　

十
二
月
五
日
、
陳
列
替
え
が
行
わ
れ
た（

138
）。

　

六
日
、
近
衛
が
展
覧
会
を
観
賞
し
た
。
そ
の
後
正
木
と
と
も
に
宮
内
省
を
訪

れ
、
両
陛
下
の
展
覧
会
へ
の
行
幸
啓
を
執
奏
し
た
（
翌
日
、
皇
后
行
啓
の
内
意

を
得
る（

139
））。

十
一
日
、
来
日
中
国
人
の
劉
驤
業
が
宣
統
帝
所
蔵
と
称
す
る
三
点

の
作
品
（
黄
筌
筆
柳
塘
聚
鳥
図
巻
、
唐
人
遊
猟
図
巻
、
李
公
麟
筆
五
馬
図
巻
）
を
皇

后
の
御
覧
に
供
す
る
こ
と
を
希
望
し
た（

140
）。

こ
の
三
点
は
前
述
の
『
唐
宋
元
明
名

画
大
観
』「
仮
目
録
」「
出
品
明
細
表
」
の
い
ず
れ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、

実
際
に
展
示
さ
れ
た
ら
し
い（

141
）。

　

十
二
日
、
皇
后
は
実
際
に
東
京
府
美
術
館
を
訪
れ
た
が（

142
）、

他
用
の
つ
い
で
で

「
彼
我
芸
術
家
ノ
研
鑽
ト
東
方
文
化
ノ
宣
揚
」
に
資
す
る
と
こ
ろ
大
き
く
、「
御

大
礼
御
挙
行
直
後
内
外
貴
紳
名
流
来
京
ノ
好
機
」
を
と
ら
え
、
併
せ
て
精
麗
な

図
録
を
監
修
し
て
世
界
に
頒
布
す
る
と
い
う（

131
）。

特
に
日
中
両
国
に
現
存
す
る
絵

画
を
併
せ
見
る
意
義
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
正
木
直
彦
の
談
話
で
も
語
ら
れ
て

お
り
、
彼
が
こ
の
趣
旨
書
を
起
案
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
展
規
則
の

第
七
条
に
出
品
は
全
部
非
売
品
と
す
る
旨
が
明
記
さ
れ
、
税
関
手
続
に
配
慮
し

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
第
四
回
日
華
聯
合
絵
画
展
の
会
長
は
牧
野
伸
顕
で
あ
り
、
そ

の
後
東
方
絵
画
協
会
の
日
本
側
会
長
と
し
て
は
一
旦
清
浦
奎
吾
が
浮
上
し
た（

132
）。

し
か
し
な
が
ら
一
九
二
八
年
八
月
十
五
日
、「
唐
宋
元
明
」
展
の
賛
助
・
出
品

交
渉
を
一
旦
終
え
た
渡
辺
と
坂
西
の
帰
国
中
に
東
方
絵
画
協
会
の
会
合
が
あ
り
、

そ
の
場
で
同
展
の
会
長
就
任
を
近
衛
文
麿
に
岡
部
か
ら
依
頼
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た（

133
）。

当
時
、
近
衛
は
す
で
に
貴
族
院
議
員
で
政
治
家
と
し
て
有
望
視
さ
れ

て
い
た
だ
け
で
な
く
、
同
じ
華
族
の
一
員
と
し
て
岡
部
と
親
交
が
あ
っ
た
と
い

う（
134
）。

ま
た
、
周
知
の
よ
う
に
後
年
陽
明
文
庫
を
設
立
し
て
お
り
、
古
美
術
に
も

一
定
の
理
解
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
近
衛
が
「
唐
宋
元
明
」
展
の
会
長
、
清

浦
が
副
会
長
と
な
っ
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
な
お
、
委
員
は
東
方
絵
画
協

会
幹
事
の
十
三
名
と
坂
西
・
溝
口
で
あ
っ
た
。

　

日
本
人
出
品
者
に
は
、
中
国
人
ほ
ど
以
前
か
ら
の
関
係
者
は
含
ま
れ
な
か
っ

た
。
た
だ
し
賛
助
員
の
方
に
は
第
一
回
日
華
聯
合
絵
画
展
か
ら
の
関
係
者
が
少

な
か
ら
ず
含
ま
れ
、
さ
ら
に
外
務
省
関
係
者
も
少
な
か
ら
ず
含
ま
れ
た
こ
と
に
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表 13　日本人賛助員（出品者を除く）

区分 名前 生年 当時

実業家

稲畑勝太郎 1862 大阪商業会議所会頭・貴族院議員
上野精一 1882 上野理一の子・朝日新聞社
江口定条 1865 元三菱合資会社総理事

大倉喜七郎 1882 男爵・合名会社大倉組頭取
大橋新太郎 1863 共同印刷創業・貴族院議員
門野重九郎 1867 元大倉組取締役・大倉土木会長
菊池惺堂 1867 東海銀行頭取等

木村久寿弥太 1866 三菱合資会社総理事
高木陸郎 1880 中日実業副総裁
高橋義雄 1861 三井物産顧問

藤原銀次郎 1869 王子製紙会社社長
村山龍平 1850 朝日新聞社社長

望月軍四郎 1879 田口銀行頭取等
安川雄之助 1870 三井物産常務取締役等

官僚

有田八郎 1884 外務省亜細亜局長・山本悌二郎の弟
入江為守 1868 子爵・冷泉家四男・入江家養子・皇太后宮大夫
岡部長景 1884 子爵・和泉岸和田藩岡部家の後裔・外務省文化事業部長

小田切万寿之助 1868 元外務省在上海総領事・横浜正金銀行取締役
加藤外松 1890 外務省在天津総領事
小村欣一 1883 侯爵・小村寿太郎の子・外務省情報部部長
下村寿一 1884 文部省宗教局長
下村宏 1875 元台湾総督府総務長官・東京朝日新聞社専務取締役

仙石政敬 1872 侯爵・但馬出石藩仙石家の後裔・貴族院議員・宮内官僚
平塚広義 1875 内務省東京府知事
平山成信 1854 男爵・枢密顧問官・日本赤十字社社長
藤田栄介 外務省在青島総領事

船津辰一郎 1873 元外務省在上海・奉天総領事・在華日本紡績同業会総務理事
松岡洋右 1880 元外交官・南満州鉄道副社長
三枝茂智 外務省文化事業部第一課課長

矢田七太郎 1879 外務省在上海総領事
芳沢謙吉 1874 外務省在中華民国公使
吉田茂 1878 外務次官

政治家

一木喜徳郎 1867 宮内大臣
犬養毅 1855 衆議院議員

植原悦二郎 1877 衆議院議員・外務参与官
大内暢三 1874 衆議院議員・東亜同文会理事・東方文化事業上海委員会委員
大隈信常 1871 大隈重信の養子・貴族院議員

小笠原長幹 1885 伯爵・豊前小倉藩小笠原家の後裔・貴族院議員
小川平吉 1869 衆議院議員・鉄道大臣

木下謙次郎 1869 関東長官
後藤新平 1857 伯爵・貴族院議員・少年団日本連盟総長等
勝田主計 1869 貴族院議員・文部大臣
田中義一 1864 男爵・内閣総理大臣兼外務大臣

福原鐐二郎 1868 貴族院議員・学習院長
細川護立 1883 侯爵・肥後熊本藩細川家の後裔・貴族院議員

山本条太郎 1867 衆議院議員・南満州鉄道社長
渡辺千冬 1876 子爵・貴族院議員
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あ
り
、
ま
た
主
催
者
の
依
頼
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
か

え
っ
て
「
唐
宋
元
明
」
展
と
帝
室
と
の
関
係
の
希
薄
さ
を
裏
付
け
る
と
い
え
る
。

　

東
京
帝
室
博
物
館
会
場
は
予
定
通
り
十
二
月
十
六
日
に
閉
会
し
た
が
、
東
京

府
美
術
館
会
場
は
会
期
を
四
日
間
延
長
し
て
二
十
日
に
閉
会
し
た（

143
）。

な
お
、
閉

会
間
近
の
十
四
日
に
大
阪
で
も
開
催
希
望
の
打
診
が
あ
っ
た
が
、
委
員
は
「
責

任
の
重
大
さ
に
鑑
み
」
拒
絶
し
た
と
い
う（

144
）。

　

こ
の
よ
う
に
、「
唐
宋
元
明
」
展
は
無
事
終
了
し
た
が
、
済
南
事
件
の
解
決

交
渉
は
年
内
に
終
結
せ
ず
、
翌
年
ま
で
持
ち
越
さ
れ
た（

145
）。

後
述
の
評
者
た
ち
が

「
国
際
的
な
外
交
上
の
悩
ま
し
い
問
題
を
よ
そ
に
し
て
文
化
的
の
融
和
と
芸
術

上
の
交
歓（

146
）」、

あ
る
い
は
「
時
局
を
超
越
し
て
す
ら
す
ら
と
か
ゝ
る
雅
催（

147
）」

が

行
わ
れ
た
と
特
記
す
る
だ
け
の
理
由
は
あ
っ
た
。

　

閉
会
後
、
出
品
物
の
う
ち
北
京
お
よ
び
天
津
分
は
翌
年
一
月
上
旬
ま
で
外
務

省
に
保
管
さ
れ
た
。
お
そ
ら
く
天
津
分
に
宣
統
帝
の
出
品
物
が
含
ま
れ
て
い
た

の
で
、
外
務
省
で
は
そ
の
扱
い
に
慎
重
を
期
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
同
月
上
旬

に
外
務
省
が
出
品
物
を
滞
日
中
の
劉
驤
業
に
預
け
て
返
送
し
て
よ
い
か
宣
統
帝

に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
彼
は
総
領
事
館
を
通
じ
て
返
却
さ
れ
る
こ
と
を
希
望
し

た（
148
）。

直
前
に
そ
の
他
の
出
品
物
が
発
送
さ
れ
て
い
た
の
で
、
日
本
人
官
吏
ま
た

は
軍
人
が
公
用
で
天
津
に
赴
く
別
の
機
会
を
待
っ
て
、
最
終
的
に
同
年
六
月
末

に
本
人
に
返
却
さ
れ
た（

149
）。

こ
の
一
連
の
経
緯
に
よ
り
宣
統
帝
の
出
品
は
「
馬
和

之
」
の
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
が
、
先
に
劉
驤
業
が
提
示
し
た
三
点
の

経
緯
は
不
明
で
あ
る
。

凡例
1：�以下には表 8 ～ 11 に未掲載の「唐宋元明」展の日本人賛助員のみを記載し、その家柄よりも本人の主た

る職業によって分類した。
2：参考文献は表 8 ～ 11 に同じ。

区分 名前 生年 当時

学者

石川岩吉 1875 国学院大主事

大河内正敏 1878 子爵・上総大多喜藩大河内家の末裔・理化学研究所所長・貴族院議員・
東方文化事業総委員会委員

狩野直喜 1868 京都帝大名誉教授・東方文化事業総委員会委員
沢村専太郎 1884 京都帝大教授
高田早苗 1860 貴族院議員・早稲田大学総長
内藤虎次郎 1866 京都帝大教授
服部宇之吉 1867 東京帝大教授・東方文化事業総委員会委員

軍人 本郷房太郎 1860 陸軍大将
美術家 工藤壮平 1880 書家

その他

大島義修 1871 女子学習院長等
岡実 1873 大阪毎日新聞取締役・東京日日新聞主幹
鎌田栄吉 1857 元貴族院議員・枢密顧問官
白岩龍平 1870 日華学会理事・東亜同文会理事長・対支文化事業調査委員等
徳富猪一郎 1863 貴族院議員・国民新聞社長
山井格太郎 日華学会常務理事・同仁会評議員等

不明 上田恭輔、栗屋謙、小貫慶治、荻野仲三郎、原田治郎、矢島正昭、簗田𨥆次郎
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中
国
で
は
古
名
画
の
保
存
が
困
難
で
日
本
に
そ
の
安
全
地
帯
を
求
め
て
い
る
状

況
は
気
の
毒
だ
が
、
収
蔵
家
と
し
て
は
日
本
の
山
本
悌
二
郎
と
並
ん
で
中
国
の

関
冕
鈞
を
重
要
人
物
と
し
た（

154
）。

　

久
木
今
作
（
経
歴
不
詳
）
は
、
今
回
の
出
品
を
次
の
三
つ
の
系
統
に
的
確
に

分
類
し
た
。
す
な
わ
ち
、
①
我
国
に
古
く
か
ら
流
伝
し
て
漢
画
の
元
に
な
り
、

国
宝
の
銘
を
打
た
れ
て
今
度
博
物
館
の
方
に
出
陳
さ
れ
た
諸
作
、
ま
た
は
東

京
府
美
術
館
に
出
陳
さ
れ
た
馬
遠
・
牧
渓
そ
の
他
日
本
の
絵
画
史
の
中
に
散

見
す
る
作
品
群
、
②
明
治
の
末
年
辺
り
か
ら
初
め
て
日
本
の
新
し
い
蒐
集
家

の
手
に
入
っ
た
作
品
群
、
③
今
度
の
展
覧
会
を
機
と
し
て
中
国
の
蒐
集
家
ら

が
遙
か
に
も
た
ら
し
た
作
品
群
で
あ
り
、
こ
の
展
覧
会
で
は
日
本
で
は
近
年

ま
で
見
ら
れ
な
か
っ
た
各
代
の
め
ぼ
し
い
画
を
一
通
り
見
ら
れ
る
と
評
し
た
。

特
に
、
明
代
の
唐
寅
の
「
殊
に
い
ゝ
も
の
」
を
今
回
中
国
人
が
出
品
し
て
い

る
と
い
う
。
ま
た
、
元
末
四
大
家
は
「
何
れ
も
神
品
、
逸
品
揃
ひ
」
で
、
特

に
部
屋
の
中
央
に
王
者
の
よ
う
に
掲
げ
ら
れ
た
王
蒙
筆
青
卞
隠
居
図
は
「
冠

冕
」（
首
位
）
で
あ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
収
集
家
の
雄
は
や
は
り
山
本
と
関

だ
が
、
龐
は
逸
品
の
み
で
愉
快
で
あ
り
、
狄
と
金
は
ず
ば
抜
け
た
一
、二
点
の

み
で
心
憎
い
と
い
う（

155
）。

　

最
後
に
、
正
木
に
よ
る
評
は
会
期
の
終
わ
り
頃
に
掲
載
さ
れ
、
今
回
の
展
覧

会
を
総
括
し
て
い
る
。
そ
れ
は
中
日
の
古
名
画
を
併
せ
て
見
る
と
い
う
試
み
で

あ
り
、
互
い
に
無
い
も
の
を
見
る
こ
と
は
利
益
が
多
か
っ
た
。
日
本
に
は
宋
元

明
の
院
体
画
の
名
画
が
伝
わ
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
南
画
系
統
の
淵
源
、
す

第
三
節
　
日
本
人
の
中
国
絵
画
観
へ
の
影
響

　

当
時
の
新
聞
記
事
に
よ
れ
ば
、
特
に
閻
立
本
筆
歴
代
帝
王
図
巻
に
つ
い
て

「
李
文
権
持
参
、
大
連
の
梁
鴻
志
出
品
」
等
前
評
判
が
あ
り
、
開
会
後
も
「
場
内

第
一
等
の
名
品
と
い
は
れ
る
だ
け
に
非
常
な
人
気（

150
）」

と
観
客
が
群
が
っ
て
い
る

様
子
が
窺
え
る
。
ま
た
王
蒙
筆
青
卞
隠
居
図
に
つ
い
て
も
「
逸
品
中
の
逸
品（

151
）」、

「
最
有
価
値
者（

152
）」

と
評
さ
れ
た
。

　

比
較
的
長
文
の
記
事
か
ら
は
、「
唐
宋
元
明
」
展
が
当
時
の
日
本
人
の
中
国

絵
画
観
に
与
え
た
影
響
が
窺
え
る
。
ま
ず
、
当
時
外
務
省
か
ら
「
支
那
古
書

画
現
在
目
録
作
成
事
業
」
の
助
成
（
後
述
）
を
受
け
て
い
た
原
田
尾
山
は
、

同
展
の
特
徴
と
し
て
南
画
（
特
に
北
宋
の
董
源
・
李
成
、
元
末
お
よ
び
明
の
四
大

家
）
の
名
品
が
多
い
こ
と
を
挙
げ
た
。
そ
し
て
最
近
二
、三
十
年
の
う
ち
に
日

本
が
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
「
新
渡
」
の
南
画
の
大
部
分
を
初
め
て
目
の
当
た

り
に
見
得
る
、
そ
れ
に
よ
り
南
画
に
対
す
る
鑑
賞
が
正
し
く
確
立
さ
れ
得
る

と
い
う（

153
）。

　

次
に
、
当
時
日
本
大
学
教
授
で
訪
中
経
験
が
豊
富
で
あ
っ
た
後
藤
朝
太
郎
は
、

主
に
唐
宋
の
も
の
は
日
本
か
ら
、
元
明
の
も
の
は
中
国
か
ら
多
く
出
品
さ
れ
て

い
る
。
従
来
中
国
で
民
間
の
名
品
を
ま
と
め
て
見
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、

今
回
の
展
示
は
時
代
・
流
派
・
筆
者
が
系
統
的
で
信
頼
で
き
る
も
の
を
豊
富
に

集
め
て
い
る
と
評
し
た
。
そ
し
て
前
述
の
歴
代
帝
王
図
巻
や
王
蒙
の
作
品
群
だ

け
で
な
く
、
北
宋
の
山
水
画
や
明
代
爛
熟
期
の
諸
名
家
に
も
注
目
し
た
。
他
方
、
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所
は
大
塚
巧
藝
社
、
売
捌
所
は
刀
江
書
院
で
あ
る
。
ま
た
封
面
お
よ
び
題
筌
題

は
汪
栄
宝
、
題
字
は
近
衛
文
麿
、
序
文
は
汪
・
岡
部
・
正
木
の
三
者
に
よ
る
。

こ
の
図
版
の
選
択
は
、
正
木
・
溝
口
・
渡
辺
・
結
城
の
間
で
行
わ
れ
た（

161
）。

ま
た
、

外
務
省
で
は
同
年
四
月
に
少
な
く
と
も
北
京
お
よ
び
天
津
の
出
品
者
へ
配
布
す

る
た
め
に
同
書
を
発
送
し
た（

162
）。

こ
の
図
録
は
次
の
「
宋
元
明
清
名
画
展
覧
会
」

へ
の
出
品
交
渉
に
も
役
立
つ
こ
と
に
な
る
。

　

最
後
に
、「
支
那
古
書
画
現
在
目
録
作
成
事
業
」
に
つ
い
て
補
足
す
る
。
前

述
の
よ
う
に
、
一
九
二
八
年
三
月
の
会
合
で
正
木
は
「
日
本
現
在
支
那
画
目

録
」
の
作
成
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
四
月
、
彼
は
そ
の
件
に
関
し
て
原

田
尾
山
に
相
談
し（

163
）、

八
月
に
は
社
団
法
人
國
華
倶
楽
部
理
事
会
長
と
し
て
外
務

大
臣
宛
に
「
請
願
」
を
提
出
し
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
伝
存
す
る
中
国

古
美
術
は
「
実
ニ
世
界
ノ
至
宝
ト
謂
フ
ベ
キ
」
で
す
で
に
国
宝
と
し
て
登
録
さ

れ
た
も
の
も
少
数
あ
る
が
、
社
寺
の
所
蔵
品
で
も
未
登
録
の
も
の
も
あ
り
、
民

間
の
所
蔵
品
に
つ
い
て
は
ま
っ
た
く
未
着
手
で
あ
る
。
そ
の
見
在
目
録
を
作
成

す
る
こ
と
は
文
化
事
業
の
一
重
要
事
で
、
國
華
倶
楽
部
で
は
そ
れ
を
原
田
謹
次

郎
（
尾
山
）
に
委
嘱
し
た
く
、
そ
の
費
用
の
一
部
補
助
を
願
い
出
る
と
い
う（

164
）。

翌
九
月
、
外
務
省
で
は
こ
の
請
願
に
対
し
昭
和
三
年
度
助
成
費
と
し
て
支
出
が

決
裁
さ
れ
た（

165
）。

　

こ
れ
は
翌
一
九
二
九
年
三
月
公
布
の
「
国
宝
保
存
法
」
お
よ
び
一
九
三
三
年

四
月
公
布
の
「
重
要
美
術
品
等
ノ
保
存
ニ
関
ス
ル
法
律
」
に
先
立
ち
、
当
時
の

日
本
に
現
存
す
る
中
国
美
術
品
に
対
す
る
保
護
が
十
分
で
は
な
い
と
い
う
危
機

な
わ
ち
元
末
四
大
家
は
絶
無
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
題
賛
・
題
跋
が
あ
り
書
画
が

互
い
に
映
り
合
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
も
日
本
に
は
少
な
か
っ
た
と
い
う（

156
）。

　

筆
者
は
以
前
、
雑
誌
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
中
国
絵
画
の
分
析
を
通
じ
て
、

近
代
日
本
が
「
古
渡
」
の
中
国
絵
画
の
蓄
積
の
上
に
「
新
来
」
の
そ
れ
を
受
け

入
れ
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
論
じ
た（

157
）。

こ
の
「
唐
宋
元
明
」
展
の
評
者
た
ち
も

ま
た
、
そ
れ
以
前
の
日
本
に
あ
っ
た
中
国
絵
画
と
近
年
日
本
に
流
入
し
た
か
今

回
中
国
人
が
も
た
ら
し
た
中
国
絵
画
と
を
よ
く
識
別
し
た
上
で
、
後
者
―
―
特

に
元
代
と
明
代
の
文
人
画
―
―
に
圧
倒
的
な
印
象
を
受
け
た
こ
と
が
わ
か
る
。

第
四
節
　『
唐
宋
元
明
名
画
大
観
』
と
「
支
那
古
書
画
現
在
目
録
作
成
事
業
」

　

一
九
二
九
年
、
外
務
省
は
「
唐
宋
元
明
」
展
に
関
し
て
新
た
に
二
つ
の
支
出

を
決
裁
し
た
。
一
つ
は
中
国
時
局
の
混
乱
に
よ
り
保
険
・
収
集
・
輸
送
・
送
還

に
関
す
る
予
想
外
の
支
出
を
補
う
た
め（

158
）、

も
う
一
つ
は
、『
唐
宋
元
明
名
画
大

観
』
を
九
十
部
購
入
し
、
中
国
人
出
品
者
お
よ
び
内
外
の
著
名
の
学
校
図
書
館

に
寄
贈
す
る
た
め
で
あ
る（

159
）。

現
在
、『
唐
宋
元
明
名
画
大
観
』
に
は
①
昭
和
四

（
一
九
二
九
）
年
一
月
二
十
三
日
印
刷
、
同
月
二
十
五
日
発
行
、
全
二
冊
、
②

（
一
）
昭
和
四
（
一
九
二
九
）
年
一
月
二
十
三
日
印
刷
、
同
月
二
十
五
日
発
行
、

全
二
冊
、（
二
）
同
年
二
月
十
一
日
印
刷
、
同
月
十
三
日
発
行
、
全
二
冊
、
③

同
年
六
月
二
日
印
刷
、
同
月
五
日
発
行
、
全
四
冊
の
少
な
く
と
も
三
種
の
版
が

確
認
さ
れ
る（

160
）。

い
ず
れ
も
編
集
者
は
東
京
美
術
学
校
文
庫
内
唐
宋
元
明
名
画
展

覧
会
、
代
表
者
は
北
浦
大
介
、
発
行
兼
印
刷
は
大
塚
稔
、
印
刷
所
お
よ
び
発
売
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中
国
人
出
品
者
は
旧
北
京
政
府
の
閣
僚
経
験
者
、
画
家
、
実
業
家
が
多
数
を
占

め
る
一
方
、
日
本
人
出
品
者
は
実
業
家
が
半
数
近
く
を
占
め
、
古
寺
、
旧
大
名

家
・
公
家
、
勲
功
華
族
も
含
ま
れ
た
。
伝
称
作
者
の
時
代
で
は
明
代
が
最
も
多

く
四
割
以
上
、
宋
代
・
元
代
を
合
わ
せ
て
九
割
近
く
に
上
り
、
清
代
・
五
代
・

唐
代
が
若
干
含
ま
れ
た
。
そ
の
内
容
は
当
時
の
日
中
に
お
け
る
収
蔵
家
の
差
異

だ
け
で
な
く
、
日
本
に
お
け
る
新
旧
収
蔵
家
の
交
替
を
も
反
映
し
た
。

　

結
論
と
し
て
、「
唐
宋
元
明
」
展
は
第
一
に
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
絵
画

受
容
の
論
点
よ
り
見
れ
ば
、
戦
前
に
お
け
る
新
来
の
中
国
絵
画
紹
介
の
集
大
成

で
あ
っ
た
。
第
二
に
近
代
日
中
関
係
史
に
お
け
る
文
化
外
交
の
論
点
よ
り
見
れ

ば
、
日
本
の
対
支
文
化
事
業
の
明
白
な
成
功
事
例
で
あ
っ
た
。

　

第
一
の
点
に
つ
い
て
、「
唐
宋
元
明
」
展
は
近
代
日
本
に
お
け
る
民
間
中
国

人
収
蔵
家
の
所
蔵
品
の
最
大
の
展
示
事
例
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
日
本
人
の

新
興
収
蔵
家
に
よ
る
出
品
と
合
わ
せ
て
、
特
に
日
本
の
古
渡
に
十
分
見
ら
れ
な

か
っ
た
元
代
お
よ
び
明
代
の
文
人
画
の
豊
富
な
作
例
を
提
供
し
た
。
し
た
が
っ

て
一
九
一
〇
年
代
以
降
行
わ
れ
て
き
た
新
来
の
中
国
絵
画
紹
介
の
集
大
成
で
あ

り
、
か
つ
日
本
人
の
中
国
絵
画
観
の
修
正
を
決
定
づ
け
た（

166
）。

　

た
だ
し
そ
れ
以
前
の
新
来
の
中
国
絵
画
の
紹
介
が
主
に
歴
史
家
に
よ
っ
て
主

導
さ
れ
て
き
た
の
に
対
し
、「
唐
宋
元
明
」
展
は
現
役
画
家
の
団
体
展
で
あ
る

日
華
聯
合
絵
画
展
の
実
績
の
上
に
成
立
し
た
。
そ
れ
は
時
間
軸
よ
り
見
れ
ば
中

国
の
古
画
に
対
す
る
日
本
人
画
家
の
思
い
入
れ
の
近
代
的
帰
結
に
し
て
、
お
そ

ら
く
最
後
の
現
れ
で
あ
っ
た
。
ま
た
空
間
軸
よ
り
見
れ
ば
、
同
時
代
の
中
国
人

意
識
の
現
れ
で
あ
り
、
特
に
民
間
所
蔵
の
中
国
絵
画
に
関
し
て
少
な
く
と
も
目

録
を
作
成
し
よ
う
と
し
た
試
み
と
し
て
評
価
さ
れ
る
。
一
連
の
経
緯
を
考
え
れ

ば
、
こ
の
目
録
は
「
唐
宋
元
明
」
展
と
ほ
ぼ
同
時
期
か
つ
ほ
ぼ
同
じ
集
団
に

よ
っ
て
発
案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
両
者
は
と
も
に
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国

絵
画
受
容
の
一
定
の
成
果
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

お
わ
り
に

　
「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
」
は
、
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
の
主
催
団
体
で

あ
っ
た
東
方
絵
画
協
会
と
、
同
展
覧
会
へ
「
対
支
文
化
事
業
」
よ
り
助
成
費
を

支
出
し
て
い
た
外
務
省
関
係
者
と
の
間
で
発
案
さ
れ
、
事
実
上
東
方
絵
画
協
会

に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
当
初
は
第
五
回
日
華
聯
合
絵
画
展
と
前
後
し
て
開
催

予
定
で
あ
っ
た
が
、
中
国
側
会
員
間
の
内
紛
に
よ
り
同
展
が
延
期
さ
れ
た
た
め

に
単
独
で
開
催
さ
れ
た
。
中
国
人
に
対
す
る
賛
助
・
出
品
交
渉
は
、
中
国
大
陸

に
お
い
て
国
民
革
命
軍
に
よ
る
（
第
二
次
）
北
伐
の
開
始
か
ら
そ
の
完
成
（
北

京
政
府
の
消
滅
）
を
経
て
、（
南
京
）
国
民
政
府
が
新
体
制
を
確
立
す
る
ま
で
と

同
時
期
に
行
わ
れ
た
。
特
に
北
伐
開
始
直
後
に
日
中
の
軍
隊
が
衝
突
し
（
済
南

事
件
）、
そ
の
解
決
交
渉
が
十
カ
月
に
及
ん
だ
だ
け
で
な
く
中
国
で
は
対
日
不

買
運
動
が
盛
ん
と
な
っ
た
が
、
中
国
人
収
蔵
家
と
国
民
政
府
首
脳
が
出
品
と
賛

助
に
同
意
し
て
開
催
が
実
現
し
た
。
現
時
点
で
確
認
さ
れ
る
展
覧
会
へ
の
出
品

点
数
は
、
中
国
人
三
百
点
強
、
日
本
人
三
百
点
弱
、
合
計
六
百
点
超
で
あ
る
。
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本
土
の
安
定
を
希
望
し
た
。
中
国
大
陸
に
お
け
る
諸
勢
力
も
ま
た
、
清
朝
の
宗

室
・
遺
臣
か
ら
、
内
蒙
古
族
、
北
京
政
府
の
担
い
手
と
な
っ
た
諸
軍
閥
、
国
民

党
に
至
る
ま
で
、
自
ら
の
基
盤
安
定
を
は
か
る
た
め
に
、
機
会
あ
る
ご
と
に
日

本
の
官
民
に
対
し
て
理
解
や
援
助
を
要
請
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
日
中
間
に
は

す
で
に
「
交
流
」
の
次
元
を
超
え
て
互
い
の
政
治
・
社
会
構
造
に
影
響
を
与
え

得
る
深
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
大
陸
を
対
象
と
し
た
日
本

に
よ
る
対
支
文
化
事
業
は
、
双
方
の
政
府
関
係
者
に
と
っ
て
「
親
善
」
を
強
調

す
る
有
効
な
機
会
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
「
時
局
を
超
越
」
し
た
と

い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
互
い
に
相
手
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
外
交
政
策
と
十

分
に
両
立
可
能
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る（

170
）。

　

ま
た
、
当
時
の
「
中
国
」
人
の
内
情
が
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
か
っ
た
こ
と

に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、「
唐
宋
元
明
」
展
の
中

国
人
出
品
者
は
象
徴
的
な
存
在
で
あ
る
。
そ
れ
は
北
京
政
府
時
代
の
中
華
民
国

の
収
蔵
家
の
見
本
市
と
い
え
る
ほ
ど
多
様
な
顔
ぶ
れ
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

北
京
政
府
の
閣
僚
経
験
者
や
官
吏
―
―
金
石
書
画
篆
刻
を
善
く
す
る
従
来
の
文

人
の
後
継
―
―
か
ら
、
清
朝
の
遺
臣
、
近
代
的
制
度
に
お
け
る
軍
人
、
実
業
家
、

そ
し
て
画
家
ま
で
が
含
ま
れ
た
（
そ
の
う
ち
の
数
名
に
は
、
満
州
事
変
後
の
日
本

へ
の
関
与
も
確
認
さ
れ
る
）。

　

例
え
ば
、
前
述
の
古
物
保
管
会
の
主
張
を
受
け
て
、
日
本
政
府
は
中
国
か
ら

の
出
品
物
の
受
け
入
れ
に
際
し
て
決
し
て
売
却
目
的
で
は
な
い
こ
と
を
保
証
す

る
の
に
腐
心
し
た
。
し
か
し
中
国
人
収
蔵
家
の
思
惑
は
必
ず
し
も
そ
の
通
り
で

画
家
の
中
で
も
特
に
金
紹
城
ら
「
国
画
」
を
志
向
し
た
人
々
と
の
交
流
の
成
果

で
あ
る（

167
）。

　

他
方
、
並
行
し
て
行
わ
れ
た
「
支
那
古
書
画
現
在
目
録
作
成
事
業
」
は
従
来

の
古
社
寺
保
存
法
の
欠
陥
を
補
完
し
て
日
本
の
民
間
所
蔵
の
中
国
書
画
目
録
を

作
成
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
の
中
国
で
も
古
物
保
管
会
が
活
動
を

開
始
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
「
唐
宋
元
明
」
展
の
実

現
は
、
近
代
日
中
絵
画
史
だ
け
で
な
く
両
国
に
お
け
る
古
美
術
保
護
行
政
の
観

点
か
ら
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

第
二
の
点
に
つ
い
て
、
第
四
回
日
華
聯
合
絵
画
展
以
降
東
方
絵
画
協
会
と
の

関
係
は
強
ま
っ
た
も
の
の
、
外
務
省
は
対
支
文
化
事
業
を
「
政
治
外
交
ノ
範
囲

外
」
に
置
こ
う
と
苦
心
し
、
そ
の
関
与
は
実
際
に
資
金
ま
た
は
便
宜
の
提
供
に

と
ど
ま
っ
た（

168
）。

ま
た
、
当
時
の
中
国
政
府
は
多
面
的
か
つ
流
動
的
で
あ
っ
た
が
、

北
京
政
府
の
閣
僚
た
ち
は
日
本
政
府
の
対
中
国
政
策
に
か
か
わ
ら
ず
日
華
聯
合

絵
画
展
を
常
に
歓
迎
し
、
国
民
政
府
も
ま
た
済
南
事
件
や
対
日
不
買
運
動
に
対

処
し
つ
つ
「
唐
宋
元
明
」
展
に
同
意
し
た
。
特
に
蔣
介
石
は
済
南
事
件
の
中
国

側
当
事
者
で
そ
の
衝
撃
は
小
さ
く
な
か
っ
た
は
ず
だ
が（

169
）、「

唐
宋
元
明
」
展
の

開
催
を
最
終
的
に
保
証
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
日
中
の
政
府
関
係
者
は
「
唐
宋

元
明
」
展
を
文
字
通
り
〝
非
政
治
的
〟
事
業
と
見
な
し
た
と
言
う
こ
と
も
で
き

る
。
し
か
し
、
当
然
な
が
ら
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。

　

そ
も
そ
も
清
朝
末
期
以
降
、
日
本
は
帝
国
主
義
列
強
か
ら
受
け
継
い
だ
中
国

大
陸
に
お
け
る
権
益
を
維
持
す
る
た
め
に
、
そ
れ
を
脅
か
さ
な
い
範
囲
で
中
国
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二
〇
〇
九
年
。
曽
布
川
寛
監
修
、
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
編
『
中
国
書

画
探
訪　

関
西
の
収
蔵
家
と
そ
の
名
品
』
二
玄
社
、
二
〇
一
一
年
。
関
西
中
国
書
画
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
研
究
会
編
刊
『
関
西
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
過
去
と
未
来
』、

二
〇
一
二
年
。
瀧
精
一
を
中
心
と
し
た
『
國
華
』
の
動
向
に
つ
い
て
は
、拙
論
「『
國
華
』

に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
―
―
近
代
日
本
に
お
け
る
中
国
美
術
観
の
一
事
例
と
し
て
」

『
國
華
』
第
一
三
九
五
号
、
二
〇
一
二
年
一
月
、
五
～
一
七
頁
。
同
「『
國
華
』
に
み
る

古
渡
の
中
国
絵
画
―
―
近
代
日
本
に
お
け
る
「
宋
元
画
」
と
文
人
画
評
価
の
成
立
」『
日

本
研
究
』
第
四
十
七
集
、
二
〇
一
三
年
三
月
、
五
三
～
一
〇
八
頁
。

（
2
）　

鶴
田
武
良
「
日
華
（
中
日
）
絵
画
聯
合
展
覧
会
に
つ
い
て
―
―
近
百
年
来
中
国
絵
画

史
研
究　

七
」『
美
術
研
究
』
第
三
八
三
号
、
二
〇
〇
四
年
八
月
、
一
～
三
三
頁
。
前
記

を
踏
ま
え
、
近
代
に
お
け
る
日
中
画
家
の
交
流
に
関
す
る
近
年
の
成
果
と
し
て
は
、
戦

暁
梅
「
金
城
と
一
九
二
〇
年
代
の
北
京
画
壇
」
瀧
本
弘
之
編
『
民
国
期
美
術
へ
の
ま
な

ざ
し
―
―
辛
亥
革
命
百
年
の
眺
望
』（
ア
ジ
ア
遊
学
一
四
六
）、
二
〇
一
一
年
十
月
、

一
一
～
三
一
頁
。
吉
田
千
鶴
子
「
日
中
美
術
交
流
最
盛
期
の
様
相
」
同
前
、
三
二
～

四
〇
頁
。『
中
国
近
代
絵
画
と
日
本
』
京
都
国
立
博
物
館
、
二
〇
一
二
年
。

（
3
）　

阿
部
洋
『「
対
支
文
化
事
業
」
の
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
。

（
4
）　

外
務
省
記
録
を
用
い
て
直
接
「
唐
宋
元
明
」
展
に
言
及
し
た
も
の
と
し
て
は
、
河
村

一
夫
「
大
正
末
期
よ
り
昭
和
六
年
に
至
る
日
中
交
流
名
画
展
開
催
に
関
す
る
渡
辺
晨
畝

画
伯
の
活
躍
に
つ
い
て
」『
外
交
時
報
』
第
一
一
五
五
号
、
一
九
七
八
年
六
月
、
一
八
～

二
九
頁
。
同
「
鄭
孝
胥
と
交
渉
の
あ
っ
た
日
本
各
界
の
人
々
（
下
）
―
―
昭
和
三
年
の

唐
宋
元
明
名
画
展
に
関
連
し
て
」『
政
治
経
済
史
学
』
第
二
九
〇
号
、
一
九
九
〇
年
六
月
、

二
九
～
三
四
頁
。
た
だ
し
日
華
聯
合
絵
画
展
と
明
確
に
区
別
さ
れ
ず
、
一
部
史
料
の
紹

介
に
と
ど
ま
る
。

（
5
）　

熊
本
史
雄
『
大
戦
間
期
の
対
中
国
文
化
外
交
―
―
外
務
省
記
録
に
み
る
政
策
決
定
過

程
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
三
年
。

（
6
）　
（
戦
前
期
）
外
務
省
記
録
と
は
、「
外
務
省
文
書
編
纂
規
定
」（
一
九
三
一
年
）
に
基
づ

き
公
信
・
電
信
・
契
約
書
・
諸
帳
簿
等
、
公
務
に
関
す
る
す
べ
て
の
書
類
の
う
ち
執
務

は
な
く
、「
唐
宋
元
明
」
展
が
主
体
的
な
売
却
の
契
機
と
な
る
場
合
も
あ
っ
た（

171
）。

日
本
に
お
け
る
中
国
古
画
展
の
開
催
が
彼
ら
に
と
っ
て
む
し
ろ
有
利
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
三
年
後
（
一
九
三
一
年
、
満
州
事
変
の
数
カ
月
前
）
の
「
宋
元
明
清
名

画
展
覧
会
」
へ
の
積
極
的
参
加
（
出
品
者
数
は
一
・
八
倍
、
出
品
点
数
は
二
倍
）

に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
彼
ら
の
上
に
、
国
際
社
会
に
対
し
自
ら
の
正
当

性
の
承
認
を
希
求
す
る
（
南
京
）
国
民
政
府
の
幹
部
が
賛
助
員
と
し
て
加
わ
っ

た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
中
国
人
関
係
者
が
賛
助
・
出
品
交
渉
に
協
力
し
、
特
に
収
蔵

家
自
身
が
日
本
に
お
け
る
展
示
に
同
意
し
た
か
ら
こ
そ
「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧

会
」
は
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
人
画
家
や
収
蔵
家
は
中
国

人
の
所
蔵
す
る
古
画
を
見
る
と
い
う
長
年
の
、
そ
し
て
最
後
の
宿
願
を
果
た
し
、

中
国
人
画
家
や
収
蔵
家
も
自
己
の
作
品
や
所
蔵
品
を
宣
伝
す
る
機
会
を
得
た
。

し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
日
中
双
方
の
官
民
の
利
害
に
十
分
に
一
致
し
た
ゆ
え
に

成
功
し
た
、
日
本
の
対
支
文
化
事
業
の
事
例
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う

な
事
例
が
他
国
と
の
関
係
に
応
用
あ
る
い
は
一
般
化
し
得
る
か
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
1
）　

内
藤
虎
次
郎
を
中
心
と
し
た
関
西
圏
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
陶
徳
民
編
著
『
内
藤
湖

南
と
清
人
書
画　

関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
品
集
』
関
西
大
学
出
版
部
、
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二
二
三
～
二
二
四
頁
。

（
10
）　

阿
部
洋
『「
対
支
文
化
事
業
」
の
研
究
』、
二
二
五
～
二
三
九
頁
。

（
11
）　
『
対
支
文
化
事
業
ノ
概
要
』、
一
一
～
三
六
頁
。

（
12
）　

一
九
二
五
年
五
月
に
沈
瑞
麟
外
交
部
総
長
と
在
中
国
芳
沢
謙
吉
公
使
と
の
間
で
交
換

さ
れ
た
公
文
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
た
、
文
化
事
業
に
関
す
る
日
中
共
同
の
総
委
員
会
。

日
本
人
委
員
十
名
以
内
、
中
国
人
委
員
十
一
名
以
内
で
構
成
さ
れ
、
委
員
長
は
中
国
人

委
員
か
ら
選
ば
れ
た
。
上
海
に
分
会
が
設
置
さ
れ
た
。
同
前
、
三
六
～
三
八
頁
。

（
13
）　
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
一
巻
、
九
～
一
〇
】。
小
室
・
渡
辺
・
竹
内
・
山
元

は
第
一
回
お
よ
び
第
二
回
日
華
聯
合
絵
画
展
の
発
起
人
。

（
14
）　

内
田
康
哉
外
務
大
臣
よ
り
在
中
国
（
北
京
）
吉
田
伊
三
郎
代
理
公
使
宛
公
信
第
九
六

号
、
大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
五
月
三
十
一
日
【
同
前
、
六
～
八
】。

（
15
）　

小
村
欣
一
は
寿
太
郎
の
子
（
侯
爵
）
で
、
直
前
ま
で
政
務
局
で
対
支
文
化
事
業
の
創

設
に
貢
献
し
た
。
熊
本
史
雄
『
大
戦
間
期
の
対
中
国
文
化
外
交
』、
四
四
～
四
六
頁
。
ま

た
、
戦
前
に
は
名
誉
職
に
華
族
を
推
戴
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

（
16
）　

こ
の
機
密
費
は
後
年
の
「
助
成
費
」
と
同
義
で
あ
る
。
岡
部
に
よ
れ
ば
、
当
初
事
業

の
遂
行
上
機
密
費
的
な
も
の
も
必
要
を
感
じ
た
が
、
事
業
の
性
質
上
不
適
切
と
し
て
大

蔵
省
に
削
除
さ
れ
た
た
め
、
用
途
を
確
定
せ
ず
比
較
的
自
由
な
「
助
成
費
」
を
設
け
た

と
い
う
。「
岡
部
前
部
長
ヨ
リ
坪
上
新
部
長
ヘ
事
務
引
継
内
容
」、
昭
和
四
（
一
九
二
九
）

年
二
月
【
Ｈ
0
『
東
方
文
化
事
業
関
係
雑
件
』
第
一
巻
、
二
一
〇
】。

（
17
）　
「
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
ノ
件
ニ
関
シ
左
ノ
通
リ
処
置
致
度
」、［
一
九
二
三
年
六
月
］

【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
一
巻
、
一
五
四
】。

（
18
）　

日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
発
起
人
「
御
願
書
」、
大
正
十
二
年
六
月
十
八
日
【
同
前
、

一
五
五
～
一
五
六
】。

（
19
）　

阿
部
洋
『「
対
支
文
化
事
業
」
の
研
究
』、
二
〇
八
～
二
一
〇
、二
二
五
～
二
三
一
頁
。

（
20
）　

官
員
の
内
訳
、
文
書
の
決
裁
お
よ
び
保
管
方
法
の
分
析
に
よ
り
、
そ
の
処
理
は
高
度

な
政
治
的
判
断
を
要
す
る
も
の
で
は
な
く
、
外
務
省
の
中
で
も
亜
細
亜
局
の
所
管
す
る

対
中
国
政
策
（
特
に
満
蒙
の
政
治
状
況
）
か
ら
は
独
立
し
た
事
業
と
し
て
位
置
付
け
ら

上
処
理
済
み
と
な
っ
た
も
の
（
記
録
文
書
）
を
事
件
・
事
項
別
に
編
纂
し
た
も
の
で
、

外
務
省
創
立
（
一
八
六
九
年
）
以
来
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
ま
で
の
内
容
が
含
ま
れ
る
。

原
本
は
外
交
史
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
が
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
か
ら
も
そ
の
電
子
フ
ァ
イ
ル
を
閲
覧
で
き
る
（
本
論
で
は
後
者
を
利
用
し
た
）。

そ
の
リ
テ
ラ
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
小
池
聖
一
「
外
務
省
文
書
・
外
務
省
記
録
の
生
成
過

程
―
―
外
務
省
文
書
の
文
書
学
的
一
試
論
」『
日
本
歴
史
』
第
五
八
四
号
、
一
九
九
七
年

一
月
、
一
～
一
五
頁
。
以
下
出
典
が
外
務
省
記
録
の
場
合
、
本
論
で
は
次
の
よ
う
に
記
す
。

作
成
者
名
、
資
料
名
、
年
月
日
【
門
・
類
『
簿
冊
名
』
巻
数
、
コ
マ
番
号
】（
Ｈ
門
＝
東

方
文
化
事
業
、
0
類
＝
雑
件
、
3
類
＝
委
員
会
事
業
、
6
類
＝
講
演
、
視
察
お
よ
び
助
成
）。

特
に
文
書
と
電
報
の
表
記
に
関
し
て
は
、
後
出
の
『
日
本
外
交
文
書
』
に
準
じ
た
。

（
7
）　

前
者
は
い
わ
ゆ
る
義
和
団
事
件
の
賠
償
金
で
あ
る
。
中
国
が
第
一
次
世
界
大
戦
に
参

戦
し
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
支
払
い
が
猶
予
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
二
二
年
十
二
月
よ
り

再
開
さ
れ
た
。
以
下
対
支
文
化
事
業
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、『
対
支
文
化
事
業
ノ
概
要
』

外
務
省
、
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
十
二
月
【
Ｈ
0
『
東
方
文
化
事
業
関
係
雑
件
』
第

一
巻
、
一
三
二
～
一
六
五
】。
後
者
は
同
じ
く
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
り
発
生
し
た
、
山

東
に
お
け
る
旧
ド
イ
ツ
権
益
処
理
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
九
一
九
年
六
月
の
講
和

条
約
に
は
日
本
の
要
求
が
反
映
さ
れ
た
た
め
に
中
国
は
調
印
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後

一
九
二
二
年
二
月
の
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
を
経
て
鉄
道
財
産
を
日
本
に
償
却
す
る
こ
と
等

が
決
定
さ
れ
た
。
服
部
龍
二
「
ワ
シ
ン
ト
ン
体
制
下
の
国
際
政
治
―
―
一
九
二
〇
年
代
」

川
島
真
・
服
部
龍
二
編
『
東
ア
ジ
ア
国
際
政
治
史
』
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、

一
一
五
～
一
二
一
頁
。

（
8
）　

第
一
次
世
界
大
戦
の
講
和
会
議
で
米
国
大
統
領
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
が
提
唱
し
た
い
わ
ゆ

る
「
一
四
カ
条
」
に
呼
応
し
て
、
北
京
政
府
へ
の
経
済
支
援
に
偏
向
し
た
従
来
の
対
中

国
政
策
の
見
直
し
が
図
ら
れ
た
と
い
う
。
熊
本
史
雄
『
大
戦
間
期
の
対
中
国
文
化
外
交
』、

二
六
～
五
九
頁
。

（
9
）　

部
署
名
か
ら
「
対
支
」
が
除
か
れ
た
の
は
、（
共
同
事
業
を
希
望
し
た
）
中
国
側
の
要

請
に
よ
る
。『
対
支
文
化
事
業
ノ
概
要
』、三
頁
。
阿
部
洋
『「
対
支
文
化
事
業
」
の
研
究
』、
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一
二
～
一
三
】。

（
32
）　

渡
辺
よ
り
岡
部
文
化
事
業
部
長
宛
書
簡
、［
一
九
二
五
年
］
五
月
二
十
日
、
二
十
九
日

【
同
前
、
一
六
、三
〇
】。
こ
の
直
前
、
芳
沢
は
難
航
の
末
に
よ
う
や
く
当
の
沈
外
交
部
総

長
と
前
述
の
交
換
公
文
に
署
名
し
た
が
、
そ
の
後
も
反
対
運
動
は
継
続
さ
れ
た
。
阿
部

洋
『「
対
支
文
化
事
業
」
の
研
究
』、
二
七
八
～
二
八
〇
頁
。

（
33
）　

渡
辺
よ
り
岡
部
宛
書
簡
、［
一
九
二
五
年
］
五
月
二
十
九
日
、
六
月
二
日
【
Ｈ
6
『
展

覧
会
関
係
雑
件
』
第
三
巻
、
三
〇
、一
九
】。

（
34
）　
「
日
華
絵
画
聯
合
展
覧
会
籌
擬
設
備
拡
充
弁
法
意
見
書
」、
大
正
十
四
年
十
一
月
【
同

前
、
六
一
～
六
七
】。
そ
の
内
容
は
渡
辺
が
中
国
滞
在
中
に
関
係
者
と
協
議
し
て
い
た
も

の
と
ほ
ぼ
同
一
で
、
①
北
京
と
東
京
に
事
務
所
を
置
く
こ
と
、
②
一
年
ご
と
に
北
京
・

上
海
ま
た
は
東
京
・
大
阪
で
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
③
「
東
亜
絵
画
研
究
室
」（
日

文
で
は
「
東
亜
美
術
研
究
室
」）
を
北
京
に
設
置
す
る
こ
と
、
④
一
定
期
間
の
後
、
欧
米

で
も
展
覧
会
を
開
催
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

（
35
）　
「
日
支
絵
画
聯
合
展
覧
会
拡
張
計
画
ニ
関
シ
汪
公
使
ト
出
淵
次
官
会
談
要
領
」、
大
正

十
四
年
十
一
月
十
日
【
同
前
、
五
〇
】。

（
36
）　

渡
辺
晨
畝
「
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
第
四
回
日
本
開
催
ニ
付
渡
支
交
渉
報
告
書
」、
大

正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
六
月
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
五
巻
、
五
二
～
五
三
】。

（
37
）　

岡
部
よ
り
正
木
直
彦
、
川
合
玉
堂
、
小
堀
鞆
音
、
荒
木
十
畝
、
小
室
翠
雲
、
結
城
素
明
、

横
山
大
観
、
下
村
観
山
、
竹
内
栖
鳳
、
山マ

本マ

春
挙
、
渡
辺
晨
畝
宛
私
信
、
大
正
十
五
年

二
月
二
十
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
三
巻
、
六
九
～
七
四
】。

（
38
）　

こ
の
要
因
と
し
て
、
従
来
の
展
覧
会
で
は
中
国
側
出
品
中
に
拙
劣
な
も
の
が
少
な
く

な
く
、日
本
の
大
家
の
力
作
と
並
列
す
る
こ
と
を
歓
迎
し
な
い
向
き
が
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
中
国
側
に
は
書
を
出
品
し
て
も
ら
っ
た
方
が
日
本
側
に
は
有
益
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
第
四
回
展
で
は
そ
の
意
向
を
反
映
し
て
後
述
の
よ
う
に
書
が
出
品
さ
れ
た
が
、

中
国
側
の
意
向
で
従
来
通
り
日
中
双
方
の
作
品
が
展
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
渡
辺

よ
り
岡
部
宛
書
簡
、［
一
九
二
六
年
五
月
］
十
三
日
【
同
前
、
一
一
七
】。

（
39
）　
［
島
田
］「
日
支
美
術
家
聯
合
展
覧
会
ニ
関
ス
ル
協
議
会
記
事
」、
大
正
十
五
年
二
月

れ
た
と
い
う
。
熊
本
史
雄
『
大
戦
間
期
の
対
中
国
文
化
外
交
』、
一
六
三
～
一
七
六
頁
。

（
21
）　

例
え
ば
、『
対
支
文
化
事
業
ノ
概
要
』
で
は
「
絶
対
ニ
政
治
的
関
係
ヲ
離
レ
真
ニ
東
洋

文
化
進
展
ノ
見
地
ニ
立
」
つ
と
い
う
。
同
書
、
一
〇
～
一
一
頁
。
ま
た
、
後
年
岡
部
は

異
動
に
際
し
「
実
施
上
ノ
根
本
方
針
」
と
し
て
、「
創
設
以
来
事
業
ヲ
政
治
外
交
ノ
範
囲

外
ニ
置
キ
其
ノ
累
ヲ
蒙
ラ
サ
ル
様
留
意
」「
可
成
世
人
ノ
注
意
ヲ
惹
カ
ヌ
様
ニ
努
メ
専
ラ

実
績
ヲ
挙
ケ
テ
支
那
側
ノ
誤
解
ヲ
氷
解
ス
ル
コ
ト
ニ
心
掛
」「
可
成
名
ヲ
棄
テ
テ
実
ヲ
取

ル
ノ
地
味
ナ
ル
方
針
ニ
依
ル
」
と
い
う
。「
岡
部
前
部
長
ヨ
リ
坪
上
新
部
長
ヘ
事
務
引
継

内
容
」【
Ｈ
0
『
東
方
文
化
事
業
関
係
雑
件
』
第
一
巻
、
一
七
五
】。

（
22
）　

公
式
報
告
書
は
、
荒
木
十
畝
・
渡
辺
晨
畝
「
大
正
十
三
年
春
季
開
催　

北
京
上
海
日

華
聯
合
絵
画
展
覧
会
報
告
書
」、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑

件
』
第
一
巻
、
七
九
～
九
一
】。

（
23
）　

松
井
慶
四
郎
外
務
大
臣
よ
り
在
中
国
（
北
京
）
芳
沢
謙
吉
公
使
宛
電
報
第
一
七
九
号
、

大
正
十
三
年
四
月
一
日
【
同
前
、
二
三
三
】。

（
24
）　

阿
部
洋
『「
対
支
文
化
事
業
」
の
研
究
』、
二
四
六
～
二
五
六
頁
。

（
25
）　

渡
辺
晨
畝
よ
り
岡
部
長
景
事
務
官
宛
書
簡
、［
一
九
二
四
年
］
五
月
二
十
七
日
【
Ｈ
6

『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
一
巻
、
三
一
八
～
三
一
九
】。

（
26
）　

在
中
国
（
北
京
）
芳
沢
公
使
よ
り
松
井
外
務
大
臣
宛
公
信
第
二
二
六
号
、
大
正
十
三

年
五
月
十
七
日
【
同
前
、
三
一
二
～
三
一
三
】。

（
27
）　
「
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
ニ
関
ス
ル
件
」、［
一
九
二
四
年
六
月
十
二
日
］【
同
前
、

三
二
〇
～
三
二
一
】。

（
28
）　

渡
辺
よ
り
出
淵
勝
次
対
支
文
化
事
業
局
長
宛
書
簡
、［
一
九
二
四
年
］
六
月
二
十
二
日

【
同
前
、
二
七
八
～
二
八
一
】。

（
29
）　
「
第
四
回
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
ニ
対
シ
助
成
費
交
付
ニ
関
ス
ル
高
裁
案
」、
大
正

十
三
年
十
二
月
二
十
二
日
決
裁
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
三
巻
、
八
】。

（
30
）　

公
式
報
告
書
は
、
渡
辺
晨
畝
「
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
拡
張
交
渉
報
告
書
」、
大
正

十
四
（
一
九
二
五
）
年
六
月
二
十
八
日
【
同
前
、
三
三
～
四
一
】。

（
31
）　

岡
部
よ
り
在
中
国
大
田
為
吉
参
事
官
宛
半
公
信
、
大
正
十
四
年
五
月
二
十
日
【
同
前
、
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外
務
省
で
は
発
起
人
の
負
担
軽
減
と
故
人
の
生
前
の
日
中
国
交
に
関
す
る
功
績
に
よ
り
、

追
悼
会
経
費
の
一
部
を
別
途
支
出
し
た
。
在
中
国
（
北
京
）
堀
義
貴
臨
時
代
理
公
使
よ

り
幣
原
喜
重
郎
外
務
大
臣
宛
電
報
第
五
七
七
号
、
大
正
十
五
年
九
月
九
日
【
Ｈ
6
『
展

覧
会
関
係
雑
件
』
第
五
巻
、
一
四
三
】
ほ
か
。

（
47
）　

清
水
誌
「
華
族
会
館
ニ
於
ケ
ル
東
方
絵
画
協
会
ニ
関
ス
ル
会
合
記
事
」、
昭
和
二

（
一
九
二
七
）
年
二
月
二
十
二
日
【
Ｈ
6
『
東
方
絵
画
協
会
一
件
』、
四
三
～
四
八
】。

（
48
）　

在
中
国
（
北
京
）
芳
沢
公
使
よ
り
田
中
義
一
外
務
大
臣
宛
公
信
第
九
六
一
号
、
昭
和

二
年
九
月
二
十
八
日
【
同
前
、
二
八
～
二
九
】。

（
49
）　

岡
部
よ
り
正
木
宛
半
公
信
、
昭
和
二
年
十
月
十
一
日
【
同
前
、
三
〇
】。

（
50
）　
「
渡
辺
晨
畝
氏
ニ
支
那
視
察
手
当
支
給
ニ
関
ス
ル
高
裁
案
」、
昭
和
二
年
十
月
十
四
日

決
裁
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
七
】。

（
51
）　

後
日
関
係
者
向
け
に
作
成
さ
れ
た
文
書
に
よ
れ
ば
、
周
肇
祥
は
対
支
文
化
事
業
の
助

成
金
を
事
業
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
交
付
さ
れ
る
も
の
と
思
い
込
み
、
か
つ
そ
れ
を
金

紹
城
亡
き
あ
と
独
断
で
使
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
。
東
方
絵
画
協
会
東
京
本
部
、

［
題
名
な
し
］、
昭
和
三
（
一
九
二
八
）
年
六
月
二
日
【
同
前
、
三
四
】。

（
52
）　

例
え
ば
、
在
中
国
（
北
京
）
芳
沢
公
使
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
一
二
八
三
号
、

昭
和
二
年
十
二
月
五
日
【
Ｈ
6
『
東
方
絵
画
協
会
一
件
』、
七
八
】。

（
53
）　

東
方
絵
画
協
会
東
京
本
部
「
東
方
絵
画
協
会
北
京
本
部
ヘ
回
答
案
」、
昭
和
三

（
一
九
二
八
）
年
四
月
四
日
【
同
前
、
九
六
】。

（
54
）　

以
下
日
中
の
主
な
政
治
的
事
項
に
関
し
て
は
、
近
代
日
中
関
係
史
年
表
編
集
委
員
会

編
『
近
代
日
中
関
係
史
年
表　

一
七
九
九
―

一
九
四
九
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
。
郭

卿
友
主
編
『
中
華
民
国
時
期
軍
政
職
官
誌
』
甘
粛
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
。『
日
本

外
交
文
書
』
昭
和
期
Ⅰ
第
一
部
第
二
巻
（
昭
和
三
年
）、
外
務
省
、
一
九
九
〇
年
。
出
典

が
前
二
者
の
場
合
は
省
略
し
、『
日
本
外
交
文
書
』
の
場
合
は
巻
数
を
「
Ⅰ
・
一
・
二
」

と
略
記
す
る
。
後
者
は
外
務
省
記
録
の
一
部
を
編
年
方
式
で
主
題
ご
と
に
編
纂
し
た
も

の
で
、
昭
和
期
の
中
国
関
係
は
第
一
部
に
収
録
。

（
55
）　

家
近
亮
子
「
蔣
介
石
の
一
九
二
七
年
秋
の
日
本
訪
問
―
―
「
蔣
介
石
日
記
」
と
日
本

二
十
八
日
【
同
前
、
九
五
～
一
〇
一
】。

（
40
）　
「
日
華
絵
画
聯
合
展
覧
会
開
催
助
成
金
支
出
ニ
関
ス
ル
高
裁
案
」、
大
正
十
五
年
六
月

十
七
日
決
裁
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
五
巻
、
一
〇
～
一
一
】。
こ
れ
と
は
別
に
、

一
般
会
計
経
費
よ
り
出
品
作
品
買
上
の
決
裁
も
あ
る
。

（
41
）　
「
渡
辺
晨
畝
氏
ニ
支
那
美
術
界
ノ
現
状
視
察
方
委
嘱
ニ
関
ス
ル
高
裁
案
」、
大
正
十
五

年
三
月
三
日
決
裁
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
三
巻
、
一
〇
五
～
一
〇
六
】。
公
式

報
告
書
は
、
渡
辺
晨
畝
「
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
第
四
回
日
本
開
催
ニ
付
渡
支
交
渉
報

告
書
」【
同
第
五
巻
、
五
一
～
六
一
】。

（
42
）　

そ
の
結
果
、
日
華
聯
合
絵
画
展
常
連
の
徐
世
昌
・
呉
昌
碩
・
周
肇
祥
ら
だ
け
で
な
く
、

朱
益
藩
・
沈
瑞
麟
・
宣
統
帝
（
溥
儀
）
か
ら
軍
人
の
段
祺
瑞
・
黎
元
洪
ま
で
が
書
を
出

品
し
、特
に
東
京
の
展
覧
会
場
で
は
一
室
が
設
け
ら
れ
た（
第
三
室
、全
三
十
三
点
）。「
日

華
絵
画
聯
合
展
覧
会
出
品
目
録　

大
正
十
五
年
六
月
十
八
日
至
三
十
日
於
東
京
府
美
術

館
」【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
五
巻
、
一
二
二
～
一
二
七
】。

（
43
）　
「
日
華
絵
画
聯
合
展
覧
会
趣
意
書
」、
大
正
十
五
年
六
月
十
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係

雑
件
』
第
三
巻
、
三
〇
七
】。
牧
野
は
伯
爵
で
、
当
時
内
大
臣
。
同
年
六
月
十
二
日
、
岡

部
と
正
木
が
彼
を
訪
問
し
て
会
長
就
任
を
依
頼
し
、
そ
の
場
で
承
諾
さ
れ
て
い
る
。
正

木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
一
九
六
五
年
、
四
〇
四
頁
。

（
44
）　

渡
辺
晨
畝
「
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
第
四
回
日
本
開
催
ニ
付
渡
支
交
渉
報
告
書
」【
Ｈ

6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
五
巻
、
六
〇
】。

（
45
）　

会
則
の
起
草
は
七
月
二
日
で
あ
っ
た
。
正
木
直
彦『
十
三
松
堂
日
記
』、四
〇
八
頁
。「
東

方
絵
画
協
会
会
則
」、［
一
九
二
六
年
七
月
］【
Ｈ
6
『
東
方
絵
画
協
会
一
件
』、
三
四
～

三
五
】。
岡
部
よ
り
竹
内
栖
鳳
宛
私
信
、
大
正
十
五
年
七
月
九
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係

雑
件
』
第
三
巻
、
二
九
一
】。
文
化
事
業
部
よ
り
在
中
国
日
本
公
使
館
書
記
官
室
宛
公
信

第
二
〇
四
号
、
同
七
月
二
十
六
日
【
同
第
五
巻
、
一
〇
五
】。

（
46
）　

こ
の
金
死
去
に
関
す
る
日
本
へ
の
第
一
報
は
、
在
中
国
公
使
館
か
ら
の
電
報
で
あ
っ

た
。
東
京
と
大
阪
で
そ
れ
ぞ
れ
の
発
起
人
に
よ
り
追
悼
会
が
行
わ
れ
、
前
者
に
は
牧
野

会
長
以
下
東
方
絵
画
協
会
会
員
の
ほ
か
、
外
務
省
の
出
淵
と
岡
部
も
含
ま
れ
た
。
ま
た
、
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年
、
二
～
五
頁
。
そ
し
て
「
唐
宋
元
明
」
展
の
一
年
前
に
す
で
に
予
備
役
（
事
実
上
の

退
役
）
と
な
り
、貴
族
院
議
員
に
転
身
し
て
い
た
。
坂
西
は
当
時
の
陸
軍
に
お
け
る
「
支

那
通
」
の
先
駆
者
の
一
人
で
、
確
か
に
北
京
政
府
時
代
に
は
陸
軍
の
中
国
政
策
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
た
。
た
だ
し
坂
西
ら
旧
世
代
の
支
那
通
は
、
現
地
の
中
国
人
有
力
者

と
深
い
関
係
を
結
ん
だ
が
ゆ
え
に
か
え
っ
て
彼
ら
に
利
用
さ
れ
、
ま
た
一
九
二
〇
年
代

半
ば
以
降
新
世
代
の
支
那
通
が
台
頭
す
る
に
つ
れ
そ
の
影
響
力
は
後
退
し
た
と
い
う
。

北
岡
伸
一
『
官
僚
制
と
し
て
の
日
本
陸
軍
』
筑
摩
書
房
、
二
〇
一
二
年
、
一
〇
五
～

一
四
七
頁
。

（
60
）　
［「
岩
村
」
印
］「
東
方
絵
画
協
会
関
係
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
ニ
関
ス
ル
打
合
会
状
況

概
要
」、
昭
和
三
年
【
Ｈ
6
『
東
方
絵
画
協
会
一
件
』、
六
一
～
六
六
】。

（
61
）　

前
述
の
よ
う
に
帝
展
の
日
程
は
毎
年
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
「
十
月
」
は
単

な
る
記
述
ミ
ス
と
考
え
ら
れ
る
。

（
62
）　

正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
五
六
三
頁
。

（
63
）　
［「
岩
村
」
印
］「
東
方
絵
画
協
会
関
係
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
ニ
関
ス
ル
打
合
会
打
合

要
領
」、［
昭
和
三
年
三
月
二
十
八
日
］【
Ｈ
6
『
東
方
絵
画
協
会
一
件
』、
九
三
～
九
四
】。

（
64
）　

田
中
外
務
大
臣
よ
り
在
中
国
芳
沢
公
使
宛
公
信
第
一
一
五
号
、
昭
和
三
年
四
月

二
十
三
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
一
〇
三
～
一
〇
五
頁
】。

（
65
）　
「
貴
族
院
議
員
坂
西
利
八
郎
、
画
家
渡
辺
晨
畝
両
氏
ニ
支
那
視
察
手
当
支
給
ニ
関
ス
ル

高
裁
案
」、
昭
和
三
年
五
月
四
日
起
案
・
五
日
決
裁
【
同
前
、
一
四
】。

（
66
）　

正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
五
九
一
頁
。

（
67
）　
「
東
京
美
術
学
校
教
授
結
城
素
明
氏
ニ
支
那
視
察
手
当
支
給
ニ
関
ス
ル
高
裁
案
」、
昭

和
三
年
五
月
十
六
日
起
案
・
十
九
日
決
裁
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、

二
二
】。

（
68
）　

田
中
外
務
大
臣
よ
り
在
中
国
芳
沢
公
使
・
在
天
津
加
藤
外
松
総
領
事
宛
公
信
合

五
二
一
号
、
昭
和
三
年
五
月
二
十
四
日
【
同
前
、
二
七
～
二
八
】。

（
69
）　

正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
五
九
三
頁
。

（
70
）　

渡
辺
よ
り
木
村
淳
文
化
事
業
部
第
一
課
長
ほ
か
一
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
六
月

の
新
聞
報
道
に
よ
る
分
析
」
山
田
辰
雄
・
松
重
充
浩
編
著
『
蔣
介
石
研
究　

政
治
・
戦
争
・

日
本
』
東
方
書
店
、
二
〇
一
三
年
、
七
八
～
八
四
頁
。
特
に
、
十
一
月
五
日
に
は
田
中

義
一
首
相
兼
外
相
と
の
非
公
式
会
談
も
行
わ
れ
た
（
田
中
内
閣
は
一
九
二
七
年
四
月

二
十
日
に
成
立
）。

（
56
）　
『
北
京
新
聞
』、
昭
和
二
年
十
一
月
一
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、

六
九
】。

（
57
）　
『
報
知
新
聞
』、
昭
和
三
年
二
月
一
日
。「
御
大
典
」
と
は
同
年
十
一
月
十
日
に
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
っ
た
昭
和
天
皇
の
即
位
礼
の
こ
と
で
、
そ
の
日
程
は
そ
の
年
の
一
月
に
決

定
さ
れ
て
い
た
。
大
礼
記
録
編
纂
委
員
会
編
『
昭
和
大
礼
要
録
』
再
版
、
内
閣
印
刷
局
、

一
九
三
一
年
、
四
頁
。
以
後
の
新
聞
記
事
や
関
係
者
の
言
で
は
「
御
大
典
記
念
」
と
い

う
文
句
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
が
、
内
容
を
よ
く
読
む
な
ら
ば
そ
の
真
意
は
内
外
の
要

人
が
集
ま
る
た
め
に
東
洋
美
術
を
宣
伝
す
る
好
機
と
い
う
こ
と
で
、
む
し
ろ
即
位
礼
に

便
乗
し
た
と
い
え
る
。

（
58
）　

正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
五
五
五
頁
。
一
九
二
八
年
第
九
回
帝
展
の
会
期
お
よ

び
会
場
は
同
年
八
月
十
六
日
付
『
官
報
』
に
告
示
さ
れ
た
が
、
帝
展
は
前
身
の
文
展
時

代
よ
り
例
年
ほ
ぼ
十
月
半
ば
よ
り
十
一
月
二
十
日
前
後
に
開
催
、
会
場
は
第
七
回
展
よ

り
東
京
府
美
術
館
で
あ
っ
た
。
日
展
史
編
纂
委
員
会
編
『
日
展
史
』
第
一
～
八
巻
、日
展
、

一
九
八
〇
～
八
二
年
。
ま
た
、
一
九
二
八
年
に
同
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
は
全

部
で
二
十
九
本
あ
り
、
特
に
二
月
～
六
月
、
九
月
に
は
各
三
本
以
上
開
催
さ
れ
、
十
一

月
以
前
に
借
り
る
の
は
困
難
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
東
京
都
美
術
館
新
館
十
年
の

歩
み　

旧
美
術
館
五
十
年
・
展
覧
会
記
録
』
東
京
都
美
術
館
、
一
九
八
五
年
、
一
九
頁
。

齊
藤
康
嘉
『
東
京
府
美
術
館
史
の
研
究
』
筑
波
大
学
芸
術
学
系
齊
藤
康
嘉
研
究
室
、

二
〇
〇
五
年
、
二
〇
四
～
二
〇
五
頁
。

（
59
）　

坂
西
は
第
一
回
日
華
聯
合
絵
画
展
当
時
陸
軍
少
将
（
の
ち
中
将
）
で
中
国
政
府
顧
問

と
し
て
北
京
に
滞
在
し
て
お
り
、
以
来
同
展
に
協
力
し
た
。
当
時
の
彼
は
、
軍
人
に
限

ら
ず
中
国
を
訪
れ
る
す
べ
て
の
日
本
人
に
援
助
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
諸
橋

徹
次
「
中
国
旅
行
と
中
国
留
学
（
二
）」『
諸
橋
徹
次
著
作
集
第
三
巻
月
報
』、
一
九
七
七
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事
業
大
事
記
」、
五
一
八
頁
【
Ｈ
3
『
総
委
員
会
関
係
雑
件
／
総
委
員
会
記
録
』、

二
七
八
】
ほ
か
。

（
75
）　

坂
西
・
結
城
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
三
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
六
月
七
日
【
Ｈ

6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
六
一
～
六
三
】。

（
76
）　

在
天
津
加
藤
総
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
一
四
六
号
、
昭
和
三
年
六
月
六

日
、『
日
本
外
交
文
書
』
Ⅰ
・
一
・
二
、三
一
六
頁
。

（
77
）　

天
津
地
域
史
研
究
会
編
『
天
津
史　

再
生
す
る
都
市
の
ト
ポ
ロ
ジ
ー
』
東
方
書
店
、

一
九
九
九
年
、
一
一
一
頁
。

（
78
）　

坂
西
・
結
城
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
三
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
六
月
七
日
【
Ｈ

6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
六
二
】。

（
79
）　
『
北
京
新
聞
』、
昭
和
三
年
六
月
二
十
一
日
【
同
前
、
七
〇
】。

（
80
）　

吉
開
将
人
「
近
代
中
国
に
お
け
る
文
物
事
業
の
展
開
―
―
制
度
的
変
遷
を
中
心
に
」

『
歴
史
学
研
究
』
第
七
八
九
号
、
二
〇
〇
四
年
六
月
、
五
六
頁
。
張
碧
恵
「
中
華
民
国
に

お
け
る
「
故
宮
文
物
」
の
意
味
形
成
―
―
北
京
政
府
期
を
中
心
に
」『
中
国
研
究
月
報
』、

第
六
十
三
巻
第
十
二
号
、
二
〇
〇
九
年
十
二
月
、
二
〇
〜
二
四
頁
。

（
81
）　

坂
西
・
結
城
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
三
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
六
月
十
八
日
【
Ｈ

6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
七
四
】。
当
時
は
清
朝
の
復
辟
に
関
す
る
流
言
が
飛

び
交
っ
て
い
た
。
在
天
津
加
藤
総
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
二
〇
三
号
、
昭

和
三
年
六
月
二
十
八
日
、『
日
本
外
交
文
書
』
Ⅰ
・
一
・
二
、
九
八
一
～
九
八
二
頁
。
し

か
し
七
月
初
め
に
い
わ
ゆ
る
東
陵
事
件
（
乾
隆
帝
お
よ
び
西
太
后
の
陵
墓
の
盗
掘
）
が

発
生
し
て
か
ら
、
宣
統
帝
自
身
は
以
前
よ
り
も
行
動
を
自
粛
し
祭
壇
に
礼
拝
す
る
消
極

的
な
日
々
で
あ
っ
た
と
い
う
。
同
機
密
第
五
九
五
号
、
同
九
月
十
七
日
、
同
九
八
五
頁
。

（
82
）　

坂
西
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
三
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
七
月
十
九
日
【
Ｈ
6
『
展

覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
九
一
】。

（
83
）　

坂
西
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
二
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
十
月
七
日
【
同
前
、

一
五
二
】。
後
述
の
『
永
好
留
真
』
に
は
、「
戊
辰
」（
一
九
二
八
年
）
の
年
記
を
持
つ
宣

統
帝
題
、
渡
辺
筆
の
孔
雀
図
が
二
点
収
録
さ
れ
て
い
る
。

二
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
五
六
】。

（
71
）　

坂
西
利
八
郎
・
結
城
素
明
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
三
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
六

月
七
日
【
同
前
、
六
一
】。

（
72
）　
「
中
国
各
地
の
対
日
ボ
イ
コ
ッ
ト
問
題
」『
日
本
外
交
文
書
』
Ⅰ
・
一
・
二
、八
四
〇
～

九
一
二
頁
。
当
時
の
日
本
人
外
交
官
が
し
ば
し
ば
政
府
主
導
と
批
判
し
た
よ
う
に
、
実

際
に
国
民
政
府
は
外
交
政
策
の
一
環
と
し
て
「
宣
伝
と
動
員
」
を
利
用
し
た
と
い
わ
れ

る
。
川
島
真
・
毛
里
和
子
『
グ
ロ
ー
バ
ル
中
国
へ
の
道
程　

外
交
一
五
〇
年
』
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
九
年
、
五
三
～
五
四
頁
。

（
73
）　

済
南
事
件
に
つ
い
て
は
、
臼
井
勝
美
「
済
南
事
件
交
渉
経
緯
」『
外
交
史
料
館
報
』
第

三
号
、一
九
九
〇
年
三
月
、一
～
一
二
頁
。
邵
建
国
「「
済
南
事
件
」
交
渉
と
蔣
介
石
」『
国

際
政
治
』
第
一
〇
四
号
、
一
九
九
三
年
十
月
、
一
六
八
～
一
八
二
頁
。
同
「「
済
南
事
件
」

を
め
ぐ
る
中
日
外
交
交
渉
」『N

U
C

B
 Journal of Econom

ics and M
anagem

ent

』
vol. 

44
、
No. 

2
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
、
一
四
五
～
一
五
六
頁
。
高
文
勝
「
済
南
事
件
の
解
決

交
渉
と
王
正
廷
」『
情
報
文
化
研
究
』
第
十
六
号
、
二
〇
〇
二
年
十
月
、
一
六
三
～

一
八
八
頁
。
同
「
済
南
事
件
を
め
ぐ
る
国
民
政
府
の
対
応
」『
日
本
福
祉
大
学
研
究
紀
要　

現
代
と
文
化
』
第
一
一
二
号
、
二
〇
〇
五
年
八
月
、
三
一
～
四
五
頁
。
ま
た
、
田
中
外

相
自
身
は
い
ず
れ
も
反
共
産
主
義
的
傾
向
を
示
す
国
民
党
右
派
勢
力
（
蔣
介
石
を
中
心

と
す
る
）
お
よ
び
張
作
霖
の
両
者
と
等
距
離
を
保
持
し
て
南
北
を
分
割
統
治
さ
せ
る
こ

と
が
本
望
で
、
済
南
事
件
に
よ
る
対
日
不
信
は
不
本
意
で
あ
っ
た
と
い
う
。
服
部
龍
二

『
東
ア
ジ
ア
国
際
環
境
の
変
動
と
日
本
外
交　

一
九
一
八
―

一
九
三
一
』
有
斐
閣
、

二
〇
〇
一
年
、
二
〇
〇
～
二
〇
八
頁
。

（
74
）　

五
月
十
三
日
に
そ
の
中
国
側
委
員
長
（
柯
劭
忞
）
が
辞
表
を
提
出
、
十
四
日
に
委
員

の
一
人
（
江
庸
）
が
全
体
の
辞
表
を
提
出
、
さ
ら
に
十
五
日
に
は
委
員
全
体
の
退
出
の

声
明
を
新
聞
紙
上
に
発
表
し
た
。
そ
の
後
同
委
員
会
は
開
催
さ
れ
ず
、
関
連
す
る
事
業

は
す
べ
て
停
滞
し
た
。
外
務
省
は
政
府
間
協
定
に
基
づ
く
任
務
の
一
方
的
な
放
棄
を
認

め
な
か
っ
た
が
、
同
時
に
新
た
に
政
権
を
と
っ
た
国
民
政
府
が
条
約
改
正
の
一
環
と
し

て
対
支
文
化
事
業
の
廃
止
を
要
求
す
る
と
い
う
情
報
を
す
で
に
得
て
い
た
。「
東
方
文
化
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（
94
）　

在
南
京
岡
本
一
策
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
二
八
〇
号
、
昭
和
三
年
七
月

八
日
、『
日
本
外
交
文
書
』
Ⅰ
・
一
・
二
、
六
〇
三
頁
。

（
95
）　

渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
二
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
十
月
十
五
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会

関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
一
六
一
】。

（
96
）　

当
時
の
肅
親
王
の
先
代
（
善
耆
、
一
八
六
六
～
一
九
二
二
）
は
一
九
一
〇
年
代
に
日

本
人
の
川
島
浪
速
と
「
満
蒙
独
立
」
運
動
を
画
策
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、そ
れ
は
「
運
動
」

に
値
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
。
中
見
立
夫
「〝
満
蒙
独
立
運
動
〟
と
い
う
虚
構
と
、

そ
の
実
像
」『
近
代
日
本
研
究
』
第
二
十
八
巻
、
二
〇
一
二
年
二
月
、
七
三
～
一
〇
六
頁
。

ま
た
、
恭
親
王
も
張
作
霖
の
下
野
後
に
日
本
の
了
解
と
擁
立
運
動
者
が
あ
れ
ば
「
東
三

省
ノ
首
脳
者
」
と
な
る
野
心
あ
る
も
の
と
見
な
さ
れ
た
。
関
東
庁
警
務
局
長
よ
り
出
淵

外
務
次
官
ほ
か
一
名
宛
関
機
高
収
第
一
五
三
一
三
号
ノ
二
、
昭
和
三
年
六
月
十
日
、『
日

本
外
交
文
書
』
Ⅰ
・
一
・
二
、
九
七
七
～
九
七
八
頁
。

（
97
）　

坂
西
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
三
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
七
月
十
九
日
【
Ｈ
6
『
展

覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
九
三
】。

（
98
）　

七
月
二
十
一
日
、
反
日
暴
行
委
員
会
に
よ
っ
て
反
日
国
体
協
議
会
が
開
か
れ
た
。
在

上
海
加
藤
副
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
商
電
第
四
九
号
、
昭
和
三
年
七
月

二
十
一
日
、『
日
本
外
交
文
書
』
Ⅰ
・
一
・
二
、
八
五
七
頁
。

（
99
）　

坂
西
利
八
郎
・
渡
辺
晨
畝
「
上
海
ニ
於
ケ
ル
日
誌
」、［
一
九
二
八
年
］
八
月
【
Ｈ
6
『
展

覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
一
〇
一
】。

（
100
）　

田
中
外
務
大
臣
よ
り
在
南
京
岡
本
領
事
宛
公
信
第
七
二
号
、
昭
和
三
年
九
月
十
八
日

【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
一
二
三
～
一
二
四
】。

（
101
）　

在
上
海
矢
田
総
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
六
一
一
号
、
昭
和
三
年
九
月

十
二
日
、『
日
本
外
交
文
書
』
Ⅰ
・
一
・
二
、
四
八
〇
～
四
八
一
頁
。
こ
の
情
報
は
蔣
介

石
の
腹
心
の
部
下
で
国
民
革
命
軍
総
参
謀
長
の
張
群
か
ら
得
た
も
の
で
、
当
時
に
お
い

て
は
比
較
的
確
実
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
田
中
外
相
は
時
局
に
は
触
れ
ず
た
だ
蔣

に
御
祝
を
伝
え
る
よ
う
矢
田
に
指
示
し
、
両
者
の
会
談
は
同
月
十
六
日
に
実
現
し
た
。

田
中
よ
り
矢
田
宛
電
報
第
二
〇
九
号
、
同
九
月
十
二
日
、
同
四
八
一
～
四
八
二
頁
ほ
か
。

（
84
）　

在
天
津
加
藤
総
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
三
〇
九
号
、
昭
和
三
年
十
一
月

五
日
【
同
前
、
二
一
五
】。

（
85
）　

坂
西
・
結
城
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
三
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
六
月
十
八
日
、

七
月
五
日
【
同
前
、
七
四
、八
二
】。
な
お
、国
民
政
府
は
北
京
入
城
後
に
同
地
を
「
北
平
」

と
改
称
し
た
が
、
今
回
参
照
の
資
料
の
ほ
と
ん
ど
で
は
変
更
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、

本
論
で
は
「
北
京
」
で
統
一
す
る
。

（
86
）　

在
中
国
芳
沢
公
使
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
機
密
第
七
二
八
号
、
昭
和
三
年
六
月
十
九

日
、『
日
本
外
交
文
書
』
Ⅰ
・
一
・
二
、
三
二
一
頁
。

（
87
）　

坂
西
・
結
城
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
三
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
七
月
五
日
【
Ｈ

6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
八
三
】。

（
88
）　

坂
西
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
二
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
十
月
七
日
【
同
前
、

一
五
二
】。

（
89
）　

荒
木
十
畝
・
渡
辺
晨
畝
「
大
正
十
三
年
春
季
開
催　

北
京
上
海
日
華
聯
合
絵
画
展
覧

会
報
告
書
」、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
一
巻
、

八
四
】。

（
90
）　

貢
桑
諾
爾
布
は
内
モ
ン
ゴ
ル
の
中
で
も
北
京
に
近
い
ハ
ラ
チ
ン
の
領
主
で
、
そ
の
妃

は
清
朝
宗
室
肅
親
王
善
耆
の
妹
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
内
モ
ン
ゴ
ル
統
一
の
た
め
に
日
本

と
連
携
し
て
自
己
の
軍
事
力
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
、善
耆
と
日
本
人
か
ら
は
「
蒙

古
挙
兵
」
に
参
加
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
。
し
か
し
、
北
京
政
府
の
蒙
古
待
遇
条
例

に
よ
り
蒙
蔵
事
務
局
（
の
ち
蒙
蔵
院
）
総
裁
に
就
任
し
た
。
中
見
立
夫
『「
満
蒙
問
題
」

の
歴
史
的
構
図
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
、
五
九
～
八
一
、一
三
一
～
一
六
八

頁
。

（
91
）　

坂
西
・
結
城
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
三
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
七
月
五
日
【
Ｈ

6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
八
四
】。

（
92
）　

同
前
。

（
93
）　

坂
西
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
三
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
七
月
十
九
日
【
同
前
、

九
二
】。
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（
114
）　

拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
一
三
～
一
四
頁
。

（
115
）　

拙
論
「『
國
華
』
に
み
る
古
渡
の
中
国
絵
画
」、
七
三
、八
五
、九
〇
～
九
二
頁
。

（
116
）　

例
え
ば
、
東
福
寺
所
蔵
の
釈
迦
普
賢
菩
薩
像
お
よ
び
高
桐
院
所
蔵
の
山
水
図
は
呉
道

子
、
知
恩
院
所
蔵
の
蓮
花
図
は
徐
煕
、
金
地
院
所
蔵
の
山
水
図
は
徽
宗
、
久
遠
寺
所
蔵

の
夏
景
山
水
図
は
胡
直
夫
、
智
積
院
所
蔵
の
瀑
布
図
は
王
維
、
高
山
寺
所
蔵
の
不
空
三

蔵
像
は
張
思
恭
の
筆
、
と
い
う
伝
称
が
あ
っ
た
。

（
117
）　
「
支
那
名
士
ニ
本
邦
視
察
手
当
補
給
方
ニ
関
ス
ル
高
裁
案
」、
昭
和
三
年
十
一
月
六
日

決
裁
【
Ｈ
6
『
満
支
人
本
邦
視
察
旅
行
関
係
雑
件
／
補
助
実
施
関
係
』
第
三
巻
、

二
七
九
～
二
八
一
】。

（
118
）　

在
天
津
加
藤
総
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
三
〇
四
号
、
昭
和
三
年
十
月

三
十
一
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
一
九
四
】。

（
119
）　
『
国
民
新
聞
』、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日
。

（
120
）　

在
大
連
坂
西
よ
り
岡
部
宛
電
報
、昭
和
三
年
十
一
月
一
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』

第
四
巻
、
一
九
八
】。

（
121
）　
『
日
日
新
聞
』、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
日
【
同
前
、
三
六
四
】。

（
122
）　

在
上
海
矢
田
総
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
七
七
九
号
、
昭
和
三
年
十
一
月

一
日
【
同
前
、
二
〇
四
】。

（
123
）　

田
中
外
務
大
臣
よ
り
在
上
海
矢
田
総
領
事
宛
電
報
第
三
二
二
号
、
昭
和
三
年
十
一
月

七
日
【
同
前
、
二
三
〇
】。

（
124
）　
『
大
阪
毎
日
新
聞
』、
十
一
月
十
八
日
。
在
神
戸
大
久
保
よ
り
岩
村
書
記
官
宛
電
報
、

昭
和
三
年
十
一
月
十
九
日
、
二
十
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、

三
二
八
、三
三
四
】。

（
125
）　
『
国
民
新
聞
』、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日
。

（
126
）　

在
天
津
加
藤
総
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
三
二
二
号
、
昭
和
三
年
十
一
月

二
十
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
三
三
五
～
三
三
六
】。
在
南
京
岡
本
領

事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
六
六
三
号
、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
一
日
【
同
、

三
三
七
】。

（
102
）　

矢
田
よ
り
田
中
宛
電
報
第
六
六
三
号
、
昭
和
三
年
九
月
二
十
七
日
（
発
）【
Ｈ
6
『
展

覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
一
三
〇
】。

（
103
）　

図
3
の
原
題
は
「
蔣
介
石
国
民
政
府
主
席
収
蔵
」
の
み
の
た
め
、
筆
者
名
と
作
品
名

を
暫
定
的
に
付
け
た
。

（
104
）　

坂
西
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
二
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
十
月
七
日
【
Ｈ
6
『
展

覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
一
五
一
】。

（
105
）　

図
3
が
収
録
さ
れ
た
『
永
好
留
真
』
は
そ
の
集
大
成
で
、
一
九
三
〇
年
十
二
月
に
自

費
出
版
さ
れ
た
。

（
106
）　

家
近
亮
子
「
蔣
介
石
の
一
九
二
七
年
秋
の
日
本
訪
問
」、
七
〇
～
七
六
頁
。

（
107
）　

家
近
亮
子
『
蔣
介
石
と
南
京
国
民
政
府
―
―
中
国
国
民
党
の
権
力
浸
透
に
関
す
る
分

析
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
一
三
九
～
一
四
三
頁
。
こ
の
制
度
上
の

最
高
権
力
は
中
国
国
民
党
中
央
執
行
委
員
会
政
治
会
議
で
あ
り
、
行
政
院
を
含
む
五
院

の
各
院
長
も
国
民
政
府
主
席
を
牽
制
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、
決
し
て
蔣
介
石
の
意
図

通
り
の
制
度
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

（
108
）　
『
聯
合
通
信
』
第
十
四
号
、
昭
和
三
年
九
月
二
十
七
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』

第
四
巻
、
一
二
九
】。

（
109
）　
「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
ニ
対
シ
助
成
金
補
給
ニ
関
ス
ル
高
裁
案
」【
同
前
、
四
三
七
】。

（
110
）　

日
本
政
府
に
よ
る
国
民
政
府
の
正
式
承
認
は
、
一
九
二
九
年
六
月
で
あ
る
（
た
だ
し

事
実
上
同
年
一
月
に
承
認
）。

（
111
）　

坂
西
・
渡
辺
よ
り
岡
部
ほ
か
二
名
宛
書
簡
、［
一
九
二
八
年
］
十
月
七
日
【
Ｈ
6
『
展

覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
一
五
三
】。

（
112
）　
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
三
五
七
～
三
六
一
】。
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ

ン
タ
ー
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
閲
覧
で
き
る
の
は
当
目
録
の
表
面
の
み
だ
が
、
実
は
こ
の

目
録
に
は
裏
面
が
あ
り
、「
十
二
月
六
日
陳
列
替　

追
加
」
と
し
て
さ
ら
に
六
十
八
点
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。
今
回
伊
藤
隆
夫
氏
の
ご
厚
意
に
よ
り
、氏
所
蔵
の
原
本
を
閲
覧
し
た
。

（
113
）　
「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
大
連
出
品
明
細
表
」「
同
天
津
出
品
明
細
表
」「
同
北
平
出
品

明
細
表
」「
同
上
海
出
品
明
細
表
」【
同
前
、
五
〇
八
～
五
一
九
】。
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一
九
二
五
年
五
月
、
前
述
の
日
華
聯
合
絵
画
展
拡
張
計
画
交
渉
の
た
め
に
北
京
に
滞
在

し
た
渡
辺
は
大
内
暢
三
に
偶
然
会
い
、
近
衛
の
会
長
就
任
へ
の
口
添
え
を
依
頼
し
て
い

る
。
渡
辺
よ
り
岡
部
宛
書
簡
、［
一
九
二
五
年
］五
月
二
十
日【
Ｈ
6『
展
覧
会
関
係
雑
件
』

第
三
巻
、
一
六
】。
大
内
は
文
麿
の
父
篤
麿
の
晩
年
の
側
近
で
あ
り
、
当
時
衆
議
院
議
員

に
し
て
東
亜
同
文
会
理
事
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
東
方
文
化
事
業
総
委
員
会
委
員

と
し
て
、
そ
の
章
程
の
作
成
に
際
し
日
中
委
員
双
方
の
合
意
を
得
る
た
め
に
奔
走
し
た
。

阿
部
洋
『「
対
支
文
化
事
業
」
の
研
究
』、
二
八
九
～
二
九
三
頁
。
し
た
が
っ
て
、
は
る

か
以
前
に
日
華
聯
合
絵
画
展
の
会
長
と
し
て
近
衛
が
浮
上
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
135
）　

正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
六
三
四
頁
。

（
136
）　

例
え
ば
、『
日
日
新
聞
』、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』

第
四
巻
、
三
六
九
】。

（
137
）　
『
東
京
朝
日
新
聞
』、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
七
日
。

（
138
）　

正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
六
三
六
頁
。『
時
事
新
聞
』、
昭
和
三
年
十
二
月
二
日

【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
三
八
七
】。

（
139
）　

正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
六
三
六
頁
。

（
140
）　

同
前
、
六
三
七
頁
。
正
木
は
「
実
に
其
劇
跡
な
る
に
驚
嘆
」
し
た
と
い
う
。

（
141
）　
『
時
事
新
聞
』、
昭
和
三
年
十
二
月
十
三
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、

四
〇
五
】。
特
に
李
公
麟
筆
五
馬
図
巻
に
は
黄
庭
堅
に
よ
る
跋
文
が
あ
り
、
か
つ
て
「
旧

清
朝
内
府
蔵
」
と
し
て
『
國
華
』
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
と
同
一
の
可
能
性
が
あ
る
。
拙

論
「『
國
華
』
に
み
る
新
来
の
中
国
絵
画
」、
一
一
頁
。
ま
た
、
展
覧
会
終
了
後
の
十
二

月
二
十
二
日
に
も
同
じ
三
点
が
東
京
府
美
術
館
で
関
係
者
に
公
開
さ
れ
、
翌
年
一
月

三
十
日
に
も
正
木
は
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ
ル
で
細
川
護
立
・
矢
代
幸
雄
と
と
も
に
観
賞

し
た
。
正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
六
四
〇
、六
四
八
頁
。

（
142
）　

展
覧
会
会
長
の
近
衛
、
外
務
省
の
岡
部
の
ほ
か
、
委
員
の
正
木
・
坂
西
・
横
山
・
川
合
・

小
室
・
結
城
・
渡
辺
、
さ
ら
に
来
日
中
国
人
の
劉
驤
業
・
李
文
権
ら
に
よ
る
壮
大
な
出

迎
え
が
あ
り
、
ま
た
歴
代
帝
王
図
に
つ
い
て
正
木
よ
り
説
明
を
受
け
た
と
い
う
。『
時
事

新
聞
』、
昭
和
三
年
十
二
月
十
三
日
。
た
だ
し
滞
在
時
間
は
三
十
分
ほ
ど
で
、
全
点
を
観

（
127
）　
『
聯
合
通
信
』
第
三
九
号
、
昭
和
三
年
十
一
月
七
日
【
同
前
、
二
三
九
】。
翌
日
日
本

の
『
国
民
新
聞
』
に
も
同
内
容
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

（
128
）　

在
天
津
加
藤
総
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
三
一
三
号
、
昭
和
三
年
十
一
月

九
日
【
同
前
、
二
四
七
】。
在
中
国
（
北
京
）
堀
代
理
公
使
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報

第
一
五
五
二
号
、
同
十
一
月
十
日
【
同
、
二
五
七
】。

（
129
）　

在
天
津
田
代
重
徳
総
領
事
代
理
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
三
号
、
昭
和
四

（
一
九
二
九
）
年
一
月
七
日
【
同
前
、
四
四
四
】。

（
130
）　

古
物
保
管
会
は
、
一
九
二
七
年
十
月
に
中
華
民
国
の
最
高
学
術
機
関
と
し
て
設
立
さ

れ
た
中
華
民
国
大
学
院
（
院
長
は
蔡
元
培
）
の
専
門
委
員
会
の
一
つ
と
し
て
翌
年
南
京

に
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
北
平
分
会
は
、
一
九
二
八
年
六
月
、
国
民
革
命
軍
の
北
京
入
城

後
に
設
立
さ
れ
て
い
た
。
吉
開
将
人
「
近
代
中
国
に
お
け
る
文
物
事
業
の
展
開
」、
五
六

～
五
八
頁
。

（
131
）　
「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
趣
旨
書
（
役
員
並
ニ
賛
助
員
）」【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』

第
四
巻
、
三
四
五
～
三
五
六
】。

（
132
）　

候
補
は
西
園
寺
公
望
・
牧
野
伸
顕
・
内
田
康
哉
・
清
浦
奎
吾
で
あ
っ
た
が
、
な
る
べ

く
「
協
会
ノ
為
マ
メ
ニ
奔
走
」
し
、
か
つ
文
墨
に
理
解
が
あ
る
人
物
が
望
ま
れ
た
。
清

水
誌
「
華
族
会
館
ニ
於
ケ
ル
東
方
絵
画
協
会
ニ
関
ス
ル
会
合
記
事
」【
Ｈ
6
『
東
方
絵
画

協
会
一
件
』、
五
五
～
五
六
】。
一
九
二
七
年
六
月
二
十
四
日
、
実
際
に
正
木
が
清
浦
に

依
頼
し
て
承
諾
さ
れ
た
。
正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
四
九
六
頁
。

（
133
）　

正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
六
一
三
頁
。
こ
の
日
の
会
合
は
、
帝
展
の
会
期
・
会

場
に
関
す
る
翌
日
の
文
部
省
告
示
を
想
定
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
134
）　

岡
部
は
子
爵
で
、
一
九
二
三
年
十
一
月
に
結
成
さ
れ
て
華
族
、
貴
族
院
、
学
習
院
問

題
を
議
論
し
た
「
十
一
会
」
に
参
加
し
て
い
た
。
他
方
近
衛
は
一
九
二
七
年
に
貴
族
院

改
革
を
目
指
し
公
侯
爵
か
ら
な
る
「
火
曜
会
」
を
結
成
し
、
両
会
は
同
年
十
月
よ
り
合

流
し
た
。
ま
た
、
岡
部
は
一
九
二
六
年
頃
よ
り
行
わ
れ
た
近
衛
派
の
「
東
京
倶
楽
部
午

餐
会
」
に
も
参
加
し
て
い
た
と
い
う
。
後
藤
致
人
「
近
代
国
家
に
お
け
る
天
皇
・
華
族

社
会
の
研
究
」、
博
士
論
文
、
一
九
九
八
年
、
七
二
～
七
六
、八
九
～
九
七
頁
。
た
だ
し
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（
158
）　
「
唐
宋
元
明
名
画
展
覧
会
ニ
対
シ
助
成
金
追
加
補
給
ニ
関
ス
ル
高
裁
案
」、
昭
和
四
年

十
一
月
二
十
六
日
決
裁
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
四
二
四
】。

（
159
）　
「
唐
宋
元
明
名
画
大
観
購
入
費
支
出
方
ニ
関
ス
ル
高
裁
案
」、
昭
和
四
年
三
月
二
十
五

日
決
裁
【
同
前
、
四
八
四
】。

（
160
）　

①
②
は
い
ず
れ
も
二
冊
だ
が
、
①
は
全
四
二
〇
頁
で
末
尾
に
画
家
名
の
日
英
対
照
表

を
含
む
の
に
対
し
、
②
は
全
四
二
八
頁
で
対
照
表
は
な
く
、
表
紙
、
題
筌
、
お
よ
び
一

部
図
版
が
①
と
は
異
な
る
（
い
ず
れ
も
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
参
照
）。
③
は
「
特
輯

版
」
と
明
記
さ
れ
、
大
型
で
冊
数
は
多
い
も
の
の
図
版
は
全
二
百
点
で
あ
る
（
東
京
文

化
財
研
究
所
所
蔵
本
参
照
）。
岡
部
は
一
九
二
九
年
二
月
一
日
に
大
塚
巧
藝
社
か
ら
で
き

た
ば
か
り
の
「
普
及
版
」
を
受
け
取
る
一
方
、
そ
の
前
日
に
は
刀
江
書
院
の
尾
高
豊
作

か
ら
「
唐
宋
元
明
名
画
大
観
偽
造
」
の
計
画
が
あ
る
と
注
意
さ
れ
て
い
る
。
尚
友
倶
楽

部
編
『
岡
部
長
景
日
記
』、
二
七
、二
九
頁
。
し
た
が
っ
て
②
は
二
版
ま
た
は
偽
版
の
可

能
性
が
あ
り
、
本
論
で
は
①
を
採
用
し
た
。

（
161
）　

正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
六
四
三
頁
。

（
162
）　

外
務
省
文
化
事
業
部
よ
り
在
中
国
（
北
京
）
公
使
館
・
在
天
津
総
領
事
館
宛
公
信
合

第
四
一
〇
号
、
昭
和
四
年
四
月
十
七
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、

四
八
六
】。

（
163
）　

正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
五
八
五
～
五
八
六
頁
。

（
164
）　
【
Ｈ
6
『
研
究
助
成
関
係
雑
件
／
出
版
助
成
関
係
雑
件
』
第
一
巻
、
二
九
～
三
〇
】。

（
165
）　
「
社
団
法
人
國
華
倶
楽
部
ノ
支
那
古
書
画
現
在
目
録
作
成
事
業
助
成
ニ
関
ス
ル
高
裁

案
」、
昭
和
三
年
九
月
十
八
日
決
裁
【
同
前
、
三
三
】。
な
お
、
昭
和
四
年
度
か
ら
六
年

度
に
つ
い
て
も
同
様
の
決
裁
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
目
録
は
最
終
的
に
一
九
三
八
年
（
昭

和
十
三
年
）
に
『
日
本
現
在
支
那
名
画
目
録
』
と
し
て
刊
行
さ
れ
、
外
務
省
で
は
同
年

度
に
そ
の
購
入
費
が
決
裁
さ
れ
た
。

（
166
）　

例
え
ば
、
日
本
人
新
興
収
蔵
家
の
所
蔵
す
る
（
新
来
の
）
中
国
絵
画
の
『
國
華
』
へ

の
掲
載
は
一
九
二
七
年
に
始
ま
っ
た
が
、
本
格
化
す
る
の
は
一
九
二
九
年
以
降
で
あ
り
、

「
唐
宋
元
明
」
展
の
影
響
が
窺
え
る
。
ま
た
内
藤
湖
南
「
支
那
絵
画
史
講
話
」（『
仏
教
美

覧
し
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。

（
143
）　

正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、
六
三
八
～
六
三
九
頁
。

（
144
）　

同
前
、
六
三
八
頁
。

（
145
）　

最
終
的
に
、
翌
一
九
二
九
年
三
月
二
十
八
日
、
日
中
両
政
府
が
解
決
文
書
に
調
印
し

て
終
了
し
た
。

（
146
）　

原
田
尾
山
談
「
唐
、
宋
、
元
、
明
四
代
の
作
品
を
観
る
」『
東
京
日
日
新
聞
』、
昭
和

三
年
十
一
月
二
十
五
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
三
七
〇
】。

（
147
）　

後
藤
朝
太
郎
「
支
那
で
も
見
ら
れ
ぬ
古
名
画
の
展
観
清
賞
」『
国
民
新
聞
』、
昭
和
三

年
十
一
月
三
十
日
～
十
二
月
二
日
。

（
148
）　

田
中
外
務
大
臣
よ
り
在
天
津
田
代
総
領
事
代
理
宛
電
報
第
三
号
、
昭
和
四
年
一
月

十
四
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
四
四
五
】。
田
代
よ
り
田
中
宛
電
報
第

三
号
、
一
月
十
六
日
【
同
、
四
四
六
】。
こ
れ
は
、
劉
驤
業
に
よ
る
一
方
的
な
申
し
出
で

あ
っ
た
ら
し
い
。
尚
友
倶
楽
部
編
『
岡
部
長
景
日
記
』
柏
書
房
、
一
九
九
三
年
、
一
七
頁
。

（
149
）　

田
中
よ
り
田
代
宛
公
信
第
九
号
、
昭
和
四
年
一
月
二
十
四
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係

雑
件
』
第
四
巻
、
四
六
三
】。
同
電
報
第
五
六
号
、
同
五
月
二
十
二
日
【
同
、
五
〇
〇
】。

在
天
津
岡
本
武
三
総
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
一
六
五
号
、
同
六
月
二
十
九

日
【
同
、
五
〇
七
】。

（
150
）　
『
日
日
新
聞
』、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
日
、
二
十
五
日
【
同
前
、
三
六
四
、三
六
九
】。

（
151
）　
『
報
知
新
聞
』、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日
【
同
前
、
三
七
〇
】。

（
152
）　
『
日
華
新
報
』、
昭
和
三
年
十
一
月
二
十
五
日
【
同
前
、
三
六
六
】。

（
153
）　

原
田
尾
山
談
「
唐
、
宋
、
元
、
明
四
代
の
作
品
を
観
る
」。

（
154
）　

後
藤
朝
太
郎
「
支
那
で
も
見
ら
れ
ぬ
古
名
画
の
展
観
清
賞
」。

（
155
）　

久
木
今
作
「
唐
宋
元
明
画
展
所
感
」『
都
新
聞
』、
昭
和
三
年
十
二
月
九
日
～

十
二
、十
四
日
。

（
156
）　

正
木
直
彦
「
支
那
古
名
画
」『
東
京
朝
日
新
聞
』、
昭
和
三
年
十
二
月
十
五
日
、
十
六
日
、

十
八
日
。

（
157
）　

注
（
1
）
の
拙
論
参
照
。
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（
169
）
蔣
介
石
が
済
南
事
件
以
降
抗
日
戦
勝
利
ま
で
日
記
に
「
雪
恥
」
の
文
字
を
書
き
続
け
た

と
い
う
逸
話
は
有
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
彼
は
日
本
の
軍
部
と
政
官
民
と
を
切
り
離
し

て
考
え
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。
家
近
亮
子
『
蔣
介
石
の
外
交
戦
略
と
日
中
戦
争
』

岩
波
書
店
、
二
〇
一
二
年
、
六
二
～
六
四
頁
。

（
170
）　

例
え
ば
、
田
中
内
閣
は
あ
く
ま
で
「
等
距
離
外
交
」
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
中
国
統

一
を
危
惧
し
、（
国
民
政
府
に
帰
属
し
よ
う
と
す
る
）
張
学
良
に
は
圧
力
を
か
け
て
い
た
。

服
部
龍
二
『
東
ア
ジ
ア
国
際
環
境
の
変
動
と
日
本
外
交
』、
二
一
七
頁
。
他
方
、
国
民
政

府
は
一
九
二
九
年
以
降
、
前
述
の
条
約
改
正
交
渉
の
一
環
と
し
て
対
支
文
化
事
業
自
体

の
廃
止
（
す
な
わ
ち
義
和
団
事
件
賠
償
金
の
全
面
返
還
）
要
求
交
渉
を
開
始
し
た
。
阿

部
洋
『「
対
支
文
化
事
業
」
の
研
究
』、
四
五
二
～
四
五
八
頁
。

（
171
）　

例
え
ば
、
先
の
古
物
保
管
会
の
主
張
に
対
し
、
在
外
公
館
で
は
出
品
物
を
日
本
で
売

却
す
る
よ
う
な
こ
と
は
ま
っ
た
く
あ
り
得
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
出
品
者
中
に
は
相
当

の
価
格
で
あ
れ
ば
売
却
す
る
も
差
支
え
な
い
と
い
う
者
も
い
る
と
聞
い
た
と
い
う
。
在

天
津
加
藤
総
領
事
よ
り
田
中
外
務
大
臣
宛
電
報
第
三
四
三
、三
四
四
号
、
昭
和
三
年
十
二

月
十
二
日
【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
四
巻
、
四
〇
九
、四
一
〇
】。
実
際
に

一
九
二
九
年
一
月
十
一
日
、
正
木
は
「
梁
鴻
志
の
閻
立
本
帝
王
図
を
八
万
五
千
円
位
に

て
取
る
人
あ
ら
は
斡
当
せ
ん
」
と
の
情
報
を
得
た
。
正
木
直
彦
『
十
三
松
堂
日
記
』、

六
四
三
頁
。
同
図
は
、
一
九
三
一
年
に
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
に
購
入
さ
れ
た
。

付
記

　

図
版
の
撮
影
に
際
し
、『
唐
宋
元
明
名
画
大
観
』
に
つ
い
て
は
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
本
、

『
永
好
留
真
』
に
つ
い
て
は
独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
東
京
文
化
財
研
究
所
所
蔵
本
を

そ
れ
ぞ
れ
使
用
し
た
。
ま
た
、
本
論
の
旧
稿
に
対
し
、
瀧
本
弘
之
、
戦
暁
梅
の
両
氏
か
ら
貴

重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
。

術
』
一
九
二
六
年
五
月
～
一
九
三
一
年
十
一
月
）
で
は
、
一
九
二
九
年
九
月
の
「
五
代

の
絵
画
」
以
降
「
唐
宋
元
明
」
展
の
出
品
作
を
想
定
し
た
記
述
が
確
認
さ
れ
る
。

（
167
）　

そ
も
そ
も
日
華
聯
合
絵
画
展
の
最
初
の
動
機
は
、
渡
辺
が
金
紹
城
ら
の
所
蔵
す
る
中

国
の
古
画
を
見
て
「
支
那
絵
画
の
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
」「
分
家
た
る
日
本
も
本

家
た
る
中
国
も
相
共
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
」
を
痛
切
に
感
じ
た
こ
と
に
よ
る
。

一
記
者
「
日
支
絵
画
展
覧
会
の
前
途
」、［
出
典
不
明
、大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
］

【
Ｈ
6
『
展
覧
会
関
係
雑
件
』
第
三
巻
、
一
二
〇
～
一
二
二
】。
ま
た
、
金
は
第
二
回
お

よ
び
第
四
回
の
日
華
聯
合
絵
画
展
の
際
に
、
参
考
品
と
し
て
所
蔵
す
る
古
画
を
展
示
し

た
。［
渡
辺
］「
日
華
聯
合
絵
画
展
覧
会
報
告
書
」、［
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
五
月

開
催
］【
同
第
一
巻
、
三
二
八
～
三
五
一
】。「
日
華
絵
画
聯
合
展
覧
会
出
品
目
録　

大
正

十
五
年
七
月
七
日
至
十
一
日
於
中
之
島
中
央
公
会
堂
」【
同
第
五
巻
、
一
二
二
～

一
二
七
】。

（
168
）　

た
だ
し
、
特
に
文
化
事
業
部
長
の
岡
部
、
在
中
国
公
使
の
芳
沢
、
陸
軍
中
将
（
の
ち

貴
族
院
議
員
）
の
坂
西
ら
に
よ
る
個
人
的
賛
同
が
、
事
業
の
進
捗
に
少
な
か
ら
ず
影
響

し
た
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
岡
部
は
「
唐
宋
元
明
」
展
終
了
後
の

一
九
二
九
年
二
月
、
宮
内
省
へ
異
動
し
た
。
そ
の
時
渡
辺
は
「
若
し
宮
内
省
で
な
け
れ

ば
是
非
引
留
運
動
を
な
す
べ
き
だ
が
、
こ
れ
は
已
む
を
得
な
い
。
御
祝
を
申
す
」「
今
後

是
非
関
係
を
断
た
ず
に
居
て
呉
れ
」
と
述
べ
、
特
に
岡
部
に
対
し
て
個
人
的
信
頼
を
寄

せ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
尚
友
倶
楽
部
編
『
岡
部
長
景
日
記
』、二
四
、三
二
頁
。
ま
た
、

芳
沢
は
当
時
の
対
中
国
政
策
に
関
し
て
本
省
と
対
等
に
渡
り
合
っ
た
有
能
な
外
交
官
と

し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。
劉
傑
「
日
中
関
係
の
な
か
の
「
中
国
通
」
外
交
官
―
―
芳
沢

謙
吉
・
有
吉
明
の
時
代
」
劉
傑
・
川
島
真
編
『
対
立
と
共
存
の
歴
史
認
識　

日
中
関
係

一
五
〇
年
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
、
二
四
九
～
二
七
八
頁
。
さ
ら
に
、
退

役
後
の
坂
西
は
独
自
の
「
日
支
親
善
」
観
の
下
に
一
議
員
と
し
て
中
国
に
お
け
る
活
動

に
様
々
な
抱
負
を
持
っ
て
い
た
。「
現
代
支
那
研
究
の
態
度
」［
昭
和
三
年
五
月
四
日
講

演
］
坂
西
利
八
郎
講
述
・
吉
見
正
任
編
『
隣
邦
の
内
面
観
』
日
支
問
題
研
究
会
、

一
九
三
六
年
、
二
九
～
六
三
頁
ほ
か
。


